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平成24年度　国立女性教育会館作成サイト・資料

「男女共同参画と男性」情報サイト
　平成 23 年度から 24 年度に実施した調査研究｢男性の家庭・地域への参画を促進するため
の調査研究及びプログラム開発｣の成果を踏まえ、情報サイトを開設しました。「男女共同参
画と男性　男性の家庭・地域参画を進める学習プログラムハンドブック」の内容をもとに、
全国の女性関連施設が実施する関連講座の最新情報や統計データの学習シート等を追加し、
効果的な支援を行うために支援者が情報を共有することを目指しました。
http://www.gakusyu-program-nwec.jp/

NWEC災害復興支援女性アーカイブ
　NWEC 災害復興支援女性アーカイブは、全国の女性関連施設等と国立女性教育会館
（NWEC）が連携して構築する、女性の視点からの災害復興支援活動記録です。女性関連施
設等による復興支援を通じた地域コミュニティ再生実践の記録を収集・保存しています。
http://w-archive.nwec.jp/saigai

「男女共同参画と男性　男性の家庭・地域参画を進める学習プログラム
ハンドブック」
　平成 23 年度から 24 年度に実施した調査研究「男性の家庭・地域への参画を促進するた
めの調査研究及びプログラム開発」の成果を踏まえ、女性関連施設など、地域において男女
共同参画を推進する機関や団体等が、男性の家庭・地域参画を進める学習プログラムを企画・
実施する際に活用していただけるよう作成した指導者・支援者向け教材です。ホームページ
よりダウンロードできます。
http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page45.html

「女性関連施設の災害関連事業に関する調査報告・事例集」
　平成 24 年度「女性関連施設に関する調査研究」の報告書です。全国の女性関連施設の東
日本大震災における被災状況や影響、その後の２年間に取り組まれた災害に関する様々な取
組（募金、被災者・避難者への支援、災害・防災に関する講座・講演会、関連資料等の作成、
職員の派遣）などについてまとめたものです。ホームページよりダウンロードできます。
http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page43.html

「地域課題の解決と女性の経済的自立に向けて」
　平成 24 年度「地域課題の解決と経済的自立に関する調査研究及びプログラム開発」の報
告書です。　越谷市男女共同参画支援センター(ほっと越谷)及び福島県男女共生センター(女
と男の未来館 ) と実施をした共催プログラムについてまとめたものです。ホームページよりダ
ウンロードできます。
http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page44.html

＜出版物＞

＜サイト＞

「出版物」はホームページの「出版物・報告書」（http://www.nwec.jp/jp/publish/）からダウンロードできます。



平成24年度　国立女性教育会館作成サイト・資料

「社会参画と女性のキャリア形成事例集」
　本研究は、職業キャリアに加えて、地域 ( 社会 ) 課題の解決のための活動を｢社会活動キャ
リア｣とした上で、｢複合キャリア ( 職業キャリアと社会活動キャリアの融合型、並行型 )｣とい
う概念を提示し、生涯発達という個人的側面と社会形成という社会的側面から女性のキャリ
ア形成のプロセスを明らかにしています。平成 22 年度から 23 年度に行ったインタビュー
調査の中から、新たなキャリアを踏み出そうとする女性及び現在のキャリアを一層発展させ
ようとする女性たちを支援するための好事例をまとめています。ホームページよりダウンロー
ドできます。 
http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page48.html

「平成24年度ＮＷＥＣ国際シンポジウム報告書　－女性に対する暴力
のない社会の構築に向けてー」
　平成 24 年 10 月 27 日に実施した「ＮＷＥＣ国際シンポジウム」の抄録及び「アジア太
平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー」の成果をまとめた報告書です。
平成 24 年度は国際シンポジウムのテーマを「女性に対する暴力のない社会の構築に向けて」
としました。ホームページよりダウンロードできます。
http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page42.html

「大学における男女共同参画についてのアンケート調査報告書」
　「女性研究者支援のためのシステムの構築と政策提言のための研究－日中韓の比較から－」
（科学研究費助成事業）の報告書です。女性研究者の登用及び参画の実態を把握するために国
立大学の男女研究者 4,940 人を対象に実施したアンケート調査についてまとめたものです。
ホームページよりダウンロードできます。 
http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page46.html

「女性のキャリア形成に関する実証的・実践的研究－複合キャリア
形成過程とキャリア学習－」
　女性のキャリアを複合キャリア ( 職業キャリアと社会活動キャリアの複合 ) としてとらえ、
生涯発達という個人的側面と社会形成という社会的側面の両面から、その形成過程を実証的に
明らかにし、さらにその結果を踏まえてキャリア形成のための学習プログラムの開発に取り組
んだ実践的研究です。本研究によって、複合キャリアには、融合型 (NPO 活動のように社会
活動が職業になっている場合 ) と並行型 ( 職業活動とボランティア活動などを同時進行で行
なっている場合)があることが明らかになりました。ホームページよりダウンロードできます。 
http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page47.html

NWEC実践研究
　第 3 号では、「課題解決型学習」をテーマとして取り上げ、地域の実践的な活動として、青
森県、岩手県盛岡市、埼玉県の実践報告を掲載するとともに、NWEC の事業や研究報告を紹
介しています。ホームページよりダウンロードできます。
http://www.nwec.jp/jp/publish/record/page04.html

＜出版物＞「出版物」はホームページの「出版物・報告書」（http://www.nwec.jp/jp/publish/）からダウンロードできます。
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はじめに

  独立行政法人国立女性教育会館は、我が国唯一の女性教育のナショナ

ルセンターとして、女性教育指導者その他の女性教育関係者に対する研

修、女性教育に関する専門的な調査及び研究等を行うことにより、女性

教育・家庭教育の振興を図り、男女共同参画社会の形成の促進に資する

ことを目的として、文部科学大臣より示されている中期目標に基づき、

事業を実施しております。

  平成 24 年度は、研修事業では、新たに企業を対象として「企業を成

長に導く女性活躍促進セミナー」を実施しました。また女性情報アーキ

ビスト養成研修に「入門」の修了者を対象に「実技コース」を開始しま

した。

　調査研究事業では、平成 23 年度・24 年度に実施した ｢男性の家庭・

地域への参画を促進するための調査研究及びプログラム開発｣ の成果を

踏まえ「男女共同参画と男性」情報サイトの構築、「男女共同参画と男

性　学習プログラムハンドブック」を作成しました。

　情報事業では、女性関連施設等による復興支援を通じた地域コミュニ

ティ再生実践の記録を収集・保存した災害復興支援女性アーカイブを構

築しました。

　このたび、これらの事業の成果をまとめ「平成 24 年度国立女性教育

会館主催事業等実施報告書」を作成いたしました。調査研究事業等の報

告書と併せ、皆様に御活用いただければ幸いです。

　平成 25 年 11 月

                                       独立行政法人 国立女性教育会館

                                                 理事長   内海　房子
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NATIONAL
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CENTER

NATIONAL
WOMEN'S
EDUCATION
CENTER

中期目標（平成 23 〜 27 年度）

研 修
男女共同参画社会の形成をめざ
した、各種研修の実施及び自発
的学習の促進

情 報
男女共同参画及び女性・家庭・
家族に関する情報及び資料を収
集・整理し、提供

交 流
国内外の女性教育・家庭教育、
女性問題に関心を持つ人々の
ネットワーク化を促進

調 査 研 究
女性教育・家庭教育、女性情報
に関する専門的な調査及び研究

基幹的な指導者の
資質・能力向上

国内関係機関・団体等
との連携協力の推進

国際貢献・
連携協力の推進

利用者への
男女共同参画に

関する理解の促進

喫緊の課題に
係るプログラムの

開発・普及

調査研究とその成果や
資料・情報の提供

・男女共同参画社会の
　形成の促進
・女性のエンパワー
　メント



目	 	 次	 
	 

  

Ⅰ 基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者等の資質・能力の向上 

１ 女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共同参画推進研修  

２ 大学等における男女共同参画推進セミナー 

３ 女性関連施設に関する調査研究 

 

Ⅱ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラム等の開発・普及 

１ 地域課題の解決と女性の経済的自立に関する調査研究及びプログラム開発 

２ 男性の家庭・地域への参画を促進するための調査研究及びプログラム開発  

３ 男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修 

４ 大学生を対象とした男女共同参画の視点に立った複合的キャリア教育の推進 

５ 女性関連施設相談員研修 

６ 家庭教育・次世代育成指導者研修 

 ７ 女子中高生夏の学校２０１２ ～科学・技術者のたまごたちへ～（平成 24 年度独立行政法人科学 

   技術振興機構委託事業） 

 ８ 企業を成長に導く女性活躍促進セミナー 

 

 Ⅲ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する調査研究の成果や資料・情報の提供等 

   １ 男女共同参画統計に関する調査研究 

   ２ 男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する情報資料の収集・整理・提供 

   ３ 女性情報ポータル及びデータベースの整備充実 

   ４ 資料・情報の館外への貸し出し 

   ５ 女性アーカイブ機能の充実 

   ６ 女性情報アーキビスト養成研修（入門）＋（実技コース） 

 

 Ⅳ 男女共同参画及び女性教育に関する国内の関係機関・団体等との連携協力の推進  

   １ 男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（NWEC フォーラム） 

   ２ 交流学習会議 

   ３ 男女共同参画交流特別週間（らんざん交流ウィーク） 

 

 Ⅴ 男女共同参画及び女性教育に関する国際貢献、連携協力の推進  

   １ アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー 

   ２ ＮＷＥＣ国際シンポジウム 

   ３ 地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」 

   ４ 外国人女性の困難等への支援に関する調査研究 

 

 Ⅵ 学習支援事業等 

   １ ＮＷＥＣボランティアの活動支援 

   ２ 社会教育実習生等受入事業 

 

＜参考資料＞ 国立女性教育会館第Ⅲ期中期目標 

          国立女性教育会館第Ⅲ期中期計画 

          国立女性教育会館平成 24 年度年度計画 
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事業名 実施日 分類 ページ

家庭教育・次世代育成指導者研修 H24.5.18～19 Ⅱ 56

女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共同参画推進研修 H24.6.13～15 Ⅰ 6

女子中高生夏の学校2012　〜科学・技術者のたまごたちへ〜 H24.8.9～11 Ⅱ 63

男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（NWECフォーラム） H24.8.24～26 Ⅳ 102

女性関連施設相談員研修 H24.10.17～19 Ⅱ 49

アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー H24.10.18～27 Ⅴ 124

NWEC国際シンポジウム H24.10.27 Ⅴ 129

JICA地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」 H24.10.29～11.10 Ⅴ 132

男女共同参画交流特別週間（らんざん交流ウィーク） H24.11.6～9 Ⅳ 118

大学等における男女共同参画推進セミナー H24.11.29～30 Ⅰ 17

女性情報アーキビスト養成研修（入門）＋（実技コース） H24.12.5～7 Ⅲ 96

企業を成長に導く女性活躍促進セミナー（第１回） H24.12.14～15 Ⅱ 76

男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修 H25.1.10～12 Ⅱ 36

交流学習会議 H25.2.8～10 Ⅳ 111

企業を成長に導く女性活躍促進セミナー（第２回） H25.3.8 Ⅱ 80

平成24年度国立女性教育会館主催事業等実施日一覧（実施日順）

分類
　  　　Ⅰ　基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者の資質・能力向上
　　　　Ⅱ　男女共同参画・家庭教育・女性教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラム
　　　　Ⅲ　男女共同参画・家庭教育・女性教育に関する調査研究の成果や資料・情報の提供
　　　　Ⅳ　男女共同参画及び女性教育に関する国内の関係機関・団体等との連携協力の推進
　　　　Ⅴ　男女共同参画及び女性教育に関する国際貢献、連携協力の推進
      　 Ⅵ　学習支援事業
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Ⅰ
基幹的な男女共同参画及び
女性教育指導者の資質・能力向上

１　女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共

　　同参画推進研修 

２　大学等における男女共同参画推進セミナー

３　女性関連施設に関する調査研究

Ⅰ　

基
幹
的
な
男
女
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同
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及
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女

　
性
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導
者
の
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質
・
能
力
向
上
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９	 プログラムの構成・得られた成果	 

日時・時間	 内	 	 	 	 容	 講	 	 	 師	 得られた成果	 

１１月２９日 

13:00～13:10 

（１）開会	 

・主催者あいさつ	 

	 

	 

・プログラムの趣旨説明	 

 

内海	 房子	 	 

ＮＷＥＣ理事長	 

	 

千装	 将志	 	 

ＮＷＥＣ事業課

専門職員	 

	 

13:10～13:40 （２）講義「女性の政策意思決定の

場への参画を推進するために」	 

	 これまでの経験から得たリーダ

ーシップやマネジメントの視点を

交えた男女共同参画を推進するた

めの話を聞き、大学における男女共

同参画を推進するための基礎とな

る考え方を学ぶ。 	 

講師：内海	 房子	 

ＮＷＥＣ理事長	 

	 

ＮＷＥＣの概要とともに、各分

野における「指導的地位」での

男女共同参画について、我が国

の現状が具体的に理解できる

よう、数値をもとに講義を行っ

た。最初のプログラムとして、

研修全体の基本情報を知る機

会となった。	 

13:40～14:20 （３）関係省庁説明と質疑応答「女

性研究者と研究力強化」	 

	 関係省庁の説明を聞き、科学技

術・学術分野における男女共同参画

を推進する上での現状及び国の施

策について知り、大学における男女

共同参画を推進に向けた今日の政

策課題についての理解を深める。	 

講師：佐藤	 弘毅	 

文部科学省科学

技術・学術政策局

基盤政策課人材

政策企画官 

女性研究者の現状、女性研究者

支援の主な施策に関する説明

を通じ、女性研究者の活躍促進

の必要性や国の施策に関する

最新情報を提供した。参加者に

対し、女性研究者の活躍促進の

ための支援事業への関心を高

める内容となった。	 

14:30～15:50 （４）講義「なぜ大学における男女

共同参画推進が必要なのか」	 

	 大学における男女共同参画推進

の必要性について理解するととも

に、大学における男女共同参画推進

の現状、大学における男女共同参画

推進のための組織づくり等につい

ての理解を深める。	 

講師：村松	 泰子	 

東京学芸大学長	 

大学等における男女共同参画

推進の基本的な部分である「必

要性」に関する講義を行った。

講師の大学での事例など、具体

的取組が紹介され、これから推

進に取り組む大学等にとって

わかりやすく、説得力のある内

容となった。	 

16:00～17:10 

 

（５）講義「大学における女性研究

者への支援：実情と課題」 
	 大学内での女性研究者に対する

支援はどうあるべきか、何が効果的

か、また支援事業終了後の支援策の

継続・定着をどうするか、など女性

研究者支援の実際について理解を

深める。	 

講師：有賀	 早苗	 

北海道大学大学

院農学研究院教

授・人材育成本部

女性研究者支援

室室長	 

学内における女性研究者支援

の在り方や文科省等の支援事

業終了後の支援の定着・継続を

どう図るかについての講義を

行った。講師の大学での事例や

女性研究者支援事業に関する

具体的説明などを通じて、必要

かつ効果的な支援策を継続的

に実施していく上での工夫や

課題について考える機会とな

った。	 

17:10～17:25 

 

（６）情報提供「大学における男女

共同参画についてのアンケートの

中間報告」	 

講師：野依	 智子	 

ＮＷＥＣ研究国

際室研究員	 

ＮＷＥＣ研究国際室が実施し

た「大学における男女共同参画

についてのアンケート」に関す

る中間報告を行った。最終報告

に向け、参加者の関心を高める

ものとなった。	 
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17:30～18:00 

 

（７）情報提供「大学等における男

女共同参画関連情報」（希望者のみ）	 

	 男女共同参画社会及び女性・家

庭・家族に関する専門図書館である

ＮＷＥＣ女性教育情報センターが

収集・提供する関連資料、女性情報

ポータルＷｉｎｅｔからデータベ

ース検索を使った情報の活用につ

いて情報提供する。	 

講師：森	 未知	 

ＮＷＥＣ情報課

専門職員	 

ＮＷＥＣ女性教育情報センタ

ーが収集・提供する関連資料、

女性情報ポータルＷｉｎｅｔ

からデータベース検索を使っ

た情報の活用についての情報

提供を行った。資料やサイトの

存在など、参加者にとって初め

て知る内容が多く、今後の活用

が期待されるものとなった。	 

19:00～20:30 （８）情報交換会（希望者のみ）	 

	 夕食後、それぞれが抱える課題の

解決に向けた方策について情報を

交換するとともに、参加者同士のネ

ットワークづくりを行う。	 

	 自校での課題を解決するヒン

トを得ることや、参加者同士の

ネットワークを広げることを

目的に情報交換会を開催した。

短い時間ではあったが、他校の

取組を知り、共通の苦労や悩み

を共有する機会となった。	 

１１月３０日 

9:00～10:10 

（９）講義「女子学生へのキャリア

形成支援」 
	 男女共同参画社会の実現に向け

て、女子学生へのキャリア形成の必

要性や、学内でどのように支援を進

めていけばよいかについて理解を

深める。	 

講師：福沢	 恵子	 

財団法人女性労働

協会専務理事・昭

和女子大学特命

教授	 

男女共同参画社会の実現に向

け、女子学生へのキャリア形成

の必要性や支援の在り方に関

する講義を行った。「社会人メ

ンター制度」の事例が具体的に

紹介され、ぜひ自校でも取り入

れたいという参加者の意見が

多数寄せられるものとなった。	 

10:20～11:50 （１０）ベストプラクティス研究

「企業における男女共同参画の取

組」	 

	 女性が会社で意欲を持って能力

を発揮できるような支援をしてい

る企業の取組を紹介する。	 

 
事例①	 株式会社髙島屋 
 
 
 
 
 
 
事例②	 株式会社光機械製作所 

 
 
 
 
 
 
 
報告者： 
中川	 荘一郎	 

株式会社髙島屋

人事部人事政策

担当次長 
 
 
報告者： 
千田	 千花	 株

式会社光機械製

作所総務課主査	 

ふだん知ることができない企

業の取組を学び、学内における

男女共同参画への風土づくり、

意識改革の必要性を認識する

ため、女性が会社で意欲を持っ

て能力が発揮できるような支

援をしている企業の取組を紹

介した。平成２３年度厚生労働

省表彰企業である株式会社髙

島屋(大阪市)と株式会社光機

械製作所(津市)の事例を取り

上げた。大学等と企業という組

織の違いはあるものの、男女共

同参画への取組の姿勢など、今

後の自校での取組に大いに役

立つ内容となった。	 

12:50～15:40 （１１）コース別ワークショップ	 

大学における男女共同参画推進の

主要な課題について、事例報告をも

とにグループ討議を行い、実践力を

養う。	 

	 

＜分科会１＞「男女共同参画意識を

学内に浸透させるための組織づく

り」 
 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

事例に学び、自校の課題の解決

につながる実践力をつけるた

め、各分科会とも、事例発表を

もとにグループ討議を行った。	 

分科会のテーマは、「男女共同

参画意識を浸透させる為の組

織づくり」、「大学における女性

研究者支援」、「女子学生へのキ

ャリア形成支援」の３つを設定

した。それぞれ、国立大学(分
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事例①「男女共同参画推進室と多様

性人財活用推進会議の連携－岐阜

大学の場合－」 
 
 
 
事例②「男女共同参画推進のための

組織づくりをめざして～大学と法

人～」 
 
 
 
 
 
 
＜分科会２＞「大学における女性研

究者支援」 
 
事例①「おもやいキャンパス－男女

共同参画のさらなる推進に向けて

－」 
 
 
 
 
 
事例②「日本大学のキャリアウェイ

プロジェクト」 
 
 
 
＜分科会３＞「女子学生へのキャリ

ア形成支援」 
 
事例①「全国高専女子学生の連携に

よる高専女子ブランドの発信事業」 
 
 
 
 
 
 
事例②「立教大学キャリアセンター

の女子学生キャリア支援の取り組

みについて」	 

報告者：	 

林	 正子	 

岐阜大学副学長・

男女共同参画推

進室室長	 

	 

報告者：	 

高橋	 和子	 関

西 学 院 大 学

「Mastery	 for	 

	 Service	 に基づ	 

く女性研究者支	 

援」事業実施責任	 

者・理工学部教授	 

	 

	 

	 

	 

報告者：	 

竹内	 円	 

長崎大学男女共

同参画推進セン

ターコーディネ

ーター	 

	 

	 

報告者：	 

野 呂 	 知 加 子	 

日本大学生産工

学部教授	 

	 

	 

	 

	 

報告者：	 

佐 々 木 	 伸 子	 

呉工業高等専門

学校建築学科准

教授	 

	 

	 

	 

報告者：	 

佐藤	 一宏	 立

教大学キャリア

センターキャリ

ア支援課課長	 

科会３は高等専門学校)と私立

大学の事例報告を行い、報告者

も交えたグループ討議を行っ

た。各分科会とも各校での現状

と課題について情報交換する

とともに、自校の課題の把握や

分析、今後の推進に向けての見

通しを立てることに役立つ事

例報告、グループ討議となっ

た。	 

15:40～15:50 （１２）ふりかえり	 

研修を振り返り、参加者それぞれ

がアンケートに記入する。	 

	 	 

15:50 （１３）閉	 会	  	 
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１０	 プログラム作成にあたって工夫・留意した点	 

	 ・大学等における男女共同参画推進に関する現状と課題を把握する。	 

	 ・大きな柱となる課題として、「学内への男女共同参画意識浸透のための組織づくり」「女性研究者、

支援の在り方」「男女共同参画社会実現に向けた女子学生へのキャリア形成支援」という３つを設

定する。	 

	 ・大きな柱となる３つの課題に即した講義、分科会を行う。	 

	 ・企業の先進事例を取り入れる。	 

	 ・分科会では、国立大学(高等専門学校)、私立大学の事例報告をそれぞれ行うとともに、グループワ

ークの手法を取り入れる。	 

	 ・情報交換会、分科会では、自校の課題の把握や解決へのヒントが見いだせるよう、参加者同士の連

携、ネットワークづくりをすすめる。	 

	 

１１	 プログラム全体で得られた知見	 

	 	 高等教育機関である大学・短期大学・高等専門学校における男女共同参画推進に向け、講義、事例

報告、分科会でのグループワーク等を通じて、学内に男女共同参画意識を浸透させるための組織づく

り、女性研究者支援の在り方、男女共同参画社会実現に向けた女子学生へのキャリア形成という課題

について、理解を深めることができた。また、参加者同士の意見交換、情報交換により、自校の男女

共同参画推進上の課題を明確にするとともに、今後の課題解決に向けたネットワークを構築すること

ができた。	 

	 

１２	 プログラムの成果	 

（１）参加者の全体の満足度について	 

	 	 	 	 	 ９２．０％（非常に満足	 ４４．０％	 満足	 ４８．０％）	 

	 

（２）参加者のプログラムの有用度について	 

	 	 	 	 	 	 	 １００．０%	 (非常に有用	 ５８．９％	 有用	 ４１．１％)	 

	 

（３）参加者の目標達成度	 

	 	 

十分達

成でき

た	 

おおむ

ね達成

できた	 

あまり

達成で

きなか

った	 

達成で

きなか

った	 

合	 計	 

１．男女共同参画についての視点を身につける

ことができた。 
53.7	 46.3	 －	 －	 100.0	 

２．国の最新動向について把握することができ

た。 
29.2	 58.3	 10.4	 2.1	 100.0	 

３．大学・研究機関における男女共同参画推進

の現状と課題を把握・認識するとともに、自組織

の位置や課題を明示化することができた。 

48.1	 46.3	 5.6	 －	 100.0	 

４．実態把握・分析のための方法について知

識・情報を得ることができた 
38.1	 50.0	 11.9	 －	 100.0	 

５．各大学等で男女共同参画を推進していくた

めに、実践に役立つ課題解決の方向性や手立

てを得ることができた（男女共同参画意識を学

内に浸透させるための組織づくりの手がかりを

得ることができた） 

48.8	 41.5	 9.7	 －	 100.0	 
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５．各大学等で男女共同参画を推進していくた

めに、実践に役立つ課題解決の方向性や手立

てを得ることができた（学内における女性研究

者への支援の手がかりを得ることができた） 

39.4	 48.5	 12.1	 －	 100.0	 

５．各大学等で男女共同参画を推進していくた

めに、実践に役立つ課題解決の方向性や手立

てを得ることができた（男女共同参画社会の実

現に向けた女子学生へのキャリア形成支援の

手がかりを得ることができた） 

41.2	 55.9	 2.9	 －	 100.0	 

６．各大学等で男女共同参画を推進するリーダ

ーの人々とのネットワークづくりのきっかけを得

ることができた。 

34.2	 36.8	 23.7	 5.3	 100.0	 

７．その他 －	 －	 －	 －	 －	 

	 

	 

１３	 今後の課題及び展望	 

	 	 本年度の成果をもとに研修内容をさらに充実、発展させ、１，２００校を越える大学・短期大学・

高等専門学校から一校でも多くの参加を目指す。参加対象者も意思決定組織に所属する教職員はもと

より、実際に推進業務を担当する担当者の参加に力を入れる。募集等の広報もこれまで学長宛に送付

していたが、男女共同参画推進担当宛への送付とし、ダイレクトに広報が届く方法にする。さらに今

年度のようにすべての国公立大学、規模の大きい私立大学等への電話での参加依頼など、地道な広報

に努める。高等専門学校からの参加については、国立高等専門学校機構との連携により進めていく。	 

	 

	 

	 

	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

講義「なぜ大学における男女共同参画推進	 	 	 	 講義	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 が必要なのか」	 「大学における女性研究者への支援：実情と課題」	 

	 講師：村松	 泰子	 氏	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 講師：有賀	 早苗	 氏	 
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講義「女子学生へのキャリア形成支援」	 	 	 	 	 	 	 	 分科会の様子：事例報告	 

講師：福沢	 恵子	 氏	 

	 

	 

	 

分科会の様子：グループ討議	 
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３	 女性関連施設に関する調査研究	 

	 

１	 研究目的	 

	 女性関連施設の機能の充実・強化を図るため、指定管理、人材育成等新たな課題の実態

把握と分析をテーマに５年計画で行う調査研究の２年次として、女性関連施設の災害関連

事業に関する実態調査を実施し、報告書を作成する。 
 
２	 研究課題	 

	 （１）女性関連施設の現況を把握する。 
	 （２）女性関連施設の災害関連事業に関する実態を把握し、分析した上で、課題を抽 
	 	 	 	 する。 
 
３	 研究計画	 

	 （１）「女性関連施設データベース」更新のための調査を行い、結果から現況の把握と	 

	 	 	 	 	 析を行う。	 

	 （２）「女性関連施設データベース」更新調査と同封して、女性関連施設の災害関連事	 

	 	 	 	 に関する質問紙調査を行う。	 

	 （３）質問紙調査では把握しきれない点について、ヒアリング調査及び事例収集を行う	 

	 （４）報告書の作成	 

	 	 	 	 （１）～（３）をまとめ、報告書を作成する。	 

	 

４	 研究体制	 

	 外部有識者と館内メンバーによる研究協力者会議を組織し、調査研究を実施する。 
	 ＜研究協力委員＞（五十音順、敬称略） 
	 青木	 玲子	 全国女性会館協議会常任理事・国立女性教育会館客員研究員 
	 仁科あゆ美	 財団法人大阪府男女共同参画推進財団統括ディレクター 
	 平賀	 圭子	 ＮＰＯ法人参画プランニングいわて理事長 
 
	 ＜国立女性教育会館＞ 
	 中野	 洋恵	 研究国際室長・主任研究員 
	 引間	 紀江	 事業課専門職員心得 
	 森	 	 未知	 情報課専門職員 
 
５	 研究期間	 

   平成２４年４月～平成２５年３月 
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	 今年度の調査回答の中で、女性の災害・防災に関わる人材育成についての事例につ

いては、平成２４年度文部科学省「男女共同参画社会の実現の加速に向けた学習機会

充実事業」で作成した『地域づくりに参画する女性人材の育成のための学習機会の充

実	 事例集』へ情報提供を行った。 
	 平成２３年度に作成した『女性関連施設の指定管理者導入施設に関する調査報告・

事例集』は、雑誌『月刊指定管理』２０１２年１２月号に特集として引用・掲載され

た。 
②研修事業への反映 
	 	 調査研究の成果および参考資料は、平成２５年度にＮＷＥＣの主催事業や外部事 
	 業への講師派遣等において活用し、さらに積極的に成果普及を行う。 
 

７	 実績を裏付けるデータ	 

	 	 	 平成２４年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」会館提供 
	 	 ワークショップ「災害・防災と女性関連施設の取組み」の参加者からの評価は、参考 
	 	 になった１００％（とても参考になった７５％、参考になった２５％）であった。 

 
８	 今後の課題と展望	 

	 	 ナショナルセンターとして、今後も引き続き、地域の男女共同参画拠点である女性	 

	 関連施設についての調査研究を実施する。次年度は、変化する情報環境に対し、女性	 

	 関連施設の男女共同参画関連情報の収集・発信に関する取組みについて調査研究を行	 

	 う予定である。	 
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Ⅱ
男女共同参画・女性教育・家庭教
育に関する喫緊の課題に係る学習
プログラム等の開発・普及

１　地域課題の解決と女性の経済的自立に関する調査研究及び

　　プログラム開発

２　男性の家庭・地域への参画を促進するための調査研究及び

　　プログラム開発

３　男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修

４　大学生を対象とした男女共同参画の視点に立った複合的

　　キャリア教育の推進

５　女性関連施設相談員研修

６　家庭教育・次世代育成指導者研修

７　女子中高生夏の学校 2012 ～科学・技術者のたまごたちへ～

８　企業を成長に導く女性活躍促進セミナー

Ⅱ　
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1	 地域課題の解決と女性の経済的自立に関する調査研究及びプログラム開発	 

 
１  研究目的 (年度計画) 

	 	 地域活動による経済的自立の促進をテーマに２年計画で行う調査研究の２年次として、起業や 
	 コミュニティ･ビジネス支援のための講座を行っている女性関連施設等を対象にプログラムを開 
	 発・実施し、報告書を作成する。 

 

２	 研究課題 

（１）ＮＰＯ・起業組織で活動を行っている女性ならびにこれからＮＰＯ・起業組織を設立しようと	 

	 	 している女性を対象に、地域活動と経済的自立の可能性について学習するプログラムを開発する	 

	 	 ものである。	 

（２）（１）のプログラムを女性関連施設等２ヵ所程度で、実験的に実施しプログラム開発を完成させ	 

	 	 る。	 

（３）プログラム開発には、ＮＰＯ・起業活動による女性の経済的自立を志向するだけでなく、女性	 

	 	 がＮＰＯ・起業を立ち上げる意味をジェンダー的視点および女性の生涯発達の視点から考えるこ	 

	 	 とができるようにする。	 

 

３	 研究計画  

（１）平成２２年度のアンケート調査の分析結果ならびにヒアリング調査（平成２２年度・平成２３ 
	 	 年度、参考資料参照）の分析結果を基礎に、プログラムを作成する。 
（２）また、これらアンケート調査の結果ならびにヒアリング調査の結果（事例紹介という形式で） 
	 	 を研修講義の際に活用する。 
（３）ヒアリング調査先を研修の際のフィールド・ワークとして位置づけ、調査先の見学を組み入れ 
	 	 られるよう計画を立てる。 
（４）プログラムの内容は、単にＮＰＯ・起業のノウハウ、つまり申請の仕方や組織運営の方法など 
	 	 実務的なものだけでなく、女性がＮＰＯ・起業を立ち上げる意味をジェンダー的視点および女性 
	 	 の生涯発達の視点から考えることができるようにする。 
（５）また、実験プログラムである本講座を修了した後も、ＮＰＯ・起業に向けて受講者同士のネッ 
	 	 トワークが構築できるように、受講者の関係つくりにも考慮した講座とする。 
（６）実施施設が確定したら、対象者の属性や課題をより具体的に把握する。 
 

４	 研究体制（研究メンバー）	 

	 	 ・新井	 浩子	 早稲田大学非常勤講師 
	 	 ・李	 正連	 	 東京大学准教授 
	 	 ・常葉	 美穂	 恵泉女学園大学准教授 
	 	 ・藤本	 隆史	 国立女性教育会館客員研究員 
	 	 ・野依	 智子	 国立女性教育会館研究国際室研究員	 

	  
５	 研究期間	 

  平成２４年４月～平成２５年３月 
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６	 年度実績概要	 

（１）調査研究経過	 

	 １）プログラムの作成	 

	 	 次の点に留意してプログラムを作成した。	 

	 ①平成２２年度に実施した「経済的自立につながる女性の課題解決型地域活動に関するアンケー	 

	 	 ト調査」の分析結果を基礎にした。	 

	 ②プログラムの内容は、単にＮＰＯ・起業のノウハウつまり申請や組織運営の方法など実務的な	 

	 	 ものだけでなく、女性がＮＰＯ・起業で働く意味をジェンダー的視点及び女性の生涯発達の視	 

	 	 点から考えることができるようにした。構成については、ＮＷＥＣで開発したプログラム・デ	 

	 	 ザインを活用した。	 

	 	 ③実験プログラムである本講座を修了した後も、ＮＰＯ・起業に向けて受講者同士のネットワー	 

	 	 	 クが構築できるように、受講者の関係づくりにも考慮した。	 

	 ２）実験プログラムの実施	 

	 	 	 実施施設は、ＮＰＯ・起業支援を実施している女性関連施設で次の２ヵ所とした。	 

	 ①越谷市男女共同参画支援センター「ほっと越谷」	 

	 	 	 テーマ：「地域活動を『仕事』にしよう」３回講座(１１／１０、１１／１７、１２／１)、	 

	 	 	 	 	 	 	 フィールド・ワーク(１１／２０)、フォローアップ講座(２／９)	 

	 	 	 目	 的：地域活動が地域の課題解決や地域の活性化になっていることを学ぶ	 

	 	 	 	 	 	 	 地域活動が経済的自立につながる可能性があることを学ぶ	 

	 ②福島県男女共生センター「女と男の未来館」	 

	 	 	 テーマ:「語ろう・つながろう－これまで・現在（いま）・これからに向けて」２回講座	 

	 	 	 	 	 	 	 (１２／４、１２／１１)フォローアップ講座(１／３０)	 

	 	 	 目	 的：震災により活動の困難を抱えている女性たちが課題を確認・共有すると同時に関係づ	 

	 	 	 	 	 	 	 くりを行う。	 

	 	 	 	 	 震災後の困難を抱えた女性団体を支援するにあたって「女と男の未来館」の役割を考える。	 

	 ３）報告書の作成	 

	 	 	 本プログラムが他機関でも活用できるように、「ほっと越谷」と「女と男の未来館」プログラ	 

	 	 	 ム開発のプロセスと内容、活用したワークシート等をまとめた報告書を作成した。	 

	 

（２）得られた知見（得られた成果）	 

	 １）女性団体の活動支援のための女性関連施設の役割として、団体の人材育成と情報交換の場の設	 

	 	 	 定の必要性が確認できた。「人」と「場」の支援が求められている。	 

	 ２）講座の企画・実施を通して、女性関連施設職員の人材育成になった。	 

	 ３）女性の活動支援の講座から、具体的な企画事業案の検討を通して、「地域づくり」講座へと発	 

	 	 	 展した。	 

	 

（３）調査研究の活用	 

	 １）研修事業への反映	 

	 	 	 実験プログラムの内容については、平成２４年度の「男女共同参画交流特別週間(らんざん交流	 
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	 	 	 ウィーク）」にて報告を行い、成果の普及に努めた。	 

	 ２）論文掲載	 

	 	 『現代の社会教育・生涯学習』(松田武雄編著、九州大学出版会、２０１３年３月)に「第七章	 Ｎ	 

	 	 	 ＰＯ・市民活動と社会教育」として掲載した。	 

	 

７ 今後の課題・展望	 

今回のプログラム開発は、越谷市男女共同参画支援センター「ほっと越谷」と福島県男女共生セン

ター「女と男の未来館」で実施することができた。それぞれ地域の特徴を考慮して実施したが、県の

施設と市町村の施設の役割についても検討する必要がある。また、講座修了後、具体的に活動を展開

する団体の支援を継続的に実施するためのシステムが求められるところである。	 
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２	 男性の家庭・地域への参画を促進するための調査研究及びプログラム開発	 

 
１ 研究目的 (年度計画) 

男性の家庭・地域への参画促進をテーマに２年計画で行う調査研究の２年次として、男性の家庭・地域への

参画を促進するためのプログラムを開発・実施し、参考資料を作成する。 

 

２ 研究課題  

（１）１年次の調査研究成果を踏まえ、男女共同参画の視点に立った男性の家庭・地域への参画を促進

するためのプログラムおよび教材の構成、内容、提供方法等を検討する。	 

（２）１年次に形成された連携協力施設との情報共有の方法等について検討する。	 

（３）全国の女性関連施設等での今後の効果的な事業展開に向けて、プログラムおよび教材や女性関連

施設のネットワークの活かし方等について総合的に捉え、検討する。	 

 

３ 研究計画  

（１）男性の家庭・地域への参画を促進するためのプログラムおよび教材を開発するために必要な１年

次の調査研究の再分析や情報収集をおこなう。	 

（２）インタビュー調査の分析結果を踏まえ、追加インタビュー調査の対象を抽出し、実施する。	 

（３）調査研究成果や収集した情報をもとに、プログラムおよび教材の案を検討する。	 

（４）女性関連施設等と連携し、教材を用いたプログラムを試験的に実施する。	 

（５）女性関連施設職員等、プログラムや教材を活用する関係者との意見交換をおこなう。	 

（６）プログラムの実施や関係者との意見交換等を踏まえ、プログラムおよび教材を開発する。	 

（７）今後の効果的な事業展開に向けて、全国の連携協力施設とのネットワークを維持し、情報共有を

促進する。	 

 

４ 研究体制 

	 調査研究の実施にあたっては、検討委員会を組織する。	 

	 	 ＜検討委員会＞ 
	 	 	 犬塚	 協太	 	 静岡県立大学国際関係学部教授 
	 	 	 内田	 洋子	 	 埼玉県男女共同参画推進センター所長	 

	 古久保俊嗣	 	 ＮＰＯ法人エガリテ大手前代表	 

	 矢澤	 澄子	 	 元東京女子大学教授 
	 吉田	 恭子	 	 ＮＰＯ法人エンツリー理事長	 

	 飯島	 絵理	 	 ＮＷＥＣ客員研究員	 

	 渡辺	 美穂	 	 ＮＷＥＣ研究国際室研究員	 

	 

５ 研究期間  

	 平成２４年４月～平成２５年３月	 
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３	 男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修 
	 

１	 趣	 	 旨	 	 男女共同参画社会の形成に向けて女性の活躍を推進するためには、職業活動、社会活

動を包括し、個人のキャリアと社会とのつながりから多様な選択を可能にするキャリ

ア形成支援が求められる。女性関連施設、ＮＰＯ、大学等のキャリア形成支援者等を

対象に、国立女性教育会館の調査研究や成果等にもとづく新たなキャリア概念のとら

え直しや国の最新施策の把握、課題解決に向けた事業計画案づくりなど、支援者とし

ての力量形成に資する専門的・実践的な研修を行う。 
 
２	 主	 	 催	 	 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
	 

３	 会	 	 場	 	 ＮＷＥＣ 
	 

４	 期	 	 日	 	 平成２５年１月１０日（木）～	 １月１２日（土）	 ２泊３日	 

	 

５	 対	 	 象	 	 ・女性関連施設・社会教育施設等の職員 
	 	 	 	 	 	 ・団体・グループ・ＮＰＯ等のメンバー 
	 	 	 	 	 	 ・大学等のキャリア教育担当教職員等	 

	 

６	 参	 加	 者	 	 参加者数	 ５６名（定員６０名）	 

	 

７	 都道府県別参加者数	 

都道府県 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 

北海道	 １	 埼玉県	 ６	 岐阜県	 －	 鳥取県	 １	 佐賀県	 －	 

青森県	 －	 千葉県	 ３	 静岡県	 ３	 島根県	 －	 長崎県	 ２	 

岩手県	 １	 東京都	 ８	 愛知県	 －	 岡山県	 １	 熊本県	 －	 

宮城県	 －	 神奈川県	 ４	 三重県	 －	 広島県	 １	 大分県	 －	 

秋田県	 ２	 山梨県	 １	 滋賀県	 １	 山口県	 １	 宮崎県	 １	 

山形県	 －	 新潟県	 １	 京都府	 １	 徳島県	 －	 鹿児島県	 １	 

福島県	 ３	 長野県	 １	 大阪府	 ２	 香川県	 －	 沖縄県	 －	 

茨城県	 ３	 富山県	 －	 兵庫県	 ３	 愛媛県	 １	 無回答他	 －	 

栃木県	 ２	 石川県	 －	 奈良県	 －	 高知県	 １	 合	 	 計	 ５６	 

群馬県	 －	 福井県	 －	 和歌山県	 －	 福岡県	 －	 	 

	 

８	 プログラムデザイン	 

	 別添参照	 

	 

９	 プログラムの構成・得られた成果	 

日時・時間	 内	 	 	 	 容	 講	 	 	 師	 得られた成果	 

１月１０日 

13：30～14:00 

（１） 開会	 	 	 	 
主催者あいさつ	 

	 

	 

オリエンテーション	 

 
内海	 房子	 ＮＷＥ

Ｃ理事長 
	 

引間	 紀江	 ＮＷＥ

Ｃ事業課専門職員	 
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 3 

・女性社員の活躍推進とキャリア

形成支援 
 
・社会活動・地域課題に取り組む

女性の活躍	 

事例報告者： 
町田	 恭子	 社団法

人埼玉県経営者協会

総務課主事	 

事例報告者： 
植田	 淳子	 ＮＰＯ

法人安心院町グリー

ンツーリズム研究会

事務局長	 

化に関する実践について報告

を行った。	 

国広氏からの質疑やコーディ

ネートにより、実践における

担当者の思いや報告者自身の

キャリア形成のプロセスなど

を共有することができた。	 

13:00～14:00  （９）講義「事業（学習）計画案

づくりのポイント」	 

	 事業（学習）計画案づくりに向

けて、プログラムデザインと関連

するワークショップ手法について

ポイントを学ぶ。	 

講師：引間	 紀江	 

ＮＷＥＣ事業課専門

職員心得	 

プログラムデザインなど、事

業企画の視点を説明し、短大

生向けキャリア支援講座で実

際に実施したワークショップ

手法を紹介した。計画案づく

りにあたって、緊急性・必要

性・実現可能性や男女共同参

画の視点はあるか、目標設定

をどこに置くかなどが重要で

あることを示した。	 

14:15～17:00  

 

コース別ワークショップ	 

（１０）事業（学習）計画案づく

りⅠ 

	 それぞれの地域・組織で実施す

る、男女共同参画の視点に立った

キャリア形成に役立つ支援の内容

と方策について考え、参加者の立

場に沿った事業（学習）計画案を

作成する。	 

Ⅰ社会活動キャリア支援コース

【計画案テーマ】	 

社会活動キャリア、ＮＰＯ活動、

地域づくりなど	 

	 

	 

	 

Ⅱ職業キャリア支援コース	 

【計画案テーマ】	 

再就職・再チャレンジ、キャリア・

アップ、就業継続など	 

	 

	 

	 

Ⅲ若年層に対する支援コース	 

【計画案テーマ】大学生へのキャ

リア形成支援プログラムなど	 

コース別ワークショ

ップ（１０）（１２）	 

共通講師	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

アドバイザー：	 

西山	 恵美子	 ＮＷ

ＥＣ客員研究員	 

学習支援者：	 

森下	 敏広	 ＮＷＥ

Ｃ事業課専門職員	 

	 

アドバイザー：	 

谷口	 年江	 静岡市

女性会館副館長	 

学習支援者：	 

野依	 智子	 ＮＷＥ

Ｃ研究国際室研究員	 

	 

アドバイザー：	 

大槻	 奈巳	 聖心女

子大学准教授	 

学習支援者：	 

社会活動キャリア支援コース

では、団体活動・組織のあり

方、連携・協働、まちづくり

などをテーマとし、課題別グ

ループで作業を進めた。 
職業キャリア支援コースでは

企画に必要なステップを踏ま

え、女性のキャリア・アップ、

就業継続、復職などをテーマ

とした。 
若年層に対する支援コースで

は、学生のキャリア形成支援

の必要性と若者の動向に関す

る講義の後、グループ討議を

通してテーマを設定した。他

機関との連携を視野に入れ、

正課内外でのキャリアデザイ

ンやライフプランニングにつ

いて計画案を作成した。	 
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ラ
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ザ
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ラ
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４	 大学生を対象とした男女共同参画の視点に立った複合的キャリア教育の推進 

	 

１	 趣	 	 旨	 	 	 大学等におけるキャリア教育の充実に資するよう、大学等とＮＷＥＣの協力のもと、

ＮＷＥＣが所有する「社会活動キャリア形成事例」や女性アーカイブセンター資料等

を活用した学生を対象とするキャリア教育を実施するもの。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＮＷＥＣは社会教育施設として、これまで主として成人を対象とした研修を行って

きたが、固定的性別役割分担意識の是正や、単に就職をどうするかだけでなく一人の

女性としてどう生き生活していくかを自覚的に考えていくキャリアについての視点を

身につけることの重要性から、より若年層へのアプローチが必要と大学生を対象とし

た事業を２２年度より開始している。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２４年度は、３年目となる①埼玉大学、②埼玉県私立短期大学協会と連携した２事

業を実施した。	 

 
２	 特	 	 徴	 	 ①大学等とＮＷＥＣが共同して開発するプログラムであること。	 

②大学における単位取得講座であること。	 

③ＮＷＥＣが保有する女性教育に関する情報の活用を図ること。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ④若年層に対するキャリア教育の普及を目指し、プログラム開発につなげること。	 

	 

３	 事業内容	 

（１）	 埼玉大学との連携事業（３年目） 
① 授業名  男女共同参画社会を考える 

② 会  場  埼玉大学 

③ 時  期  平成２４年４月１１日（水）～７月４日（水）、全１５回、前期授業（うち３回をＮＷＥＣが担当） 

④ 履修者  埼玉大学の学生４０名（男子２４名、女子１６名） 

⑤ 授業の目的 
社会でも家庭でも男女がともに主体であり、対等に協力できる男女共同参画社会をつくる

ことが求められている。しかし私たちはいつの間にか様々な場面で「男らしさ」「女らしさ」

を内面化している。そのことがいかに男女の生き方を拘束しているのか、どうすればそれら

を変えることが出来るのかについて、様々な方法や考え方を学ぶ。 
⑥ プログラム内容 

１ 4/11 埼玉大学 ガイダンス（埼玉大学、国立女性教育会館） 
２ 4/18 埼玉大学 ジェンダー論入門① 
３ 4/25 埼玉大学 ジェンダー論入門② 
４ 5/ 2 ＮＷＥＣ 「男女共同参画社会の実現に向けて」ＮＷＥＣ理事長	 内海	 房子 
５ 5/9 ＮＷＥＣ 「専門情報を使う」ＮＷＥＣ情報課長 

「男女共同参画統計を学ぶ・女性と男性に関する統計データーベー

スを使う」NWEC情報課専門職員	  
６ 5/16 埼玉大学 労働とジェンダー① 
７ 5/19 埼玉大学 労働とジェンダー② 
８ 5/23 埼玉大学 政治とジェンダー① 
９ 5/30 埼玉大学 政治とジェンダー② 
10 6/6 ＮＷＥＣ 「男女共同参画統計データブックを読む」ＮＷＥＣ研究国際室長 
11 6/13 埼玉大学 学生アンケートの結果を読む 
12 6/20 埼玉大学 こどもとジェンダー① 
13 6/23 埼玉大学 ジェンダーとセクシュアリティ～男性の性を考える～ 
14 6/27 埼玉大学 こどもとジェンダー② 
15 7/4 埼玉大学 まとめ 
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⑦  ＮＷＥＣが担当した３回分の具体的な内容 

・「男女共同参画の実現に向けて」：埼玉大学にＮＷＥＣ内海理事長が出向いて講義。 

・「専門情報の使い方」：埼玉大学のコンピュータ室にて学生が一人一台のパソコンを使用し、女性 

関連情報データベースＷＩＮＥＴの使い方を講義、実際に検索を行う学習をした。 

・「男女共同参画統計データブックを読む」：当該データブックに掲載されているジェンダー統計を解

説。 

 

⑧ 事業実施により得られた成果・知見 

・情報収集の手段を得るプログラムがより好評であった。 

・昨年の反省点『学生にとっては「キャリア」という言葉は「就職」に直結するものであり、「自分らしい 

生き方、より幸福な生き方を実現するためのキャリア概念を学ぶ」授業を実施する場合は、その旨を 

予め十分伝えておかないと受講生とのミスマッチが起こる可能性がある』に留意し、男女共同参 

画をテーマに掲げたが、このテーマ自体に関心をもつ男子学生が少なからず出席していた。 

・男女ともにワーク・ライフ・バランスへの関心が高い。 

 

⑨ 課題  

・大学の単位取得科目と位置づけられている授業であるため、講義を一部有料にできないか。 

   

（２）	 埼玉県私立短期大学協会との連携事業（３年目） 

① 授業名   女子学生のためのキャリア形成講座（夏期集中講座） 

② 主  催   ＮＷＥＣ 

③ 共  催   埼玉県私立短期大学協会 

④ 会  場   ＮＷＥＣ 

⑤ 期  日   平成２４年９月１日（木）～３日（土） ２泊３日 

⑥ 参加者    埼玉県私立短期大学協会に加盟する４大学の女子学生１０名 

        （内訳：埼玉純真短期大学子ども学科６名、埼玉女子短期大学商学科１名、 

        山村学園短期大学コミュニケーション学科２名、秋草学園短期大学文化表現学科１名） 

⑦ プログラム開発の経緯 

・事業開始のきっかけは、利用者としてＮＷＥＣに来館した埼玉純真短期大学長が職員と「女子

学生の就職」について話をしている時に、ＮＷＥＣの推進している「男女共同参画」を含め

て、これからの女性の生き方を「キャリア形成」と捉えて学生に伝えられないかと提案した

こと。就職した学生がすぐに離職してしまう状況を改善しなければならないと考えていた協

会加盟短大学長等の課題意識とマッチし、事業実施が実現した。 
・平成２４年度は、協会に加盟する埼玉純真短期大学、山村学園短期大学、秋草学園短期大学の

学長とＮＷＥＣの課室横断的なメンバーで構成されたプロジェクトチームが、プログラム開発のため

の２度の打合せを行った。 

・極力、発表や作業の時間を多くとり、講義型ではなく参加型の手法を取り入れた。参加者が 

１０名であったことから、グループ討議の時間を中心として、発表の機会を充実させた。	 

・キャリア形成に関する意識調査を行った。全く同じ内容のアンケート用紙を最初と最後に配

布し、その変化をみることで事業実施の成果の把握に努めた。	 

・学生が対象であったため、「男女共同参画」「女子差別撤廃条約」「キャリア」などの言葉

の定義について丁寧に説明した。	 
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⑧ プログラムの構成・得られた成果	 
日時・時間	 

配分	 

内	 	 	 	 容	 講	 	 	 師	 得られた成果	 

９月１日 

13:00 

（１）開会挨拶	 	 大野	 博之	 埼玉

県私立短期大学協

会会長	 

内海	 房子	 	 

ＮＷＥＣ理事長	 

参加学生も協会とＮＷＥＣのプ

ログラム開発の一端を担ってい

ることを伝えたことが学習意欲

を盛り上げた。	 

13:15～14:00 （２）プログラムオリエンテーシ

ョン（事前アンケートの実施）	 

	 

講師：引間	 紀江	 

ＮＷＥＣ事業課専

門職員	 

研修生活上の諸注意とともに、

事前アンケートをとり、参加学

生のキャリア意識を把握した。	 

14:10～15:10 （３）講義「これからのキャリアを

考えてみよう」	 

講師：大野	 博之	 	 

埼玉県私立短期大

学協会会長	 

	 

日頃直接話をすることのない大

学長から「キャリアを考えるこ

との大切さ」について体系的な

話を聞いたことで、大学の授業

として当講座が位置づけられて

いる意味を学生自身が把握する

ことができた。	 

15:20～16:20 （４）講義「男女共同参画社会の

実現を目指して」	 	 

	 

講師：内海	 房子	 

ＮＷＥＣ理事長	 

理事長自身のキャリア形成過程

を引き合いに、雇用機会均等法

の成立やワーク・ライフ・バラ

ンスなどこれから社会に出てキ

ャリアを築く上で必要となる実

践的知識を学生に伝えることが

できた。	 

17:00～17:45 （５）施設見学とワーク「情報収

集の手段を学ぶ」～女性教育情報

センター・女性アーカイブセンタ

ー	 

	 	 

講師：森	 未知	 	 
ＮＷＥＣ情報課専
門職員	 

２班にわかれて、センターを見

学した。また、今後のキャリア

を考える上で力となる情報収集

の手段を身につけた。	 

19:00～20:30 （６）自己紹介・レクリエーショ

ン「友達を作ろう」	 

講師：安倍	 大輔	 
埼玉純真短期大学
講師	 

埼短協の当研修に対する目的の

一つとして、「コミュニケーショ

ン能力を高める」ことがあった

ことから設けられた時間。大変

盛り上がり、２日目からのワー

クショップに上手くつながっ

た。	 

９月２日 

9:00～10:00 

 

（７）講義「女性のキャリアパス

を考える～複合キャリアとは」	 

講師：中野	 洋恵	 
ＮＷＥＣ研究国際
室長	 

職業キャリアと社会活動キャリ
アのバランスなどライフイベン
トの多い女性の一生を通じたキ
ャリアプランを考えることを提
案、学生は今後の自分自身の在
り方と照らしつつ新たな概念に
ついて興味深く学んでいた。	 
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10:15～14:00 （８）グループワーク「複合キャ

リアの視点からキャリアパスの事

例分析」（５人×２グループ）	 	 

	 	 

コーディネーター：	 

越智	 方美	 	 

ＮＷＥＣ研究国際

室研究員	 

結婚や出産などの女性のライフ

イベントを経ながらも職業も持

ち続け、地域活動にも積極的に

関わった女性の人生をＫＪ法で

分析。極めて活発な議論が交わ

され、発表用紙はイラスト入り

の素晴らしい作品が作られた。	 

14:10～14:50 （９）講義「複合キャリアのパイ

オニアから学ぶ女性の歴史」	 

	 

講師：森	 未知	 

ＮＷＥＣ情報課専

門職員	 

ＮＷＥＣが実施した調査研究の

成果を学生に伝えることができ

た。複合キャリアのパイオニア

女性の一生についての講義内容

は、前の時間に自分たちがグル

ープワークで行った分析と重な

り、参加学生にとってキャリア

についての思索を深める機会と

なったようである。	 

15:00～15:40 

 

（１０）講義・グループワーク「男

女共同参画統計から女性のキャリ

アを考える」	 

講師：森	 未知	 

ＮＷＥＣ情報課専

門職員	 

結婚後の妻の就業に対する意識

の変容（妻に働いてもらいたい

男性の増加）など女性をとりま

く社会状況の変化についてデー

タをもとに解説した。	 

15:50～17:00 （１１）講義「ゲストスピーカー

のキャリアに学ぶ」	 

ゲストスピーカー：	 

掃部	 郁子	 フリ

ーライター、他	 

	 

当該研修中、一番、満足度の高

かったプログラム。人生には

様々な想定外の困難があるこ

と、それを乗り越えることの素

晴らしさ、働くことの楽しみな

どを、真摯に語ったゲストの話

から学生たちは大いに学んだ。

アットホームな雰囲気の中、ゲ

ストと学生間での意見交換も活

発に行われたのは、ゲストの人

柄に負うところも大きい。	 

19:00～20:30 （１２）講義・ワーク「社会人（ビ

ジネス）マナーの基本」	 

講師：細田	 咲江	 

埼玉女子短期大学

准教授	 

言葉遣い、立ち居振る舞い、身

だしなみなど、社会人として身

につけるべきマナーについて実

践的に学んだ。	 

９月３日 

9:00～10:00 

 

（１３）講義「キャリアに学ぶ」	 

	 	 

講師：深澤	 郁喜	 

元秋草短期大学長	 

言葉遣い、立ち居振る舞い、身

だしなみなど、社会人として身

につけるべきマナーについて実

践的に学んだ。	 

10:10～11:55 （１４）討議・まとめ「自分自身

のキャリアを考える」（事後アンケ

ートの実施）	 

コーディネーター：	 

引間	 紀江	 	 

ＮＷＥＣ事業課専

門職員	 

	 

各参加学生が、研修での学びを	 

踏まえ、自身の今後のキャリア

形成について一言ずつ発表し

た。	 

また、埼短協の学長・職員ら及

びＮＷＥＣのスタッフからも一
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11:20～12:00 （１５）各先生からの言葉、学生

の一言感想	 

修了証の授与、閉講挨拶	 

言ずつ言葉が贈られた。	 

この時間の冒頭にとった事後ア

ンケートの事前アンケートとの

分析結果も発表され、参加学生

にその場で伝えられた。	 	 

	 

⑨ 事業実施により得られた知見	 
・今回は参加者が１０名となったことを活かし、少人数を想定したプログラム開発を行った。	 

学生が１０名ほどの場合は、グループワークにおける発表の機会を増やし、じっくりと討議

を深めることができること、また学生間のコミュニケーションが深まることから議論も穏や

かに進んだようである。グループワークにおける分析例も一つの事例を二つのグループが同

時にとりあげることで、自分たちのグループとは別の分析結果をきくことができるのは、学

生にとって特に興味深かったようである。（昨年はグループが多かったため２つの事例を複数

グループが扱った）	 

・これまで重ねてきた「ゲストスピーカーのキャリアに学ぶ」成功の秘訣は、ゲストスピー

カーが自分自身の失敗も成功もそのときの気持ちも自己開示して語ってくれることが、何よ

りも学生の心に訴えるということである。	 

・プログラム全体に、レクリエーションや共同作業の時間を組み込んだが、スタッフのきめ

細かな配慮もあり、構築された良好な関係がワークショップの作業に上手く機能した。	 

・今年のアンケート結果から、学生たちはこれまで、キャリアというものについて漠然とし

た不安を抱えながらも考える機会がなかったことがわかった。また、キャリアについて学ぶ

機会を持ち、自分自身のキャリアについて具体的に考えることで、漠然とした不安を持つの

ではなく、人生に対し前向きに取り組んでいく姿勢をもつことができるようである。	 

	 

⑩ 成果（アンケート結果から）	 
・全員が研修を受けてよかったと回答した。	 

（例）	 

「キャリアについて自分の考えをもつようになった」「遠回りしてもいいんだと強く思った」

「成長しつづけるキャリアをつんでいきたい」「就職と子育てを両立できるようになりたい」	 

「もっと話を聴きたかった」「人と違った人生でも全然恥じることはないと思いました」	 

「チャレンジしていきたい」「現在の働き方がわかった」	 

	 

４．３つの事業を通じた今後の課題及び展望	 

	 	 	 ①今年の実施は３年目。かなりの知見が蓄積してきたため、協会とＮＷＥＣの打合せは２度に減	 

	 	 	 	 っており効率的に企画・実施が進むようになっている。	 

	 	 ②今回初の試みとして、参加者から研修資料代１,５００円を徴収した。	 

③「女子学生のキャリア教育」「男女共同参画」などの連携事業を学生生活に根付かせ、一過性

のものとしないために、今後は、連携先の大学・短期大学図書館や教務部、学生部など学生生活

に関係する部署への連携を検討していきたい。	 

④プログラムを精査し、連携先を拡大していくことが最大の課題である。	 	 	 	 	 
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	 内海理事長の講義	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 夕食後のレクリエーションで関係づくり 
 
 
	 

	  	 	 
	 	 	 	 グループワークの様子	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 最後に一人一言づつ講座に参加した成果を発表	 
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６	 家庭教育・次世代育成指導者研修 
	 

１	 趣	 	 旨	 	 全国の家庭教育・次世代育成・子育て支援の行政担当者や子育て支援に携わる団体の

リーダー、企業の次世代育成担当者、女性関連施設職員・社会教育施設職員等を対象

に、次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ、かつ、育成される環境の整備のため、

男女共同参画の視点から家庭教育・次世代育成支援に必要な専門的・実践的な研修を

行う。 
 
２	 主	 	 題	 	 「社会全体で支える子育ち・子育て」	 

	 家庭教育・次世代育成に関する支援の取り組みとして、社会全体で子育てを支援す

る必要性が増している。ＮＷＥＣでは、これまで男女共同参画の視点に立った地域全

体で取り組む次世代育成支援事業についての調査研究を行ってきた。さらに、平成２

４年度からは男性の家庭・地域への参画促進に関する調査研究に取り組んでいる。本

年度は、調査研究の成果も活かし、男女共同参画の視点をふまえた社会全体でになう

子育て支援のあり方や様々な課題について検討する。	 

	 

３	 主	 	 催	 	 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
	 

４	 会	 	 場	 	 ＮＷＥＣ 
	 	 	 	 	 	 	 	  
５	 期	 	 日	 	 平成２４年５月１８日（金）	 ～５月１９日（土）	  １泊２日	 
	 

６	 対	 	 象	 	 	 ・家庭教育関係行政担当者、次世代育成支援関係行政担当者 
	 	 	          ・子育て支援関係行政担当者 
	 	          	 ・子育てネットワーク、子育てサポーター等のリーダー 
	 	 	          ・企業の次世代育成支援担当者・社会貢献活動担当者	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・女性関連施設職員・社会教育施設職員	 等	 	 

	 

７	 参	 加	 者	 	 参加者数	 ８２名（定員	 １２０名）	 

	 

８	 都道府県別参加者数	 

都道府県 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 

北海道	 ―	 埼玉県	 ２３	 岐阜県	 １	 鳥取県	 ２	 佐賀県	 １	 

青森県	 １	 千葉県	 ３	 静岡県	 ３	 島根県	 ―	 長崎県	 ―	 

岩手県	 ―	 東京都	 １９	 愛知県	 ３	 岡山県	 ―	 熊本県	 ―	 

宮城県	 ―	 神奈川県	 ５	 三重県	 １	 広島県	 ―	 大分県	 ―	 

秋田県	 １	 山梨県	 ―	 滋賀県	 ―	 山口県	 ―	 宮崎県	 ―	 

山形県	 ―	 新潟県	 ５	 京都府	 ―	 徳島県	 ―	 鹿児島県	 ―	 

福島県	 ―	 長野県	 ４	 大阪府	 ―	 香川県	 ―	 沖縄県	 ―	 

茨城県	 ５	 富山県	 ―	 兵庫県	 ―	 愛媛県	 ―	 無回答他	 ―	 

栃木県	 ２	 石川県	 ―	 奈良県	 ―	 高知県	 ―	 合	 	 計	 ８２	 

群馬県	 ２	 福井県	 １	 和歌山県	 ―	 福岡県	 ―	 	 

	 

９	 プログラムデザイン	 

	 別紙参照	 
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１０	 プログラムの構成・得られた成果	 

日時・時間	 内	 	 	 	 容	 講	 	 	 師	 得られた成果	 

５月１８日 

10:00～10:15 

開会	 

・主催者挨拶	 

	 

	 

・プログラム説明	 

	 

内海	 房子	 	 

ＮＷＥＣ理事長	 

	 

石崎	 裕子	 	 

ＮＷＥＣ事業課専

門職員	 

	 

10:30～12:00 （１）講義「社会全体でになう子

育て支援」	 

	 男女共同参画の視点から、子育

て支援に関わる女性のエンパワー

メントや、男性の参画、地域での

連携・協働などの重要性をふまえ、

家庭を支える社会全体でになう子

育て支援のあり方について学ぶ。	 

講師：汐見	 和恵	 

新渡戸文化短期大

学生活学科教授	 

参加者に対して、核家族化、

夫の長時間労働による母親の

育児負担の増加など現代の子

育て中の家庭をとりまく現状

や地域での連携・協働による

子育て支援の目的や支援の場

で求められているものを理解

するための視点を提示した。	 

13:00～14:30 （２）関係省庁説明「国の家庭教

育・次世代育成支援の施策の最新

動向」	 

	 家庭教育・次世代育成支援に関

わる国の施策・動向についての情

報を得るとともに、家庭教育・次

世代育成支援の指導者として取り

組むべき事業内容・方策について

考える。	 

講師：松川	 伸治	 

内閣府政策統括官

（共生社会政策担

当）付少子化対策担

当参事官補佐 
講師：巣瀬	 博臣	 

厚生労働省雇用均

等・児童家庭局総

務課少子化対策企

画室子育て支援係

長 
講師：横田	 玲子	 

文部科学省生涯学

習政策局男女共同

参画学習課家庭教

育支援室長	 

子ども・子育て新システム、

次世代育成支援施策、家庭教

育支援の取組に関する最新の

情報提供を行い、参加者には、

国の施策に着目しながら、地

域での子育て支援を考える視

点を提供した。	 

14:40～16:50 （３）パネルディスカッション「子

育て支援のあり方とワーク・ライ

フ・バランスの推進」	 

	 保育園に子どもを預けて働く親

のネットワークの代表者、仕事と

子育ての両立支援に力を入れてい

る企業、両立支援に取り組む企業

を支援する地方公共団体からの問

題提起や報告を聞き、パネリスト

同士の意見交換、参加者との質疑

応答を通して、社会全体で子育て

を支えていく上で必要とされる充

実した子育て支援のあり方をワー

パネリスト：	 

普光院	 亜紀	 	 

保育園を考える親

の会代表	 

パネリスト：	 

金咲	 もと子	 	 

ボッシュ株式会社

人事部門人材開発

グループ	 セクショ

ンマネージャー	 

パネリスト：	 

鈴木	 和朗	 秋田

県企画振興部少子

各パネリストからの報告、問

題提起、パネリスト同士の意

見交換、参加者との質疑応答

を通して、社会全体で子育て

を支えていく上で必要とされ

る子育て支援のあり方をワー

ク・ライフ・バランスの視点

から養うことができた。	 
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ク・ライフ・バランスの視点から

検討しあう。	 

化対策局少子化対

策推進監	 

コーディネーター：	 

大沢	 真知子	 	 

日本女子大学人間

社会学部教授	 

17:20～17:50 

 

（４）「課題共有のためのディスカ

ッション」	 	 	 

周りの人と自己紹介や日頃の地

域での仕事や活動について話し合

いをし、課題を共有する。	 

	 周りの席の人たちと自己紹介
やそれぞれの活動について話
し合い、お互いの課題を共有
することによって、関係づく
りや情報交換のきっかけを図
る機会を提供した。	 

19:00～20:30 （５）情報交換会（有料、希望者

のみ）	 

	 全国からの参加者と交流し、そ

れぞれが抱える課題の話し合いや

日頃の活動成果の語り合いを	 通

して、今後の活動に役立つ関係づ

くりを図り、交流を深める。	 

	 今後の活動に役立つ参加者同

士のネットワークづくりにつ

ながる日頃の活動などの語り

合いの場を提供した。	 

５月１９日 

9:00～10:00 

（６） 講義と質疑「男女共同参画
の視点からみたワーク・ライフ・

バランスと生活時間」	 

	 ＮＷＥＣでは、『男女共同参画統

計データブック―日本の女性と男

性―２０１２』（ぎょうせい、平成

２４年３月）を刊行した。この成

果をふまえ、男女共同参画の視点

からワーク・ライフ・バランスと

生活時間をめぐる現状と課題を把

握する。	 

講師：伊藤	 純	 	 

昭和女子大学人間

社会学部准教授	 

ＮＷＥＣが刊行した『男女共

同参画統計データブック―日

本の女性と男性―２０１２』

を参考資料に用いて、統計デ

ータを通して、子育て期の夫

婦の生活時間の現状とワー

ク・ライフ・バランスをはか

る上での課題を理解する視点

を提供した。	 

10:10～10:40 （７） 調査研究報告「国立女性教
育会館の男性の家庭･地域への参

画促進に関する全国調査より」	 

	 ＮＷＥＣが実施している調査研

究の報告から、男性の家庭・地域

への参画促進に関する現状と課題

を把握する。	 

講師：飯島	 絵理	 

ＮＷＥＣ研究国際

室客員研究員	 

「国立女性教育会館の男性の

家庭・地域への参画促進に関

する全国調査」の報告を行い、

調査結果のデータを通して、

女性関連施設の男性対象事業

の成果と課題などを理解する

視点を提供した。	 

10:50～11:50 （８）報告と質疑「災害と子育て

支援」	 

	 東日本大震災で被災した地域の

子育て支援施設担当者の報告を聞

き、災害時における地域ぐるみの

子育て支援の課題、震災を通して

顕在化した子育て支援の課題など

について理解を深める。	 

講師：伊藤	 仟佐子	 

仙台市子育てふれ

あいプラザのびす

く仙台館長	 

	 

東日本大震災の被災地域の子

育て支援施設担当者から、地

震発生時の子育て支援施設の

様子や対応、その後の施設で

の子育て支援の取組、震災か

ら１年たった顕在化してきた

支援格差など被災地の様子な

どの報告を聞き、災害時の子

育て支援施設が担う役割につ

いて考える機会を提供した。	 
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13:00～15:00 （９）分科会「家庭を支える社会

全体での子育て支援」	 

＜分科会１＞	 

「行政・地域・企業との連携・協

働」	 

 
 
 
 
 
 
 
 
＜分科会２＞ 
「子育て支援に関わる女性のエン

パワーメント」 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜分科会３＞ 
「男性の子育て支援活動への参

画」 
 

 
 
報告者：	 

田口	 陽子	 	 

ＮＰＯ法人子育て

応援ナビぽっかぽ

か理事長	 

コーディネーター：	 

千装	 将志	 	 

ＮＷＥＣ事業課専

門職員	 

	 

	 

報告者：	 

伊庭	 節子	 	 

ＮＰＯ法人まいづ

るネットワークの

会理事長	 

コーディネーター：	 

引間	 紀江	 

ＮＷＥＣ事業課専

門職員	 

	 

	 

報告者：	 

森	 健也	 練馬イ

クメンパパプロジ

ェクト代表	 

コーディネーター：	 

森下	 敏広	 	 

ＮＷＥＣ事業課専

門職員 

 
 
＜分科会１＞ 
行政機関、地域のＮＰＯや団

体、企業と連携・協働しなが

ら子育て支援事業に取り組ん

でいるＮＰＯの事例報告とグ

ループ協議を行うことによ

り、参加者に対して、地域ぐ

るみで子育て支援活動に取り

組む上での連携・協働の重要

性を提示した。 
 
＜分科会２＞ 
ＮＰＯの集団託児事業に支援

者として携わる女性たちをエ

ンパワーメントしていく仕組

みについての事例報告とグル

ープ協議を行うことにより、

参加者に対して、子育て支援

に携わる女性たちのエンパワ

ーメントの重要性を提示し

た。 
 
＜分科会３＞ 
父親たちによる育児・地域支

援団体の活動報告とグループ

協議を行うことにより、参加

者に対して、男性が地域で子

育て支援活動へ参画していく

上での工夫やしかけづくりの

重要性を提示した。 
15:10～15:40 （１０）全体会	 

各分科会の報告を通して、社会

全体で子育ち・子育てを支える取

り組みを実践していくための方向

性・方策を共有する。	 

 各分科会の報告を行う場を設

けることにより、参加者全員

が各分科会の内容を共有し、

実践活動に向けてより多様な

視点を獲得することにつなげ

た。 
15:40～15:45 アンケート記入・閉会	   

	 

１１	 プログラム作成にあたって工夫・留意した点	 

	 「社会全体で支える子育ち・子育て」を主題に、男女共同参画の視点から、家庭を支える社会全体で

になう子育て支援のあり方について、講義、施策・動向説明、パネルディスカッション、分科会などを

通して検討した。課題共有のためのディスカッションや全体会での発表機会を設けるなど、参加型のプ

ログラムも実施した。分科会では、事例報告と協議を通して、課題解決につながる実践力を養うことを

目指した。特に、分科会事例報告者の選定については、昨年度の参加者が、事例報告者となることによ
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って、循環型の人材育成を行った。調査研究事業との連携については、「男性の家庭・地域への参画を

促進するための調査研究及びプログラム開発」（平成２３～２４年度）の報告を行い、調査研究の成果

を研修に反映させた。時宜を得たプログラムとして、災害時における子育て支援の現状と課題を把握す

るために、東日本大震災の被災地域の子育て支援施設担当者による報告と質疑「災害と子育て支援」を

実施した。	 

	 

１２	 プログラム全体で得られた知見	 

	 家庭教育・次世代育成支援の行政担当者や子育てネットワーク等のリーダーなど地域ぐるみの子育て

支援を推進していく上での指導者に対して、最新の情報や参加型プログラムの提供、宿泊研修の利点を

活かした参加者同士の情報交換やネットワークづくりの場を提供した。	 

	 平成２４年度は、特に、第３次男女共同参画基本計画をふまえ、社会全体での子育て支援を推進して

いく上で課題となっているワーク・ライフ・バランスの推進と両立支援や地域での子育て支援に関わる

女性のエンパワーメント、男性の子育て支援活動への参画に重点をおき、今後の取組の方向性・方策の

手がかりを提示した。	 

	 分科会では、ワークショップの手法を取り入れ、参加者自身が、課題解決につながる実践力・関係力

を養うことができた。家庭教育支援と次世代育成支援の両方について、１回の研修のなかで学ぶことが

できた。また、宿泊研修の利点を活かし、全日程を通じて、参加者同士の情報交換やネットワーク形成

を支援することができた。	 

	 	 

１３	 プログラムの成果	 

（１）参加者の全体の満足度について	 

	 	 	 ８４．５％（非常に満足２９．３％	 満足５５．２％）	 

（２）参加者のプログラムの有用度について	 

	 	 	 	 	 ９２．３％	 (非常に有用３６．５％	 有用５５．８％）	 

	 

（３）参加者の目標達成度	 

	 	 

十分達

成でき

た	 

おおむ

ね達成

できた	 

あまり達

成できな

かった	 

達成で

きなか

った	 

合	 計	 

１．男女共同参画の視点を持った子育て支援を理

解することができた。	 
32.6	 58.7	 8.7	 ―	 100.0	 	 

２．家庭教育・次世代育成支援に関わる国の施策・

動向を理解することができた。	 
14.9	 74.5	 10.6	 ―	 100.0	 	 

３．社会全体で子育てを支えていく上で必要な子

育て支援のあり方をワーク・ライフ・バランスの

視点から理解することができた。	 

39.2	 56.9	 3.9	 ―	 100.0	 	 

４．男性の家庭・地域への参画推進についての現

状と課題を把握することができた。	 
25.6	 ―	 61.5	 12.8	 100.0	 	 

５．災害時における子育て支援の現状と課題を把

握することができた。	 
50.0	 42.1	 7.9	 ―	 100.0	 	 

６．実践事例の報告を通して、社会全体での子育

て支援の取組と実践していくための方向性をつか

むことができた。	 

45.7	 51.4	 2.9	 ―	 100.0	 

７．各地域の家庭教育・次世代育成支援に関わる人たち

のネットワークづくりのきっかけを得ることができた。	 
27.0	 48.6	 21.6	 2.7	 100.0	 	 

８．その他	 50.0	 50.0	 ―	 ―	 100.0	 	 
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（４）参加者へのフォローアップ調査	 

	 	 	 アンケート集計結果（サンプル数	 ８２	 	 	 回収数	 ４９	 	 回収率	 ５９．８％）	 

	 	 	 ９５．９％（大いに役立っている	 ２６．５％	 ある程度役立っている６９．４％）	 	 

	 

１４	 今後の課題及び展望	 

	 これまでの調査研究の成果を踏まえ、参加型のプログラムを盛り込みながら、課題解決のための実践

力を養うことを目指してきた本事業は、一定の成果を達成したとして、平成２４年度で終了とし、今後

は、男女共同参画推進フォーラムで、内容を盛り込むことを検討していく。行政担当者、女性関連施設

職員、ＮＰＯなど参加者の所属は、多岐にわたり、様々な立場から、地域で子育て支援に携わる担当者

の関心を集めてきた。参加者アンケートでは、有用度、満足度ともに、おおむね高い評価を得ており、

今後は、研修成果を活かした子育て支援講座や講演会等の開催など、各地域での事業企画・実践につな

がる取組が期待される。	 

	 

	 

講義「社会全体でになう子育て支援」	 	 	 	 	 	 パネルディスカッション「子育て支援のあり方と	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ワーク・ライフ・バランスの推進」	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

＜分科会３＞「男性の子育て支援活動への参画」	 
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も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
	 

厚
生
労
働
省
	 

次
世
代
育
成
支
援
施
策
の
最
近

の
動
向
に
つ
い
て
	 

文
部
科
学
省
	 

家
庭
教
育
支
援
の
取
組
に
つ
い

て
 

６
．
講
義
と
質
疑

「
男
女
共
同
参
画

の
視
点
か
ら
み
た

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
生
活

時
間
」
	 

１
．
講
義
「
社
会

全
体
で
に
な
う

子
育
て
支
援
」
	 

	 

<
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
･
ラ
ー
ニ
ン
グ
>
	 

	 
企
画
	 
Pl
an
	 

	 
	 
↓
	 

	 
実
行
	 
Do
	 

	 
	 
↓
	 
	 
	 
	 
	 
	 
個
人
へ
の
影
響
	 

	 
評
価
	 
Ch
ec
k	 
	 

	 
	 
↓
	 
	 
	 
	 
	 
社
会
へ
の
影
響
	 

改
善
	 
Ac
ti
on
	 
	 

３
．
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
子
育
て
支
援
の

あ
り
方
と
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
」
	 

９
．
分
科
会
「
家
庭
を
支
え
る
社
会

全
体
で
の
子
育
て
支
援
」
	 

	 
社
会
全
体
で
の
子
育
て
支
援
を
実

践
し
て
い
く
た
め
の
方
向
性
・
方
策

を
考
え
る
	 

	 

＜
実
態
把
握
・
課

題
分
析
＞
（
目
的

２
）
社
会
全
体
で
子

育
て
を
支
え
て
い
く

上
で
必
要
と
さ
れ
る

子
育
て
支
援
の
あ
り

方
を
ワ
ー
ク
･ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
視
点

か
ら
把
握
す
る
	 

分
科
会
１
	 

「
行
政
・

地
域
・
企

業
と
の
連

携
・
協
働
」	 

＜
実
態
把
握
＞
（
目
的
２
）
 

 
国

の
家

庭
教

育
・
次

世
代

育
成

支
援

の
最

新
動

向
を

把
握

す
る

 

参
加
者
が
地
域
に
持
ち
帰
っ
て
実
践
・
活
動
に
結
び
つ
け
る
	 

説
明

と
質

疑
 

講
義

と
質

疑
 

講
義

と
質

疑
 

実
践
・
活
動
	 

事
例

報
告

・協
議
	 

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

 

＜
課
題
解
決
に
向
け
た
分
析
・
実
践
力
・
関
係
力
＞
	 

（
目
的
３
）
事
例
報
告
・
ワ
ー
ク
・
協
議
を
と
お
し
て
、

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
実
践
力
・
関
係
力
を
養
う
	 

 

【
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
】

 
◎
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、
実
態
把
握
・
課
題
分
析
・
課
題
解
決
の
分
析
を
行
い
、
地
域
で
の
課
題
解
決
を
め
ざ
し
た
実
践
活
動
に
結
び
つ
け
る

 
①
参
加
者
相
互
の
情
報
交
換
・
交
流
を
通
し
て
、
関
係
・
連
携
力
を
高
め
る

 
②
実
践
事
例
を
重
視
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

 
③
研
修
の
成
果
を
地
域
に
持
ち
帰
っ
て
実
践
し
、
さ
ら
な
る
事
業
や
活
動
へ
活
か
す
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
結
び
つ
く
こ
と
を
考
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
 

１
 

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
地

域
ぐ

る
み

、
社

会
全

体
で

の
子

育
て

・子
育

ち
の

あ
り

方
に

つ
い

て
共

通
認

識
を

持
つ

。
 

２
 

講
義

、
事

例
報

告
、

討
議

、
情

報
交

換
を

通
し

て
、
課

題
解

決
に

つ
な

が
る

具
体

的
な

情
報

を
得

る
と

共
に

、
今

後
の

取
り

組
み

の
方

向
性

・方
策

を
検

討
し

、
手

が
か

り
を

得
る

。
 

３
 

課
題

解
決

に
向

け
て

の
実

践
力

・連
携

力
・関

係
力

な
ど

を
つ

け
る

。
 

４
 

参
加

者
が

取
り

組
み

可
能

な
方

策
を

明
ら

か
に

す
る

。
さ

ら
に

、
研

修
終

了
後

の
「フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

・ア
ン

ケ
ー

ト
」を

通
し

て
、
活

用
化

・実
践

化
を

図
る

。
 

分
科
会
２
	 

「
子
育
て

支
援
に
関

わ
る
女
性

の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン

ト
」
	 

	 

分
科
会
３
	 

「
男
性
の

子
育
て
支

援
活
動
へ

の
参
画
」
	 

＜
男

女
共

同
参

画
の

視
点

＞

（
目

的
１

）
 

 

男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

ら
、

家
庭

を
支

え
る

社
会

全
体

で
に

な
う

子
育

て
支

援
の

あ
り

方
を

理
解

す
る

 

＜
実

態
把

握
・
課

題
分

析
＞

（
目

的

２
）
 

国
立

女
性

教
育

会
館

の
男

女
共

同
参

画
統

計
に

関
す

る
研

究

成
果

を
ふ

ま
え

、
男

女

共
同

参
画

の
視

点
か

ら
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
と

生
活

時
間

を

め
ぐ

る
現

状
と

課
題

を

把
握

す
る

 

＜
実

態
把

握
・

課
題

分

析
＞

（
目

的
２

）

国
立

女
性

教
育

会

館
の

調
査

研
究

報
告

か
ら

、
男

性

の
家

庭
・
地

域
へ

の
参

画
促

進
に

関

す
る

現
状

と
課

題

を
把

握
す

る
 

７
．
調
査
研
究
報

告
「
国
立
女
性
教

育
会
館
の
男
性
の

家
庭
・
地
域
へ
の

参
画
促
進
に
関
す

る
全
国
調
査
よ

り
」

 

＜
連

携
力

・

関
係

力
＞
	 

 
（
目

的
３

）
 

課
題

の
話

し

合
い

や
日

頃

の
活

動
成

果

の
語

り
合

い
を

通
し

て
、

関
係

づ
く
り

を
図

る
 

４
．

課
題

共
有

の
た

め
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

 

５
．

情
報

交
換

会
 

 

情
報

交
換

と
交

流
 

＜
実

践
活

動
へ

の
つ

な
が

り
＞

（
目

的
４

）
 

 
参

加
者

が
研

修
の

成

果
を

地
域

に
持

ち
帰

っ

て
実

践
・活

動
に

結
び

つ

け
る

 

「
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

・
ア

ン

ケ
ー

ト
」の

実
施

 

→
実

践
の

見
え

る
化

を

図
る

 

報
告

と
質

疑
 

＜
実

態
把

握
・

課
題

分
析

＞

（
目

的
２

）
 

	 
災

害
時

に
お

け
る

子
育

て
支

援
の

現
状

と
課

題
を

把
握

す
る

 

８
．

報
告

と
質

疑

「災
害

と
子

育
て

支
援

」 

	 報
告

と
質

疑
 

10
．

全
体

会
 

 

各
分

科
会

の

報
告

を
通

し

て
、

社
会

全
体

で
の

子
育

て
支

援
を

実
践

し
て

い
く

た
め

の
方

向
性

・
方

策
を

参
加

者
全

体
で

共
有

す
る

 

 報
告
と
質
疑
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平成２４年度独立行政法人科学技術振興機構委託事業 

７	 女子中高生夏の学校２０１２～科学・技術者のたまごたちへ～ 

	 

１	 趣	 	 旨	 	 	 女子中高生が科学技術の世界の楽しさを「体験する」、そこで生き生きと活躍する女

性たちと「交流する」、科学技術に関心のある仲間や先輩と「知り合う」ための機会と

して「女子中高生夏の学校２０１２～科学・技術者のたまごたちへ～」を開催する。 
	 このプログラムは、科学研究者・技術者、大学生・大学院生と女子中高生が少人数

を単位として親密に交流し、理系進路選択の魅力を伝えるものである。 
	 また、女子中高生の進路選択に影響力があり、身近な支援者でもある保護者・教員

向けのプログラムもそれぞれ設定している。子どもの将来像が描けるよう、よきアド

バイスができるように理系進路支援についての理解を進める。 
 
２	 主	 	 催	 	 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

	 	 日本学術会議「科学と社会委員会	 科学力増進分科会」	 

	 	 	 	 	 	 	 	 「科学者委員会	 	 	 男女共同参画分科会」	 

	 

３	 協	 	 力	 	 男女共同参画学協会連絡会 

 

４	 会	 	 場	 	 ＮＷＥＣ 
	 	 	 	 	 	 	 	  
５	 期	 	 日	 	 平成２４年８月９日（木）～８月１１日（土）	  ２泊３日	 
	 

６	 対	 	 象	 	 科学・技術の分野に興味・関心のある女子中学３年生・女子高校生	 １００名	 

保護者・教員等	 ５０名	 

	 

７	 参	 加	 者	 	 参加者数	 	 女子中高生	 	 １１８名（定員１００名）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 保護者・教員	 	 ３０名（定員５０名）	 	 計	 １４８名	 

	 

８	 都道府県別参加者数	 

都道府県 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 

北海道	 －	 埼玉県	 １３	 岐阜県	 ３	 鳥取県	 －	 佐賀県	 ３	 

青森県	 １	 千葉県	 １	 静岡県	 ３	 島根県	 ２	 長崎県	 １０	 

岩手県	 ５	 東京都	 １７	 愛知県	 ３	 岡山県	 －	 熊本県	 ２	 

宮城県	 ８	 神奈川県	 ６	 三重県	 １	 広島県	 １	 大分県	 －	 

秋田県	 －	 山梨県	 ３	 滋賀県	 －	 山口県	 ４	 宮崎県	 －	 

山形県	 ６	 新潟県	 １	 京都府	 ３	 徳島県	 －	 鹿児島県	 －	 

福島県	 ２	 長野県	 ４	 大阪府	 ９	 香川県	 ２	 沖縄県	 ４	 

茨城県	 －	 富山県	 ４	 兵庫県	 ３	 愛媛県	 －	 無回答他	 －	 

栃木県	 １３	 石川県	 １	 奈良県	 －	 高知県	 ２	 合	 	 計	 １４８	 

群馬県	 １	 福井県	 －	 和歌山県	 ４	 福岡県	 ３	 	 
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15:45～17：45 （４）女性研究者・技術者の職場

訪問「ハヤブサの故郷は宇宙のゲ

ートウェイ！」	 

	 ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機

構）の宇宙科学研究所とＮＷＥＣ

をインターネットで結ぶ。小惑星

探査衛星「はやぶさ」や金星探査

機「あかつき」など、宇宙開発の

現場について、女性研究者・技術

者の方にご紹介頂く。会場からの

質疑応答も行う。	 

ＪＡＸＡ側	 

コーディネーター：

廣瀬	 史子	 宇宙航

空研究開発機構宇宙

科学研究所航法・誘

導・制御グループ開

発員	 

	 

コーディネーター：

垰	 千尋	 宇宙航空

研究開発機構学際科

学研究系宇宙航空研

究員	 

	 

ＮＷＥＣ側	 

大月	 祥子	 専修大

学講師	 

ＪＡＸＡの宇宙科学研究所とＮ

ＷＥＣをインターネット(スカ

イプ)を使って結び、ＪＡＸＡの

女性科学・技術者が理系の職場

の現場をリアルタイムで紹介し

た。実際にカメラを持ってオフ

ィス内を回るなど、臨場感のあ

る紹介により、参加者である女

子中高生に、宇宙に関する興味

関心を高めるとともに、理系の

仕事にも様々なものがあること

知らせる機会となった。	 

19:15～20：45 （５）学生企画	 サイエンスバト

ル！？	 

	 グループで協力し合い、学生ス

タッフ（女子大学生・大学院生Ｔ

Ａ（ティーチングアシスタント））

の出題する課題・クイズに挑戦し

ながらグループの親交を深める。	 

	 同時にＮＷＥＣ内オリエンテ

ーリングと参加者、スタッフ間の

交流も行う。	 

	 １０か所のブースを回り、学生

ＴＡが出題する理系に関する課

題・クイズにグループで協力し

て答え、他のグループと交流し

ながらパズルを完成させるゲー

ムを学生の企画により行った。

各グループは異なる地域、学年

の参加者で構成されており、３

日間の合宿研修を共にするグル

ープの仲間意識を醸成し、学生

ＴＡとも親しくなる場となっ

た。	 

21：00～22:00 （６）天体観望会＜オプション企

画＞	 

	 天体望遠鏡で武蔵嵐山の空を

観測する。	 

田代	 信	 埼玉大学

教授	 

	 

大朝	 由美子	 埼玉

大学准教授	 

	 

中川	 友進	 早稲田

大学助教	 

	 

恩田	 香織	 日立製

作所	 

(以上日本天文学会)	 

	 

小林	 沙緒里	 

武田	 佐和子	 

高原	 佑典	 

星	 	 久樹	 

埼玉大学大学院	 

	 

佐藤	 太基	 

埼玉大学	 

会場であるＮＷＥＣは自然豊か

な立地条件にある。これを活用

したプログラムとして、天文学

を研究している天文学者や学生

による天体観望会を行った。当

日は天候不順により、星を観察

することはできなかったが、望

遠鏡の仕組みの説明などを通じ

て、家に帰った後に観察してみ

たいなど、天文学への関心意欲

を高めるものとなった。	 
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８月１０日 

9：00～10：00 

（７）学生企画	 才媛双六 
	 学生スタッフが作成したサイ

エンスクイズに答え、理系キャリ

アゲームを疑似体験する。キャリ

アは夏学卒業後からはじまり、進

学、就職や結婚、育児など理系女

子特有の悩みや人生に関わるさ

まざまな出来事を盛り込み、参加

者に理系女子の夢やライフプラ

ンについて具体的なイメージを

抱いてもらう。	 

	 サイエンスクイズに答えながら

理系の女性の人生を疑似体験す

るゲーム(双六)を学生の企画に

より行った。双六には進学、就

職、結婚、育児など理系の女性

特有の悩みや人生に関わる様々

な出来事を盛り込んでおり、理

系に関する知識を身に付けると

同時に将来の自分の人生につい

て考えることができるものとな

った。また、グループ内の協力

性も高めることができた。	 

10:00～12：00 （８）サイエンスアドベンチャー

Ⅰ「ミニ科学者になろう」	 

	 実験・実習にじっくりと取り組

み、研究者・技術者と交流しなが

ら自分なりの発見をする。今年度

は文理選択を迷っている生徒向

けの不思議体験コースと専門性

の高いチャレンジコースの２種

類の実験を行う。	 

	 

○実験・実習	 

（Ａ～Ｅ：不思議体験コース）	 

（Ｆ～Ｋ：チャレンジコース）	 

Ａ	 金属の不思議	 

Ｂ	 宇宙の星から学ぶエネルギ	 

ー	 

－基礎から学ぶ福島の事故－	 

Ｃ	 水辺の生態系を観察しよう	 

Ｄ	 電子回路を作って遊んでみ

よう！	 

Ｅ	 重力健康科学入門	 

～自分の身体のシステムを知る	 

Ｆ	 数学ソフトと歩く曲線の世

界	 

Ｇ	 結び目のゲームを作って遊

ぼう	 

Ｈ	 大気圧を測ろう	 

Ｉ	 コンピュータで探す健康や

環境浄化に係わる遺伝子	 

Ｊ	 オリジナルＤＮＡストラッ

プを作ろう	 

－遺伝暗号のしくみを学ぶ－	 

Ｋ	 心臓を染めよう	 

－心臓から学ぶ発生と進化－	 

	 

	 

Ａ	 大出	 真知子	 

松野	 泰也	 

(日本鉄鋼協会)	 

阿部	 太一	 

(日本金属学会)	 

Ｂ	 荒谷	 美智	 

宮本	 霧子	 

中山	 榮子	 

(日本女性科学者の会)	 

Ｃ	 大橋	 春香	 

(日本生態学会)	 

田老	 賢也	 

(実験ＴＡ)	 

Ｄ	 末光	 眞希	 

(応用物理学会)	 

三本菅	 正太	 

舩窪	 一智	 

(実験ＴＡ)	 

Ｅ	 跡見	 順子	 

	 	 清水	 美穂	 

	 	 廣瀬	 	 昇	 

(日本宇宙生物科学会)	 

武藤	 紗希	 

一条	 静花	 

(実験ＴＡ)	 

Ｆ	 濱田	 龍義	 

	 	 (日本数学会)	 

Ｇ	 清水	 理佳	 

	 	 (日本数学会)	 

	 	 大山口	 菜都美	 

	 	 (実験ＴＡ)	 

Ｈ	 長谷川	 修司	 

(日本物理学会)	 

Ｉ	 池村	 淑道	 

	 	 上原	 啓史	 

(日本遺伝学会)	 

Ｊ	 沼山	 恵子	 

(日本分子生物学会)	 

Ｋ	 小柴-竹内	 和子	 

(日本発生生物学会)	 

学会等の協力を得て、１１の実

験・実習プログラムを設け、各

参加者の興味関心や能力に応じ

た実験・実習を行った。ふだん

の学校生活ではできない実験や

自分の興味関心のある内容を深

く知ることにより、理系の面白

さに触れる機会となった。	 
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	 第２日に行った「才媛双六」の

オリジナル版を作成する。これま

でのプログラムから学んだこと、

考えたことを生かし、これからの

自分の将来について双六に表現す

る。また、作った双六についての

感想やこれからの将来への希望な

どについて「夏学タイムズ」とい

う新聞にまとめる。	 

もに、各グループオリジナルの

「才媛双六」の作成を学生の企

画により行った。「夏学タイム

ズ」は参加者が地域や学校に戻

った時に行うアンバサダー活動

に役立つものとなった。「才媛双

六」はグループ内で協力、相談

しながら、理系の女性の人生を

想像することができた。	 

11:15～12：00 （１４）学生企画	 夏学振り返り

と表彰式	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 この３日間を振り返り、学生企

画の成果をグループごとに発表、

表彰を行う。	 

 これまでの活動の様子をスライ

ドで振り返るとともに、グルー

プごとの取組に対する表彰を学

生の企画により行った。参加者

の女子中高生にとって３日間を

振り返るとともに、楽しく思い

出に残る時間となった。	 

12:00～12：45 （１５）サイエンスアンバサダー

任命式・閉校式	 

	 女子中高生の参加者全員がサ

イエンスアンバサダーに任命さ

れる。自分の学校や地域に戻った

後、アンバサダーとして夏学の体

験を伝える。	 

任命：野呂	 知加子	 

企画委員長(日本女

性科学者の会)	 

地域や学校で３日間の活動や成

果を報告し、多くの人に広める

アンバサダーとして、参加した

女子中高生全員を企画委員長が

任命した。参加者の女子中高生

はアンバサダーとしての活動へ

の意欲と、ＴＡとなって再びこ

の場へ戻ってくるという決意を

確かにする場となった。	 

	 

【保護者・教員用】	 

日時・時間	 内	 	 	 	 容	 講	 	 	 師	 得られた成果	 

８月９日 

13:00～13:30 

（１）開会	 

①開会宣言	 

	 

	 

	 

②あいさつ	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

③オリエンテーション	 

	 

野呂	 知加子	 企画

委員長（日本女性科

学者の会）	 

	 

内海	 房子	 ＮＷＥ

Ｃ理事長	 

	 

生源寺	 眞一	 日本

学術会議会員（名古

屋大学大学院教授）	 

	 

古澤	 亜紀	 茨城県

水城高等学校教諭	 

	 

13:30～14:30 （２）サイエンスアンバサダーⅠ

「自分の将来について考えよう」	 

	 夏学に参加するに当たり、これ

からの自分の将来などについて

他の参加者と話し合い、自分を見

つめるとともに、地域に戻ってサ

イエンスアンバサダー（学んだこ

とを普及したり、発信したりする

 	 ３日間の合宿プログラムの最初

にあたり、その概要及び各プロ

グラムへの取り組み方、合宿終

了後のアンバサダーとしての活

動等についての説明を行った。

これにより、参加者(保護者・教

員)は、３日間合宿研修の意義や

目的、過ごし方について理解す
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人）として報告するための心構え

を学ぶ。	 

ることができた。	 

14:30～15：30 （３）キャリア講演	 	 

	 理系分野で活躍している先輩

から、現在の生活や仕事のことな

ど理系進路の魅力についてお話

を伺う。講演後にグループ内ディ

スカッションを行い、質疑応答の

時間も設ける。	 

講師：柳	 優	 日本

アイビーエム株式会

社研究開発．ソフト

ウェア開発研究所第

二 WebSpere	 IT ス

ペシャリスト	 

	 

講師：永松	 愛子	 

宇宙航空研究開発機

構有人環境利用ミッ

ション本部宇宙環境

利用センター物質材

料グループ宇宙飛行

士運用技術部宇宙医

学生物学研究室宇宙

科学研究所月・惑星

探査グループ	 

理系の現場(職場)で活躍してい

る女性による講演と質疑応答を

行った。講師には、キャリアに

違いが出るよう、入社後比較的

日の浅い方(入社５年目)とある

程度経験を積んだ方(入社１４

年目)をお願いした。仕事内容の

紹介だけでなく、家庭との両立、

趣味など幅広くお話しいただい

た。特に保護者にとっては、子

どもの将来について具体的に理

解できる講演内容であった。	 

15:45～17：45 （４）女性研究者・技術者の職場

訪問「ハヤブサの故郷は宇宙のゲ

ートウェイ！」	 	 	 

	 ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機

構）の宇宙科学研究所とＮＷＥＣ

をインターネットで結ぶ。小惑星

探査衛星「はやぶさ」や金星探査

機「あかつき」など、宇宙開発の

現場について、女性研究者・技術

者の方にご紹介頂く。会場からの

質疑応答も行う。	 

ＪＡＸＡ側	 

コーディネーター：

廣瀬	 史子	 宇宙航

空研究開発機構宇宙

科学研究所航法・誘

導・制御グループ開

発員	 

	 

コーディネーター：

垰	 千尋	 宇宙航空

研究開発機構学際科

学研究系宇宙航空研

究員	 

	 

ＮＷＥＣ側	 

大月	 祥子	 専修大

学講師	 

ＪＡＸＡの宇宙科学研究所とＮ

ＷＥＣをインターネット(スカ

イプ)を使って結び、ＪＡＸＡの

女性科学・技術者が理系の職場

の現場をリアルタイムで紹介し

た。実際にカメラを持ってオフ

ィス内を回るなど、臨場感のあ

る紹介により、参加者である女

子中高生だけでなく、保護者や

教員に対しても、宇宙に関する

興味関心を高めるとともに、理

系の仕事にも様々なものがある

こと知らせる機会となった。	 

19:15～20：45 （５）夏の学校を知る	 

	 今までの夏学のＤＶＤを視聴

し、夏学の学びのポイントを知

る。	 

小川	 順子	 東京都

市大学工学部原子力

安全工学科准教授

（日本原子力学会、

Win-Japan）	 

保護者や教員の参加者を対象

に、夏の学校の概要を知っても

らうため、これまでの様子を記

録したＤＶＤの視聴や講師によ

る説明を行った。２泊３日の合

宿研修の概要とともに、世界と

日本の理系女子の現状について

知る機会となった。	 

21：00～22:00 （６）天体観望会＜オプション企

画＞	 

	 天体望遠鏡で武蔵嵐山の空を

観測する。	 

田代	 信	 埼玉大学

教授	 

	 

大朝	 由美子	 埼玉

大学准教授	 

	 

中川	 友進	 早稲田

会場であるＮＷＥＣは自然豊か

な立地条件にある。これを活用

したプログラムとして、天文学

を研究している天文学者や学生

による天体観望会を行った。当

日は天候不順により、星を観察

することはできなかったが、天
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大学助教	 

	 

恩田	 香織	 日立製

作所	 

(以上日本天文学会)	 

	 

小林	 沙緒里	 

武田	 佐和子	 

高原	 佑典	 

星	 	 久樹	 

埼玉大学大学院	 

	 

佐藤	 太基	 埼玉大

学	 

体望遠鏡に関する講義は、参加

者の興味関心を呼ぶものであっ

た。	 

８月１０日 

9：00～10：00 

（７）	 学生企画	 才媛双六 
	 学生スタッフが作成したサイ

エンスクイズに答え、理系キャリ

アゲームを疑似体験する。キャリ

アは夏学卒業後からはじまり、進

学、就職や結婚、育児など理系女

子特有の悩みや人生に関わるさ

まざまな出来事を盛り込み、参加

者に理系女子の夢やライフプラ

ンについて具体的なイメージを

抱いてもらう。	 

	 女子中高生の参加者とともにサ

イエンスクイズに答えながら理

系の女性の人生を疑似体験する

ゲーム(双六)を学生の企画によ

り行った。双六には進学、就職、

結婚、育児など理系の女性特有

の悩みや人生に関わる様々な出

来事を盛り込んでおり、理系に

関する知識を身に付けると同時

に将来の自分の人生について考

えることができるものとなっ

た。参加者からは、楽しみなが

ら自分の進路を自然と考える工

夫は参考になった、授業でも取

り入れてみたい、などの感想が

寄せられた。	 

10:00～12：00 （８）サイエンスカフェⅠ＜ポス

ターセッション・一般公開＞	 

	 女子中高生が目指す理系分野

の大学や研究の現状について知

り、理解を図る。男女共同参画学

協会連絡会や企業、大学等のポス

ターブースを見学して、最先端の

科学技術や理系教育の現状を知

る。	 

	 ３３の協力学会、企業等が展示

ブースを設置し、様々な立場の

研究者・技術者によるポスター

展示や演示実験を行ったり、参

加者からの進路に関する相談を

受け付けた。大学の先生から大

学の現状についての話を聞いた

り、第一線の技術について知る

機会となった。また、相談活動

については、皆の前で聞きにく

いことも言える効果もあった。	 
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13:00～17：30 

 

（９）サイエンスカフェⅡ	 

【保護者】 
	 女子中高生の保護者を対象に、

理系に進路選択することの魅力

や現状について研究者による講

演を行う。また、理系に進んだ女

子大学生・大学院生や新社会人の

ショートストーリーを聞き、座談

会を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【教員】 
	 中学・高校の理科や数学の授業

で使える簡単で安全な実験や実

習について、現役研究者が紹介す

る。	 

	 

【保護者】	 

名古屋	 祐衣	 東京

薬科大学生命科学部

４年	 

	 

大澤	 悠	 埼玉県滑

川町立滑川中学校教

諭	 

	 

野呂	 知加子	 日本

大学生産工学部教授	 

	 

岡村	 美好	 山梨大

学大学院准教授	 

	 

	 

	 

	 

【教員】	 

森	 義仁	 お茶の水

女子大学理学部准教

授	 

	 

柴田	 純	 宝仙学園

中学・高等学校教

諭・教務部長	 

	 

興治	 文子	 新潟大

学教育学部准教授	 

	 	 

【保護者】	 

	 	 女子中高生の理系への進路を

保護者がイメージできるよう、

現役の理系女子大学生が自身

の高校生活、受験体験、現在の

大学生活、将来の希望につい

て、また学生企画委員経験者

(現在は中学校教員)が学生時

代の体験や現在の仕事につい

て、さらに大学の理工系学部の

教員が理工系女子学生の学生

生活や卒業後の社会での活躍

について話をした後、保護者と

の座談会を行った。保護者にと

って理系への進路を考える子

どもの後押しをしたいと思え

る会となった。	 

	 

【教員】	 

	 中学、高校、大学の教員によ

る連携促進のため、これまでの

合宿研修で実施された実験・実

習等の再検討やグループワー

クを通じて、年間指導計画の作

成を行った。これまでの夏の学

校で提供されたプログラムと

学校での学習をどのようにつ

なげるかについて、考える時間

を持つことができた。	 

18:00～19：00 （１０）交流パーティー	 

	 夕食をとりながら、講師、実行

委員、女子大学生・大学院生との

交流を深める。	 

	 夕食を兼ねた交流パーティーを

開催した。保護者と教員との交

流はもちろん、講師や学生ＴＡ

との交流など、参加者同士の交

流の輪がさらに広がった。	 

19:15～20：45 （１１）サイエンスカフェⅢ	 

	 日本学術会議、男女共同参画学

協会連絡会、大学、企業等の研究

者を囲んで理系女子の活躍の現

状と期待について語り合う。	 

講師：渡辺	 政隆	 

日本学術会議連携会

員（筑波大学教授） 
 
進行： 
為近	 恵美	 ＮＴＴ 
 
永合	 由美子	 東京

大学工学部広報室 
 
町田	 芽久美	 日本

化薬株式会社 
 
森岡	 由紀子	 ＮＥ

Ｃ 
 

保護者や教員自身が理系の楽し

さを知るとともに、女子中高生

の理系進路選択を後押しできる

よう、講義の後、座談会を行っ

た。保護者、教員それぞれの立

場や考えを理解し合える場とな

った。	 
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21：00～22:00 （１２）研究者や学生ＴＡへのキ

ャリア・進学懇談会＜オプション

企画＞	 

	 研究者・技術者や学生ＴＡから

将来のことについて自由な形で

話を聞く。	 

 
 

これまでのプログラムでは質問

できなかったこと、新たな疑問

や進路の相談などに対応するた

め、希望者による自由な形での

懇談会を行った。保護者や教員

も多くの研究者や学生ＴＡと個

人的に直接対話することを通じ

て、どのように女子中高生の理

系進路選択に対する支援を進め

るか考えることができた。	 

８月１１日 

9：00～11：00 

（１３）応援します！サイエンテ

ィストへの道（ＮＷＥＣプログラ

ム）	 

【保護者】 
	 女子中高生に対する長期的な

ライフプランニングや男女共同

参画について考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【教員】 
	 これまでのプログラムを振り

返り、女子中高生の理系進路選択

にどのように取り組むかについ

て考える。また、自分自身の授業

改革についても考える。	 

 
 
 
【保護者】 
石崎	 裕子	 ＮＷＥ

Ｃ事業課専門職員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【教員】 
古澤	 亜紀	 茨城県

水城高等学校教諭	 

	 

森下	 敏広	 ＮＷＥ

Ｃ事業課専門職員 
 

	 

	 

	 

【保護者】	 

保護者が女子中高生の長期的な

ライフプランニングや男女共同

参画について積極的に考える機

会とするため、男女共同参画の

歴史や現状に関する講義や女子

中高生の理系進路に関する保護

者同士の意見交換を行った。３

日間の保護者としての研修を振

り返るとともに、保護者同士の

忌憚のない意見が見られる時間

となった。	 

	 

【教員】	 

３日間の研修を踏まえ、それぞ

れの学校に戻った時にこの経験

をどう生かすかを考える機会と

して、教員同士の意見交換や進

路指導や教科指導に生かすため

の指導略案作りを行った。短い

時間であったが、自分自身への

刺激となる機会であったとの感

想が見られた。	 

11:15～12：00 （１４）学生企画	 夏学振り返り

と表彰式	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 この３日間を振り返り、学生企

画の成果をグループごとに発表、

表彰を行う。	 

 これまでの活動の様子をスライ

ドで振り返るとともに、グルー

プごとの取組に対する表彰を学

生の企画により行った。保護

者・教員の参加者も、子どもの

生き生きとした表情を見ること

ができた時間であった。	 

12:00～12：45 （１５）サイエンスアンバサダー

任命式・閉校式	 

	 女子中高生の参加者全員がサ

イエンスアンバサダーに任命さ

れる。自分の学校や地域に戻った

後、アンバサダーとして夏学の体

験を伝える。	 

任命：野呂	 知加子

企画委員長(日本女

性科学者の会)	 

地域や学校で３日間の活動や成

果を報告し、多くの人に広める

アンバサダーとして、参加した

女子中高生全員を企画委員長が

任命した。２泊３日の合宿研修

を終えた女子中高生の表情を見

て、保護者・教員参加者も安心

した様子であった。	 
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１０	 プログラム作成にあたって工夫・留意した点	 

	 ・サイエンスアドベンチャーⅠ「ミニ科学者になろう」での実験・実習は、進路を理系にするか文系

にするか選択を迷っている女子中高生にも対応できるよう、科学への興味関心を高める不思議体験

コースと専門性の高いチャレンジコースの２種類を用意した。	 

	 ・女子中高生に年齢や感覚が近い学生による企画を積極的に取り入れた。	 

	 ・学生企画の中でも好評である「才媛双六」について、参加者である女子中高生が主体的に理系の女

性のキャリアを考えられるよう、グループごとにオリジナルの「才媛双六」を作成した。	 

	 ・２泊３日の合宿研修終了後も、研修の普及と支援の継続、研修の効果の確認という視点から、参加

者によるアンバサダー活動、講師等によるメンター活動、ロールモデル集の作成と配付、フォロー

アップ調査や進路調査を行う。	 

	 

１１	 プログラム全体で得られた知見	 

	 ・８回目の開催となるが、企画委員をはじめとする人的な部分も含め、過去の研修成果とともに、こ

れまでの継続によるノウハウの積み上げを生かした充実した内容となった。	 

	 ・すでに理系を目指すことを決めている女子中高生とともに、進路を理系にするか文系にするか迷っ

ている女子中高生にも実験・実習や学生企画などを通じて理系の進路選択の魅力を伝えられる内容

とした結果、高い満足度、有用度を得られる評価となった。	 

	 ・各プロクラムを通じて、全国からの参加者がロールモデルとなる女性科学・技術者や女子大学生・

大学院生と交流することにより、理系の女性によるネットワーク形成の機会となった。	 

	 ・企画委員やＴＡとして企画、運営に関わった３０名の女子大学生・大学院生のうち、９名が「夏の

学校」の卒業生である。参加者の「大学生になってＴＡとして戻ってきたい」という感想に象徴さ

れているとおり、参加者(女子中高生)→学生ＴＡ(理系女子大学生)→学生企画委員(理系女子大学

生・大学院生)→企画委員(女性科学・技術者、教員等)という縦のつながりが生まれているとともに、

今後もそれが期待できる。	 

	 

１２	 プログラムの成果	 

（１）応募倍率	 

	 	 中・高校生	 ２００．０％（定員１００名	 応募者２００名）、教員・保護者６０．０％（定員

	 	 	 	 ５０名	 応募者３０名）	 

（２）地域バランス（参加地域）	 

	 	 	 	 北海道・東北２２名（１４．９％）	 関東・甲信越５９名（３９．９％）	 

	 	 	 	 北陸・東海１５名（１０．１％）	 近畿１９名（１２．８％%）	 中国・四国１１名（７．４％）	 

	 	 	 	 九州・沖縄２２名（１４．９％）	 

（３）参加者の構成	 

	 	 	 	 中高生中学３年生３９名（３３．１％）	 

	 	 	 	 高校１年生４３名（３６．４％）	 高校２年生３１名（２６．３％）	 

	 	 	 	 高校３年生５名（４．２％）	 

	 	 	 	 保護者・教員	 	 保護者１６名（５３．３％）	 教員１４名（４６．７％）	 

（４）全体の満足度について	 

	 	 	 	 中高生	 	 ９８．２％（非常に満足７９．１％	 	 満足１９．１％）	 

	 	 	 	 保護者	 １００．０％（非常に満足８０．０％	 	 満足２０．０％）	 

	 	 	 	 教	 員	 	 ９１．７％（非常に満足３３．４％	 	 満足５８．３％）	 

（５）プログラムの有用度について	 

	 	 	 	 	 	 中高生	 	 	 ９１．５％（非常に有用であった５５．２％	 	 有用であった３６．３％）	 

	 	 	 	 保護者	 	 	 ９３．３％（非常に有用であった４６．９％	 	 有用であった４６．４％）	 

	 	 	 	 	 	 教	 員	 	 	 ８５．５％（非常に有用であった２７．６％	 	 有用であった５７．９％）	 

	 

１３	 今後の課題及び展望	 

・２泊３日の合宿プログラム全体のプログラムデザインを明確にする。	 
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・キャリア講演講師、職場訪問先は女子中高生にとって知名度の高い企業等に依頼する。	 

・これまでは女子中高生のみのプログラムであった実験・実習について、保護者・教員も参加、見学

できるような形にする。	 

・過去の夏学参加経験者や応募したものの参加できなかった女子中高生が参加できるプログラムを設

定し、過去の参加者等に夏学という「帰る場所」を提供する。	 

・合宿プログラム終了後のアンバサダー活動、メンター活動を充実させる。	 

・参加者→学生ＴＡ→学生企画委員→企画委員という縦のつながりをさらに充実させる。	 

・男女共同参画学協会連絡会をはじめ、各学会との連携をさらに強化する。	 

・参加者募集に関して、より多くの人に広報が行き届くよう、その方法を工夫する。	 

	 

開校式で開会宣言をする野呂知加子企画委員長	 	 	 キャリア講演講師の柳	 優氏に質問する参加者 
（日本大学教授	 日本女性科学者の会）	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

「才媛双六」に取り組む参加者	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 実験「オリジナルＤＮＡストラップを作ろう 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 －遺伝暗号のしくみを学ぶ－」 

  
	 

	 

 
 
 
 
 
 
 
 

学生企画など、大きな力となった学生ＴＡのみなさん	 
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状況である。日本社会にダイバー

シティ推進が切実に求められる

背景と意義、現状と課題から具体

的方策をふまて、ダイバーシティ

の本質と、なぜ今「女性の活躍推

進」が求められるのか、いったい

私たちは何をなすべきなのか、視

野を広げて学ぶ。	 

トップの意識改革、男女の伝統

的分業慣行の廃止、ワーク・ラ

イフ・バランスの推進を図った

上で、女性管理職登用へのポジ

ティブ・アクションや管理職評

価の項目としてダイバーシティ

の推進を盛り込むこと、個人が

時間管理できるような職務の明

確化が必要であることがわかっ

た。	 

14:30～16:30 （３）パネルディスカッション「企

業の成長は女性が握る」	 

  企業における女性の活躍の取
り組み事例などをもとに、女性の

活躍を促進するための課題や、女

性の活躍を創出していく上で、何

が求められるかについて議論す

る。	 

パネリスト： 
古道	 義成	 ＮＥＣ

ソフト株式会社 代
表取締役執行役員社

長 
パネリスト： 
高松	 和子	 財団法

人２１世紀職業財団

理事・ＹＡＭＡＧＡ

ＴＡ	 ＩＮＴＥＣＨ

株式会社顧問 
コメンテーター： 
山口	 一男	 シカゴ

大学ハンナ・ホルボ

ーン・グレイ記念特

別社会学教授 
コーディネーター：

内海	 房子	 ＮＷＥ

Ｃ理事長	 

	 女性の活躍促進を阻む長時間

労働の恒常化や女性社員のロー

ルモデル不足などの問題につい

て意見交換がなされ、社長みず

からのトップメッセージが、女

性社員の退職率改善や育児時短

勤務・育児休職取得者の増加、

女性社員の昇格率向上に極めて

効果的であることがわかった。	 

16:40～18:10 （４）ワークショップⅠ	 	 

	 小グループに分かれて討議す

る。講演やパネルディスカッショ

ンを参考に、ダイバーシティ(女
性活躍)推進やワーク・ライフ・
バランス推進などに関する職場

の課題を出し合い、その中から検

討テーマを選定してじっくり向

き合う。 
	 日頃の経験や思い、アイディア

をぶつけ合いながら、課題の根底

に潜む真の原因が浮かぶまで深

く掘り下げ検討する。	 

	 自己紹介に各１０分と時間をか

けることで、各自が所属する企

業の取組や課題について、お互

いに十分理解することができ

た。	 

また、日頃聞くことのできない

共通の課題に気づくことができ

た。	 
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（２）企業組織において女性の活躍を促進するためにはトップからの強いメッセージが極めて有効であ

る。利益の拡大を最大の目的とする企業幹部から「男女共同参画」への理解と共感を得るためのアプロ

ーチを工夫していきたい。	 

	 

	 

	 開会挨拶	 根岸茂文	 埼玉県経営者協会	 	 	 	 	 内海理事長による基調講演	 

（日本経団連埼玉）専務理事・事務局長	 	 	 	 『女性の活躍が期待される新たな企業の在り方	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ～国立女性教育会館の役割』	 

	 

	 

	 

	 

	 

パネルディスカッション	 『１０１位の衝撃	 	 	 	 パネルディスカッション	 『１０１位の衝撃	 

～日本における女性の活躍推進の	 	 	 	 	 	 	 	 ～日本における女性の活躍推進の	 

	 	 	 	 現状と課題－国際比較を交えて』	 	 	 	 	 	 	 現状と課題－国際比較を交えて』	 

	 コーディネーター	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 パネリスト	 

	 	 アパショナータ代表	 	 	 パク・スックチャ	 氏	 	 	 	 三州製菓株式会社総務部マネージャー	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 板垣千恵子	 氏	 
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パネルディスカッション	 『１０１位の衝撃	 	 	 	 パネルディスカッション	 『１０１位の衝撃	 

～日本における女性の活躍推進の	 	 	 	 	 	 	 	 ～日本における女性の活躍推進の	 

	 	 	 	 現状と課題－国際比較を交えて』	 	 	 	 	 	 	 現状と課題－国際比較を交えて』	 

	 パネリスト	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 パネリスト	 

	 株式会社ＮＴＴドコモ執行役員	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 国立女性教育会館研究国際室長	 	 	 	 	 	 	 

	 井手	 明子氏	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 中野	 	 洋恵	 
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Ⅲ
男女共同参画・女性教育・家庭教育
に関する調査研究の成果や資料・
情報の提供等

１　男女共同参画統計に関する調査研究

２　男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する情報資料の

　　収集・整理・提供

３　女性情報ポータル及びデータベースの整備充実

４　資料・情報の館外への貸し出し

５　女性アーカイブ機能の充実

６　女性情報アーキビスト養成研修（入門）＋（実技コース）

Ⅲ　
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１	 男女共同参画統計に関する調査研究	 

 

１	 研究目的	 

	 	 平成２３年度に作成した「男女共同参画統計データブック２０１２」をもとに、男女

共同参画社会の形成に資する女性と男性に関する統計データを女性関連施設等が事業を

行う際、企画・運営等で参考となるよう提供の方法等について研究する。	 

 

２	 研究課題	 

（１）「統計リーフレット」の作成	 

（２）「男女共同参画統計ニュースレター」の作成	 

	 

３	 研究体制（研究メンバー）	 

プロジェクト委員 
天野	 晴子	 	 日本女子大学教授 
伊藤	 	 純	   昭和女子大学准教授 
伊藤	 陽一	 	 法政大学名誉教授 
滝石麻衣子	 	 三重県男女共同参画センター	 

藤掛	 洋子	 	 横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院教授 
本吉	 佳世	 	 前富山県女性財団企画管理課主事 

国立女性教育会館 
中野	 洋恵	 	 研究国際室長 
飯島	 絵理	 	 研究国際室客員研究員 
渡辺	 美穂	 	 研究国際室研究員 
森	 	 未知	 	 情報課専門職員 

	 

４	 年度実績概要	 

（１）「統計リーフレット」の作成	 

	 	 	 	 「男女共同参画統計データブック２０１２」で収集した最新データをもとにミニ統

計集「日本の女性と男性」のデータを更新してリーフレットを作成した。	 

（２）「男女共同参画統計ニュースレター」の作成	 

	 	 	 	 男女共同参画に関する国内外の動き、自治体の取組み、データ解説などを発信する	 

「男女共同参画統計ニュースレター」を年３回作成し配信した。	 

（３）「男女共同参画統計ニュースレター」は、会館講師、委員等への新規配信先を増や

し、年度目標の１，６００件を達成した。	 

（４）調査研究の活用	 

	 	 	 ＮＷＥＣ主催事業で男女共同参画統計データブックを活用し、講義やワークショッ

プを実施するとともに、男女共同参画センターや国際機関等で企画されている研修事

業等で講義やワークショップを実施した。	 
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５	 実績を裏付けるデータ	 

女性関連施設、大学研究所・学会、研究者等	 

第１１号	 １，６０１件	 

	 

６	 今後の課題	 

	 	 平成２４年度は、これまでよりも広い対象に講義やリーフレットの配布等で普及に努め

たが、さらに充実させるとともにホームページを活用した情報の発信に力を入れたい。	 

	 	 また、「男女共同参画統計データブック２０１２」の内容を点検し、２０１５年版	 

	 (２０１５年３月に発行予定)の準備を始める予定である。	 
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２	 男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する情報資料の収集・整理・提供 
 
１	 趣	 旨	 	 	 

	 	 男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書館として、基本的かつ全国的な資料・情報を	 

	 	 	 	 計画的に収集・整理し、利用者に提供するとともに、レファレンス・サービス、文献複写サービス、	 

	 	 	 	 図書資料の展示などによる情報提供を行う。	 

	 

２	 事業の実施状況	 

	 （１)方針 
	 	 	 男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書館として、地域レベルでは収集困難な広域 
	 	 的、専門的な資料・情報の収集を図った。 
 
	 （２）資料収集 

平成 2 5 年 3 月 3 1 日現在	 

項目	 和	 洋	 計	 

年度受入	 累計	 年度受入	 累計	 年度受入	 累計	 

 
図書  

図書 1,770 76,779 588 22,788 2,358 99,567 
地方行政資料  339 25,817 0 8 339 25,825 
計 (冊数 )  2,109 102,596 588 22,796 2,697 125,392 

 
逐次  
刊行物  

 

雑誌 19  
中止	 3 

 
3,225  

 

9  
中止	 4 
 

 
740  

(62か国） 

28  
 
 

 
3,965  

 
新聞  0  74  0  1  0  75  

 
その他  

新聞切り抜き 19,478  342,589 	 	 	 － 	 	 	 － 19,478  342,589 
AV資料※ 8種  195種  0  4種  8種 199種  
研修貸出用資料※ 1  1 6   0   0   0  1 6   

※毎年見直しを実施	 

 

	 （３）図書貸出サービス等の拡大による収集資料の活用状況 
平成 25 年 3 月 3 1 日現在	 

 平成 2 3年度  平成 2 4年度  
資料等利用者数  8 , 1 8 5   7 , 3 7 9  
貸出資料総数（冊）  1 1 , 8 8 6   9 , 5 5 0  
	   図書資料  1 0 , 0 9 4   8 , 0 7 7  
	   地方行政資料  5 3   2 1  
	   雑誌類  9 9 7   6 6 1  
   新聞記事  2 4 6   8 4  
   研修貸出（冊数）  1 6 5   3 8 7  
	   その他  3 3 1   3 2 0  
レファレンスサービス件数  8 9 8   6 1 1  
    	 内 	 情報検索利用件数  1 8 1   2 0 0  
文献複写サービス（件数）  9 2 8   8 5 0  
情報研修プログラム（件数）  7   5  
情報研修プログラム（人数）  71  8 0  
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相互貸借貸出件数  2 4 5   2 6 8  
	 	 	 内 	 パッケージ貸出件数  5 5  6 5  

	 

【貸出数】 
①館外貸出サービス 

	 	 	 国立情報学研究所のＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴ／ＩＬＬ、埼玉県内公共図書館間相互貸借サービス、

機関へのパッケージ貸出、個人への館外貸出を利用した貸出が３９４件、６，９５５冊あり、昨年

度（３０２件、８，８５８冊）より件数が増加した。 
②図書パッケージ貸出 

	 	 	 平成２２年６月よりサービスを開始した図書のパッケージ貸出サービスは、昨年より６機関拡大

（大学４、女性／男女共同参画センター１、市立図書館１）し、前年度からの継続を合わせて計３

４機関へ６３回、６，５０６冊と、貸出機関、貸出回数とも昨年度（計２８機関、５５回、８，４

３８冊）より増加した。特に、２４年度は市立図書館への貸出を開始し、研究者・学生や男女共同

参画関係者のみならず、一般市民への男女共同参画情報の提供を実現した。また、昨年度の東京大

学駒場図書館、京都大学附属図書館に続き、九州大学附属図書館と香川大学図書館では、図書が利

用者の手に取られた数のカウントや、書棚から離れている時間を計測するシステムの実証実験を行

い、学生（若年層）の利用者ニーズの把握に努めた。	 

【レファレンス・サービス】 
	 	 レファレンス・サービス件数は６１１件で、館内・館外の利用者に対し、図書の探し方や情報セン

ターの利用方法を案内した（昨年度（８９８件）比３２％減）。女性情報ポータルＷｉｎｅｔにより情

報の可視化を進めた結果、開館時間の問い合わせ等のクイック・レファレンスが減少し、より専門的

な内容のレファレンス・サービスを集中的に実施した。 
【文献複写サービス】 
	 	 国立情報学研究所のＮＡＣＳＩＳ－ＩＬＬシステムやメール・ＦＡＸ・ＷＥＢでの直接申込みは計

８５０件で、館外の利用者に対して有料で文献のコピーを郵送するサービスを行った（昨年度（９２

８件）比９％減）。電子ジャーナルの普及により文献複写サービス全体の件数は減少しているが、今後

電子化の進む和雑誌や希少なタイトルの受付件数は増加もしくは一定の申込みがあり、電子化ではカ

バーしきれない文献需要に応じるサービスを行った。 
【情報提供】 
①女性教育情報センター見学(４９件、６１４名) 

利用者の希望に応じて女性教育情報センターの資料や利用方法について、職員による説明を行っ

た。また、ＮＷＥＣ主催事業のプログラムとして見学を実施した。 
②情報研修プログラム(５件､８０名)   
「女性情報ポータルＷｉｎｅｔの使い方」をはじめ、女性デジタルアーカイブシステム、ＮＷＥＣ

作成データベースの基本的な使い方を習得する１時間コースの実技研修を提供した。 
【図書資料の展示】 
東日本大震災から１年経過したことから、避難所、仮設住宅に必要とされた女性の参画、原発事故

による家族の離散をテーマにした「災害・原発事故・復興と女性」や、１９９８年以来年間３万人を

超えている自殺者や、孤独死に視点を当てた「自殺、孤独死をなくそう」等をテーマに、図書資料の

展示を年４回実施した。主催事業や社会のテーマに合わせて、積極的に情報提供を行うことで、男女

共同参画の推進のための学習・教育を支援した。 
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テーマ展 示 実 施 状 況 一 覧  

期間 テーマ・目的 冊数 場所  

4～6月 災害・原発事故・復興と女性 62 
本館１階  
ロビー  

7～9月 ダイバーシティ社会を目指して 72 
1 0～ 12月  日本で暮らす外国人女性 80 
H 2 5年 1～ 3月  自殺、孤独死をなくそう 66 

 
(4) 情報発信、学習支援 
①埼玉県地域共同リポジトリＳＵＣＲＡにＮＷＥＣが発行する調査研究の成果物等を掲載し、世界に

広く発信した。 
②埼玉大学男女共同参画室との連携授業を実施した。大学１～４年生３９名を対象とした授業におい

て、講義「男女共同参画社会の実現に向けて」、実習講義「専門情報を使う」「男女共同参画統計を

学ぶ：女性と男性に関する統計データベースを使う」を担当した。実習講義では専門情報収集の手

法を講義し、レポート作成のための資料情報の収集選択スキルアップの支援を行った。 
  ③埼玉県私立短期大学協会との連携プログラムとして夏季集中講義を実施した中で、講義「情報収集 

の手段を学ぶ」、グループワーク「複合キャリアのパイオニアから学ぶ女性の歴史」「男女共同参画

統計から女性のキャリアを考える」を担当した。グループワークでは、専門情報収集の手法の講義

に基づきレポート作成のための資料情報の収集選択スキルアップの支援を行った。 
	 ④埼玉県地域共同リポジトリＳＵＣＲＡに、NWECが発行した「ＮＷＥＣ実践研究」を登録し、デジ

タル化した資料の発信を全世界へ向けて発信した。その結果、中央大学の授業で「ＮＷＥＣ実践研

究」が使用され、大学生に対して男女共同参画に関する知識を提供し、学習支援を行った。 
 
４	 今後の課題	 

図書パッケージ貸出業務の定型化、効率化と、今後の利用機関の拡大へ対応するため、利用機関と連携

して業務のルーチン化を一層進める。 
試行的に導入した利用者動向調査のためのシステム、新刊自動配本サービスの利用について、引き続き

評価・検討を行う。 
学習支援の充実として、大学との連携事業や学習支援の経験を基に、専門図書館としての豊富な資料や

電子データの活用法を積極的に広報する。 
資料収集について、引き続き見直しと重点化をすすめる。 
遠隔利用者サービスの工夫を検討する。 
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地域別利用機関数推移（平成２５年３月３１日現在） 

 
 
 
 
新規利用機関数及び、継続利用機関数推移（平成２５年３月３１日現在） 

 
 
 
 
 
 

（
除
く
東
京
）
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（２）	 学生によるＮＷＥＣ図書選書ツアー・プログラム	 

十文字学園女子大学と連携し、ＮＷＥＣにおいて図書選書ツアーを初めて実施した。このプログラム
の目的は、新入生を主な対象として、女性のキャリア・モデルや生き方を社会背景とともに図書を通じ
て伝え、あわせて大学の授業との連携、大学図書館の利用への結びつけ、男女共同参画センター等への
ＮＷＥＣの案内等、館種を超えた幅広い連携を強化していくことである。	 

十文字学園女子大学の学生４名と職員２名が女性教育情報センターに来館した。情報課職員による

資料検索のレクチャーを行った後、学生が自ら興味のあるテーマの図書を検索した。その後、学生た

ちは図書のタイトルを見ながら書棚の間を巡り、新入生に手に取ってほしい図書候補３３冊を選書し

た。それらの図書は十文字学園女子大学へ貸し出しとし、今後、学生がそれぞれの図書の推薦コメン

トをＮＷＥＣ作成の図書の帯に記載し、十文字学園女子大学図書館で、展示し、貸し出しされる予定

である。	 

	 

３	 今後の課題	 

・図書パッケージ貸出業務の定型化、効率化と、今後の利用機関の拡大へ対応するため、利用機関と連

携して業務のルーチン化を一層進める。 
・試行的に導入した利用者動向調査のためのシステムについて、引き続き評価・検討を行う。 



95

 

1 
 

	 	 

	 

	 	 	 	 

	 

	 

	 	 

 
 

http://w-archive.nwec.jp/

 
 

 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

 
 

	  
 

  

 

 

 
 
	 	 

	 	 

	 



96

1 
 

 

６	 女性情報アーキビスト養成研修（入門）＋（実技コース） 

 
１	 趣	 	 旨	 	 女性アーカイブの具体的な保存技術や整理方法を体系的に学ぶ最初の一歩として、実 

務者を対象に基礎情報を提供する。また、実務者同士の情報交換の場を提供すること 
でネットワークづくりを推進する。 

 
２	 特	 	 徴	 	 本年度は、「入門」の修了者を対象に、女性アーカイブの保存や整理に必要な基本的 

な技術を実習する「実技コース」を試験的に実施した。このプログラム構成は、全国 
の女性関連施設での女性アーカイブの構築支援と連携を目指すものとした。また、資 
料修復に必要な基本的な道具を予め準備した（実費有料）。 

	 

３	 主	 	 催	 	 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
	 

４	 会	 	 場	 	 ＮＷＥＣ 
	 

５	 期	 	 日	 	 平成２４年１２月５日（水）～１２月７日（金）	 	 	 	 ２泊３日	 

	 	 	 	 	 	 	 	 「入	 	 	 門」：１２月５日（水）～１２月６日（木）	 １泊２日	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 「実技コース」：１２月６日（木）～１２月７日（金）	 １泊２日	 

	 

６	 対	 	 象	 	 	 「入門」：３０名、	 「実技コース」：１０名 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 なお、「実技コース」は下記ａ）、ｂ）のいずれかにあてはまる方 
	 	 	 	 	 	 	 	 ａ）今回（平成２４年度）「入門」との同時受講が可能であること。 
	 	 	 	 	 	 	 	 ｂ）平成２１、２２年度「女性情報アーキビスト入門講座」または平成２３年度「女 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 性情報アーキビスト養成研修（入門）」を受講済であること。 
	 

７	 参	 加	 者	 	 参加者数	 	 「入門」３２名（定員３０名）、	 「実技コース」１２名（定員１０名）	 

	 

８	 都道府県別参加者数	 	 (入門／実技コース)	 

都道府県 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 

北海道	 -/-	 埼玉県	 9/0	 岐阜県	 -/-	 鳥取県	 -/-	 佐賀県	 -/-	 
青森県	 2/1	 千葉県	 -/-	 静岡県	 2/1	 島根県	 -/-	 長崎県	 -/-	 

岩手県	 2/2	 東京都	 11/4	 愛知県	 -/-	 岡山県	 -/-	 熊本県	 -/-	 
宮城県	 -/-	 神奈川県	 -/-	 三重県	 -/-	 広島県	 1/0	 大分県	 -/-	 
秋田県	 -/-	 山梨県	 -/-	 滋賀県	 -/-	 山口県	 -/-	 宮崎県	 -/-	 

山形県	 -/-	 新潟県	 -/-	 京都府	 -/-	 徳島県	 -/-	 鹿児島県	 -/-	 

福島県	 1/1	 長野県	 -/-	 大阪府	 -/-	 香川県	 -/-	 沖縄県	 -/-	 

茨城県	 -/-	 富山県	 -/-	 兵庫県	 4/3	 愛媛県	 -/-	 無回答他	 -/-	 
栃木県	 -/-	 石川県	 -/-	 奈良県	 -/-	 高知県	 -/-	 合	 	 計	 32/12	 
群馬県	 -/-	 福井県	 -/-	 和歌山県	 -/-	 福岡県	 -/-	 	 

	 

９	 プログラムの構成・得られた成果	 

【入門】	 

日時・時間	 内	 	 	 	 容	 講	 	 	 師	 得られた成果	 

１２月５日 

13:00～13:10 

（１）開会 

	 

内海	 房子	 	 	 

ＮＷＥＣ理事長	 

	 

13:10～13:15 （２）オリエンテーション	  	 	 
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13:15～14:30 （３）女性アーカイブ概論	 	 

  女性に関わる原資料および組
織の役割とその可能性について

学ぶ。	 

講師：久留島	 典子	 

東京大学史料編纂所

教授	 

女性アーカイブの持つ役割とそ

の可能性について情報を提供で

きた。	 

14:45～15:30 （４）写真の保存の実際	 

	 写真資料の保存について、基礎

知識と具体的な方法を学ぶ。	 

講師：荒木	 臣紀	 

東京国立博物館保存

修復課主任研究員	 

写真資料の保存に役立つ基礎的

な知識および最新の実務情報を

得られた。	 

15:45～17:00 （５）アーカイブの活用	 I	 

	 「３がつ１１にちをわすれない

ためにセンター」の事例をもと

に、市民参加型のアーカイブの構

築・運営について学ぶ。	 

講師：甲斐	 賢治	  
せんだいメディアテ
ーク企画・活動支援室
長	 

アーカイブ事業の先行事例の１

つとして、写真による地域コミ

ュニティの再生を図るなど、ア

ーカイブ構築と運営について考

える機会を提供した。	 

19:00～20:30 （６）情報交換会（希望者のみ） 

	 参加者相互の情報交換やネッ

トワークづくりの場を提供する。	 

	 講師やＮＷＥＣ職員も交えて相

互に情報交換を行い、館種を超

えた幅広いネットワーク構築の

場となった。	 

１２月６日 

9:00～10:15 

（７）アーカイブと著作権	 

	 アーカイブに関わりの深い情

報公開に関連する部分を中心に

学び、著作権に対する理解を深め

る。	 

講師：川瀬	 真	 横

浜国立大学教授	 

著作権に関わる基礎的な知識、

特にデジタルアーカイブとして

の公開に関係の深い、情報公開

に関連する部分を中心に参加者

の理解が深まった。	 

10:30～11:15 （８）アーカイブの活用	 II 
	 ＮＷＥＣ女性アーカイブセン

ターの概要や活用事例（+復興支
援女性アーカイブ(仮)）を紹介す
る。	 

市村	 櫻子	 ＮＷＥ

Ｃ情報課長	 

参加者がＮＷＥＣ情報事業の展

開、特にアーカイブ連携の事業

への参加・取組を具体的に検討

し、ネットワークを広げる機会

を提供できた。	  
11:15～11:20 （９） 閉	 会	 	 	 

11:20～12:00 

 

（１０）女性教育情報センター、

女性アーカイブセンター見学（希

望者のみ）	 

	 アーカイブ資料の保存・提供の

現場の状況から、実務を進める

うえで参考となる情報を提供で

きた。	 

	 

【実技コース】	 

日時・時間	 内	 	 	 	 容	 講	 	 	 師	 得られた成果	 

１２月６日 

14:00～14:15 

（１）開会 

オリエンテーション	 

	 	 

14:15～14:45 （２） アーカイブの実践	 
	 デジタルアーカイブ構築の実

践事例を紹介する。	 

講師：牟田	 静香	 

エセナおおた	 

活動記録をデジタルアーカイブ

として公開するまでの過程と今

後の展望など、実際に作成した

デジタルアーカイブから様々な

作業や経営の方向などを具体的

に知ることができた。	 

14:45～15:00 （３）デジタルアーカイブシステ

ムについて	 	 

  デジタルアーカイブシステム
の事例を紹介し、質問・疑問に答

講師：栗原	 浩	 イ

ンフォコム株式会社	 

デジタルアーカイブシステムの

導入や構築・運営にあたり、具

体的な情報環境整備のための知

識を得た。	 
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える。	 

15:15～16:30 （４）資料のデジタル化実習	 

	 ブックスキャナの実演を通し

て、デジタルデータの作成方法を

学ぶ。	 

講師：雨谷	 好倫、

石原	 政学	 株式会

社極東書店	 

参加者は、各自持参した資料の

画像データを作成した。このデ

ータを、参加者が事前に提出し

ていたデータとあわせて、ＮＷ

ＥＣ女性デジタルアーカイブシ

ステムからインターネット公開

し、研修成果を各機関で確認す

ることを可能とした。なお、テ

ストデータのため参加者にのみ

公開した。	 

１２月７日 

9:00～12:00 

13:00～15:00 

（５）紙資料保存の実践 
	 実技を通して本の構造を学び、

簡単な製本や資料の保存方法を

学ぶ。	 

講師：木部	 徹、伊

藤	 美樹	 株式会社

資料保存器材	 

講師の実演と指導のもと、参加

者自身が実際に資料修復の実習

を行い、基礎的な知識と技術を

身につけた。また、資料修復・

保存に必要な基本的な用具を持

ち帰り、業務に即日取り入れる

ことを可能とした。	 

15:00～15:05 （６）閉会	 	 	 

	 

１０	 プログラム作成にあたって工夫・留意した点	 

全国の女性関連施設での女性アーカイブの構築のため、支援と連携強化に着目したプログラム構成と

した。 
新設した「実技コース」は、実習内容が十分に修得できるよう適切な参加者数となるように配慮した。

また、資料修復に必要な基本的な道具を予め準備した（実費有料）。 
参加者同士の交流を支援するため、情報交換会を設けた。 
	 

１１	 プログラム全体で得られた知見	 

	 参加者アンケートでは、「入門」の満足度・有用度は満足以上が９０％を超え、「実技コース」は満

足度・有用度とも１００％を達成し、参加者から研修内容を高く評価された。女性アーカイブ担当者が、

現場で抱える疑問や課題解決のための研修内容を提供できた。	 

	 

１２	 プログラムの成果	 

(1)参加者の全体の満足度について	 

	 	 	 「入	 	 	 門」	 	 ９３．１％（非常に満足	 ５１．７％	 満足	 ４１．４％）	 

	 	 	 「実技コース」	 １００．０％（非常に満足	 ７０．０％	 満足	 ３０．０％）	 

	 

(2)参加者のプログラムの有用度について	 

	 	 	 	 	 「入	 	 	 門」	 	 ９７．４％	 (非常に有用	 ６３．２％	 有用	 ３４．２％）	 

	 	 	 	 	 「実技コース」	 １００．０％	 (非常に有用	 ７９．２％	 有用	 ２０．９％）	 

	 

１３	 今後の課題及び展望	 

  引き続き（入門）＋（実技コース）として開催し、女性アーカイブの実務者のニーズに、より応える
プログラムを提供する。「入門」は毎年プログラム内容を変えて実施しているので、今一度これまでの内

容を振り返り、更に洗練させた内容とする。「実技コース」は本年度の試験的導入の結果をうけ、実施内

容を検討のうえ次年度より本格的に始動する。 
  広報は、今後の全国の女性関連施設での女性アーカイブの構築支援と連携を目指して、地域バランス
を考慮して拡張を検討する。 
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「入門」：講義「女性アーカイブ概論」	 	 	 	 	 	 	 「入門」：講義「アーカイブと著作権」	 	 

	 

	 
「実技コース」：	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「実技コース」：紙資料保存の実習	 

ブックスキャナによる資料デジタル化実習 
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Ⅳ
男女共同参画及び女性教育に
関する国内の関係機関・団体等
との連携協力の推進

１　男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム

　　（NWEC フォーラム）

２　交流学習会議

３　男女共同参画交流特別週間（らんざん交流ウィーク）

Ⅳ　
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１	 男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（ＮＷＥＣフォーラム） 
	 

１	 趣	 	 旨	 	 	 男女共同参画社会の形成に向け、今、私たちが自らの意思で社会に参画し、社会を活	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 性化していく課題とその解決方法を見出す機会とするとともに、“研究”“学習”“実	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 践”を結び、女性のエンパワーメントをめざす交流の場とする。	 

 

２	 主	 	 題	 	 	 「男女共同参画社会への展望」	 

	 

３	 主	 	 催	 	 	 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）	 

 

４	 会	 	 場	 	 	 ＮＷＥＣ 

	 

５	 期	 	 日	 	 	 平成２４年８月２４日（金）～８月２６日（日）	 	 ２泊３日	 

 

６	 対	 	 象	 	 	 女性団体等のリーダー、研究者、女性関連施設職員、男女共同参画・女性教育・家	 

庭教育の行政担当者、学生等	 

	 

７	 参	 加	 者	 	 参加者数	 １，０３５名（定員	 １，０００名）	 	 

	 

８  都道府県別参加者数 

都道府県 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 

北海道	 ４０	 埼玉県	 １４０	 岐阜県	 ２	 鳥取県	 ―	 佐賀県	 １	 

青森県	 ３	 千葉県	 ５１	 静岡県	 １２	 島根県	 １	 長崎県	 １	 

岩手県	 １６	 東京都	 ２５４	 愛知県	 １６	 岡山県	 ７	 熊本県	 ―	 

宮城県	 ６	 神奈川県	 ４１	 三重県	 １０	 広島県	 ―	 大分県	 ４	 

秋田県	 １８	 山梨県	 ４１	 滋賀県	 ５	 山口県	 ２	 宮崎県	 ２	 

山形県	 ４	 新潟県	 ２７	 京都府	 ９	 徳島県	 １	 鹿児島県	 ３	 

福島県	 ２３	 長野県	 ５４	 大阪府	 ２１	 香川県	 ３	 沖縄県	 ５	 

茨城県	 ４１	 富山県	 ２	 兵庫県	 ８	 愛媛県	 ２	 無回答他	 １４	 

栃木県	 ９０	 石川県	 ６	 奈良県	 ―	 高知県	 １	 合	 	 計	 １,０３５	 

群馬県	 ３８	 福井県	 １	 和歌山県	 ３	 福岡県	 ６	 	 

	 

９	 プログラムの構成・得られた成果	 

日時・時間 内       容 講	 	 師	 得られた成果	 

８月２４日 

12:30 ～12:50 

（１）開会 主催者あいさつ 	 	 

13:00 ～15:00 

 

（２）シンポジウム「女性の活躍によ

る新たな社会の創出に向けて」 

  少子・高齢化という人口構造

の大きな変化が進む中で、私たち

は、価値観の転換、既存の社会シ

ステムの見直しをせまられてい

る。女性の活躍により、新たな社

シンポジスト：	 

小林	 洋子	 ＮＴ

Ｔコム	 チェオ株式

会社代表取締役社

長	 

シンポジスト：	 

杉本	 彰子	 特定

非営利活動法人活

き生きネットワー

本シンポジウムでは、企業、地

域を現場に活動を展開している

ＮＰＯ、研究者といった立場の

専門家に登壇いただき、多角的

な視点からの議論を提供した。	 

小林氏からは、企業における女

性活用の現状と課題を、杉本氏

からは、ＮＰＯ設立の経緯、Ｎ

ＰＯで働くことの意義と課題、
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会を創出していく上で、何が求め

られているのか、男女共同参画社

会を展望しながら、多角的な視点

から議論する。	 

ク理事長	 

シンポジスト：	 

宮田	 安彦	 大妻

女子大学家政学部

ライフデザイン学

科教授	 

	 

コーディネーター：	 

宗像	 道子	 一般

社団法人共同通信

社編集委員・論説委

員	 

宮田氏からは、ワーク・ライフ・

バランスは、男女共同参画社会

の実現と表裏一体の課題である

ことをふまえ、個人の生き方、

社会のあり方をそれぞれ問題提

起いただいた。	 

フロアの参加者からも質問が寄

せられ、宗像氏のコーディネー

トのもと、今後の男女共同参画

社会を展望するシンポジウムを

実施することができた。	 

15:30～17:30 (３)ワークショップ１	 

ＮＷＥＣ提供ワークショップ

（２件）	 

「企業・行政における男性管理職

への意識啓発―介護を切り口とし

て―」	 

事例報告者：	 

中川	 荘一郎	 株

式会社髙島屋人事

部人事政策担当次

長	 

事例報告者：	 

大山	 恵子	 北九

州市総務企画局人

事部人材育成・女性

活躍推進課	 

	 

コーディネーター：	 

渥美	 由喜	 交流	 

推進委員	 

ＮＷＥＣ提供ワークショップで

は、仕事と介護の両立のために

は、組織内の意思決定を担う男性

管理職への積極的な意識啓発が

必要という視点から、民間企業お

よび行政機関の取組事例の報告

を行った。さらに、コーディネー

ターの渥美氏監修の介護に関す

るＤＶＤも視聴し、会場全体で、

仕事を持ちながら介護を行うた

めの方策について話し合う場を

設けた。未消化の有給休暇を介護

休暇に振り替える制度、介護を

「家族で取り組むプロジェクト」

として捉えることが男性の意識

啓発に有効であることなど、様々

な方法を提示することができた。	 

「今、働く（働きたい）女性が求

めるキャリア支援」	 

事例報告者：	 

福沢	 恵子	 昭和

女子大学特命教

授・ジャーナリスト	 

事例報告者：	 

高山	 直子	 特定

非営利活動法人サ

ポートハウスじょ

むカウンセラー	 

事例報告者：	 

桂	 香代子	 女性

就業支援センター

専門員	 	 

	 

コーディネーター:

松下	 光恵	 交流

推進委員	 

ＮＷＥＣ提供ワークショップで

は、「エリート」ではない「ごく

普通の女性」の問題として「キャ

リア」をとらえる視点を提示し

た。非正規雇用の女性のキャリア

支援の問題点や年代によって異

なる支援のあり方、キャリア支援

セミナーの組立例、メンタルヘル

スケアなどの報告に対して、ハラ

スメント対策に関連する質問や

キャリア形成支援の担い手側の

課題など様々な質問や意見が寄

せられた。様々なアプローチから

の報告を通して、今後の女性のキ

ャリア形成支援に関する課題と

問題意識を参加者全体で共有す

る場を提供した。	 

募集ワークショップ（７件）	 	 	 

18:30～20:00 (４)交流会	 	 	 
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８月２５日 

9:30～11:30 

(５)ワークショップ２	 

	 ＮＷＥＣ提供ワークショップ

（１件）	 

「災害・防災と女性関連施設の取

組み～政策提言に向けて」	 

事例報告者：	 

宮脇	 初恵	 特定

非営利活動法人た

かまつ男女共同参

画ネット（高松市男

女共同参画センタ

ー指定管理者）事務

長	 

事例報告者：	 

岡山	 秀子	 	 とよ

なか男女共同参画

推進センター事業

課事業主任	 	 	 

事例報告者：	 

瀬山	 紀子	 埼玉

県男女共同参画推

進センター事業コ

ーディネーター	 

	 

コーディネーター：	 

青木	 玲子	 交流

推進委員	 

ＮＷＥＣ提供ワークショップで

は、東日本大震災から 1年半が

経過し、地震・津波に加え、原

発事故により、復興への道は未

だ途上にある中で、災害時の男

女共同参画の重要性はもとよ

り、さらなる取組みの必要性を

提示した。	 

高松市男女共同参画センターの

「地域・わが家の防災力アップ

講座」、とよなか男女共同参画推

進センターの「とよなか女性防

災ノート」、埼玉県男女共同参画

推進センターの「女性からの政

策提言講座」についての報告を

行い、災害・防災に女性関連施

設が果たせる役割について考え

る場を提供し、地域の男女共同

参画の拠点施設として、女性関

連施設が災害・防災への取組を

さらに進めていくことを確認す

ることができた。	 

募集ワークショップ（１０件）	 	 	 

 

 

(６)ワークショップ３	 

ＮＷＥＣ提供ワークショップ（２

件）	 

「女性関連施設ボランティア活

動による、社会活動キャリアの形

成」	 

講師：神田	 道子	 	 

ＮＷＥＣ客員研究

員	 

事例報告者：	 

宮本	 紀子	 交流

推進委員・ＮＷＥＣ

ボランティア	 

コーディネーター：	 

森下	 敏広	 ＮＷ

ＥＣ事業課専門職

員	 

ＮＷＥＣでは、開館当初より、

生涯学習の促進や社会参画につ

ながる取組としてボランティア

を受け入れている。ＮＷＥＣ提

供ワークショップ「女性関連施

設ボランティア活動による、社

会活動キャリアの形成」も、Ｎ

ＷＥＣボランティアから選出し

た交流推進委員が企画・運営を

担当した。神田氏による社会活

動キャリアについての講義とボ

ランティア自身の社会活動キャ

リアの形成についての事例報告

を行い、ボランティア活動によ

る社会活動キャリアの形成につ

いて、参加者と共に考える場を

提供した。	 
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「地域で進める男女共同参画視

点の多文化共生」	 

事例報告者：	 

山口	 祐子	 公益

財団法人静岡県国

際交流協会会長	 

事例報告者：	 

時	 光	 特定非営

利活動法人多文化

共生マネージャー

全国協議会事務局

長	 

事例報告者：	 

安藤	 いづみ	 財

団法人京都ＹＷＣ

Ａ理事・京都ＹＷＣ

Ａ	 ＡＰＴ相談員	 

事例報告者：	 

山崎	 パチャラー	 

国際結婚をした在

日外国人と子ども

の支援団体ＷＡＥ

ＬＡＡ	 ＷＡＡＲ

ＥＥ代表	 

	 

コーディネーター：	 

吉田	 容子	 交流

推進委員	 

	 ＮＷＥＣ提供ワークショップ

では、地域の女性関連施設や団

体等が、男女共同参画の視点に

立った多文化共生を進めていく

ための基礎として、地域で生活

する外国人女性のニーズを把握

し、これから取り組む事業や活

動について検討する場を提供し

た。国際交流協会、地域で多文

化共生に取り組むＮＰＯ、外国

人女性の支援に取り組む民間女

性団体、当事者団体からの報告

を行った。外国人女性が抱える

言葉や文化の問題、必要として

いる支援、行政や関係機関の連

携の必要性などの報告をふま

え、今後の方向性について、意

見交換を行うことができた。	 

募集ワークショップ（１０件）	 	 	 

15:30～17:30 
(７)ワークショップ４	 

ＮＷＥＣ提供ワークショップ（１

件）	 

「地域を変える	 女性の力－地

域の課題解決を目指す活動－」	 

	 

パネリスト：	 

永井	 寛子	 特定

非営利活動法人ス

ペースふう理事長	 

パネリスト：	 

荻野	 夏子	 特定

非営利活動法人も

うひとつの働き方

ネットワーク理事

長	 

パネリスト：	 

矢澤	 澄子	 元東

京女子大学教授	 

コーディネーター：	 

西山	 恵美子	 交

流推進委員	 

	 ＮＷＥＣ提供ワークショップ

では、地域に密着し環境コミュニ

ティビジネスを実践するＮＰＯ、

仕事づくり・人づくり・仕組みづ

くりをミッションとし、交流の場

づくりを実践するＮＰＯの実践

と研究を結び、女性が牽引する地

域の課題解決型活動のあり方に

ついて考える場を提供した。地域

活動のこれまでと今後を展望し

ながら、身近な資源や情報を活か

し、「市民パワー」を発揮する草

の根の実践や社会貢献型ビジネ

スの重要性や女性・市民の参画

力・経済力を高めながら、一人一

人が生き甲斐を感じられる地域

社会を創っていく必要性を提示

することができた。	 

募集ワークショップ（１２件）	 	 	 
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１０	 募集ワークショップ一覧（テーマ・実施団体名・都道府県）	 

	 別添参照	 

	 

１１	 プログラム作成にあたって工夫・留意した点	 

	 参加者の多様性を増すために、ＮＷＥＣが蓄積してきた人的資源やネットワークを活かし、企業等へ

募集ワークショップへの参加促進を試みた。この結果、４件の募集ワークショップを実施することがで

きた。参加者内訳の「会社員」の割合も、「一般参加者」４．２％、「ワークショップ運営者」８．２％

と平成２３年度の「一般参加者」１．５％、「ワークショップ運営者」３．６％からそれぞれ増やすこ

とができた。	 

	 初の試みとしては、ＮＷＥＣボランティアから選出された交流推進委員の企画・運営によるＮＷＥＣ

提供ワークショップ「女性関連施設ボランティア活動による、社会活動キャリアの形成」を実施した。	 

	 全国から集まった参加者に対し、開館以来続いているＮＷＥＣボランティアの活動をアピールする機

会になると同時に、ワークショップの企画・運営を通して、ＮＷＥＣボランティアの資質をさらに向上

することができた。	 

また、ＮＷＥＣボランティアの参画を得た「交流推進プログラム」の実施によって、全日程を通じて

参加者同士の交流推進の支援を充実させた。	 

	 

19:00～20:30 
(8)自由交流	 

	 参加者同士が誘い合って自由

に交流する。	 

	 	 

８月 26 日 

10:00 ～ 12:00 

（９）ワークショップ５	 

ＮＷＥＣ提供ワークショップ（１

件）	 

シンポジウム「男女共同参画統計

の現状と課題」	 

パネリスト：	 

高村	 静	 内閣府

男女共同参画局調	 

査課分析官	 

パネリスト：	 

杉橋	 やよい	 金

沢大学准教授	 

パネリスト：	 

天野	 晴子	 日本

女子大学教授	 

パネリスト：	 

寺田	 和子	 岡山

市男女共同参画社

会推進センター・岡

山市ジェンダー統

計リーフレット作

成グループ	 

	 

コメンテーター：	 

伊藤	 陽一	 法政

大学名誉教授	 

	 

コーディネーター：	 

中野	 洋恵	 	 	 

ＮＷＥＣ研究国際

室長・主任研究員	 

ＮＷＥＣ提供ワークショップで

は、国内外の男女共同参画統計

の動向をふまえ、男女共同参画

統計の充実をどのように図るか

を考える場を提供した。ＮＷＥ

Ｃが平成２４年３月に刊行した

『男女共同参画統計データブッ

ク―日本の女性と男性―２０１

２』の図表から何を読み取り、

どのように実践や政策につなげ

るのか、市民と行政が協力して

市独自のジェンダー統計リーフ

レットを作成した経緯とその課

題などの報告をもとに、課題や

今後の方向性について、参加者

との意見交換を行い、男女共同

参画統計の重要性を再確認する

ことができた。	 	 

募集ワークショップ（８件）	 	 	 
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１２	 プログラム全体で得られた知見	 

	 「第３次男女共同参画基本計画」に基づいて設定した５つのテーマ（①女性のキャリア形成、②男性

にとっての男女共同参画、③安全・安心と男女共同参画、④男女共同参画の地域づくり、⑤男女共同参

画の拠点）に沿ってワークショップやシンポジウムを行い、最新の情報提供や参加者同士の交流推進に

努めた。	 

	 ＮＷＥＣ提供ワークショップでは、ＮＷＥＣの調査研究の成果を活かしたワークショップや交流推進

委員とＮＷＥＣ職員の専門性を活かしたワークショップを実施し、各ワークショップで最新の情報を提

示した。	 

	 全国から応募のあった募集ワークショップの実施は、運営団体にとって、他団体の実践者や研究者な

どから貴重な意見を聞き、視野を広めるとともに新たなネットワークのきっかけを得る場となった。	 

	 

	 

１３	 プログラムの成果	 

	 （１）参加者の全体の満足度について	 

	 	 	 ８８．８％（非常に満足２９．０％	 満足	 ５９．８％）	 

	 （２）参加者のプログラムの有用度について	 

	 	 	 ９８．２％（はい９８．２％）	 

 
（３）参加者の目標達成度	 

	 	 

十分達

成でき 

た 

おおむ

ね達成

できた 

あまり

達成で

きなか

った 

達成で

きなか

った 

合 計 

① テーマについて情報を得ること 
33.8	 63.2	 1.5	 1.5	 100.0	 	 

② 自分の抱える問題を解決する手がかりを得ること 
27.6	 57.7	 13.0	 1.6	 100.0	 	 

③ 研究・実践活動に必要な知識や情報を得ること 
28.5	 63.9	 7.0	 0.6	 100.0	 	 

④ 日ごろの思いを共感してもらえる関係づくり、交流

をすること 
35.7	 46.4	 15.5	 2.4	 100.0	 	 

⑤ 仲間づくりやネットワークづくりに役立てること 
34.1	 47.3	 17.6	 1.1	 100.0	 

⑥ 宿泊や交流を通じて、活動への意欲を高めること 
42.9	 44.3	 5.7	 7.1	 100.0	 	 

⑦ ワークショップを実施し、今後の活動に役立てるた

め 
50.0	 38.6	 5.7	 5.7	 100.0	 

⑧ その他 ―	 50.0	 ―	 50.0	 100.0	 

	 

	 （４）ワークショップ運営者へのフォローアップ調査	 

	 	 	 アンケート集計結果（サンプル数	 ５３	 	 回収数	 	 ３８	 	 回収率	 ７１．７	 ％）	 

	 	 	 	 １００．０％（非常に役立った５６．８％	 役だった	 ４３．２％）	 
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１４	 今後の課題及び展望	 

	 本事業は、次年度以降「男女共同参画推進フォーラム」として、交流事業から研究事業となる。これ

までの蓄積をふまえ、男女共同参画のための意識変革、女性の活躍促進、女性のキャリア形成支援、次

世代育成支援、ワーク・ライフ・バランス等の課題解決に資するための研修を実施する・男女共同参画

社会の形成に向け、地方公共団体、女性/男女共同参画センター、女性団体、大学、企業等において、男

女共同参画およびダイバーシティ、女性の活躍などを推進する部局の担当者等が一堂に介し、それぞれ

の分野の課題の解決方法を見出す機会とするとともに、分野横断的に、連携・協働をはかるためのネッ

トワーク形成の場づくりというナショナルセンターとしての役割を適切に果たして行きたい。	 

	 

	 

シンポジウム「女性の活躍による新たな社会	 	 	 ＮＷＥＣ提供ワークショップ「地域で進める男女共	 

の創出に向けて」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 同参画視点の多文化共生」	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

 
 
 

 
募集ワークショップ「就労支援として、いま何が 
求められているのか～「女性とキャリアに関する 
調査」５１５５人の調査結果から～」 
（日本女子大学現代女性キャリア研究所） 
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２	 交流学習会議 
 
１	 目	 	 的	 	 男女共同参画の視点に立って地域づくりを推進する人材の育成を目的として、これまで	 

ＮＷＥＣの研修・交流事業に参加した者が地域に戻って実践したことを報告し合い学習	 

する機会を設定し、循環型の人材育成システムを構築するとともに、各地の先進事例や

地域における課題等を共有して、課題解決へのステップを進める。また、女性関連施設

等の関連機関や女性団体・グループ等の連携・協働の促進に向けての意見交換を行い、

ネットワークを形成し、ＮＷＥＣと地域との連携を促進する。これらの企画・実施につ

いて、「交流学習会議協働連絡会」と協働して行うことで、地域づくりを推進する核人

材の育成を促進する。	 	 

 
２	 テ	 ー	 マ	 	 『地域で男女共同参画を推進するために	 ―実践交流を通して社会参画力を高める―』	 

	 

３	 主	 	 催	 	 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
	 

４	 会	 	 場	 	 ＮＷＥＣ 
	 	 	 	 	 	 	 	  
５	 期	 	 日	 	 平成２５年２月８日（金）～２月１０日（日）	 ２泊３日 
	 

６	 対	 	 象	 	 これまで、ＮＷＥＣの研修事業・交流事業等にご参加いただいたのち、地域でネット

ワークを構築し、実践活動を行っている女性団体・グループのリーダー、男女共同参

画・女性教育行政担当者、女性関連施設関係者	 等	 	 １００名程度 
 

７	 参	 加	 者	    参加者数	 	 ９８名（定員	 １００名） 
	 

８	 都道府県別参加者数	 

都道府県 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 都道府県	 人	 数	 

北海道	 ２	 埼玉県	 ２６	 岐阜県	 －	 鳥取県	 －	 佐賀県	 －	 

青森県	 ６	 千葉県	 ９	 静岡県	 ３	 島根県	 －	 長崎県	 ８	 

岩手県	 ７	 東京都	 １２	 愛知県	 １	 岡山県	 ４	 熊本県	 －	 

宮城県	 －	 神奈川県	 －	 三重県	 －	 広島県	 ２	 大分県	 －	 

秋田県	 －	 山梨県	 －	 滋賀県	 ３	 山口県	 －	 宮崎県	 －	 

山形県	 －	 新潟県	 ５	 京都府	 －	 徳島県	 －	 鹿児島県	 －	 

福島県	 －	 長野県	 ８	 大阪府	 －	 香川県	 １	 沖縄県	 －	 

茨城県	 －	 富山県	 －	 岐阜県	 －	 愛媛県	 －	 無回答他	 －	 

栃木県	 －	 石川県	 －	 静岡県	 －	 高知県	 －	 合	 	 計	 ９８	 

群馬県	 －	 福井県	 －	 愛知県	 －	 福岡県	 １	 	 

 

９	 プログラムデザイン	 

	 	 別紙参照	 
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１０	 プログラムの構成・得られた成果	 

日時・時間 内       容 講	 	 師	 得られた成果	 

２月８日 

14:00～14:15 

（１）開会	 

①主催者あいさつ	 

	 

②「交流学習会議協働連絡会」メ

ンバー紹介	 

	 

③日程等説明 

	 

内海	 房子	 	 

ＮＷＥＣ理事長	 

	 

	 

	 

ＮＷＥＣ事業課職員	 

	 

14:15～14:45 （２）情報提供「これからの国立

女性教育会館の役割について」	 

報告者： 
山根	 徹夫	  
ＮＷＥＣ理事	 

ＮＷＥＣの現状と今後のあり

方、２５年度事業の説明を行っ

た。参加者アンケートでは、こ

れからのＮＷＥＣの役割や事業

に対する期待の声が寄せられ

た。	 

15:00～16:30 （３）特別講演「地域における男

女共同参画の推進に向けて」	 

講師：	 

柿沼	 トミ子	 全

国地域婦人団体連

絡協議会会長	 

女性の社会参画の歴史的背景、

世界の中での日本の状況、身近

な実践例を踏まえ、地域におけ

る男女共同参画の推進に向けた

課題の明確化と解決策の提案が

あった。	 

14:40～15:40 （４）情報提供「国立女性教育会

館のアーカイブ関連事業	 」	 

報告者： 
市村	 櫻子	 	 

ＮＷＥＣ情報課課

長	 

ＮＷＥＣの情報事業について、図

書パッケージ貸出やデータベー

スやアーカイブ構築を通じたネッ

トワークの可能性と強化について

提案した。 

18:00～20:00 （５）交流会	 

	 参加団体・グループの自己紹介

を通して関係づくりをすすめる

とともに、自由に自分たちの活動

について情報交換・意見交換を行

う。	 

進行：宮本	 紀子	 

交流学習会議協働

連絡会	 

希望者による団体紹介や活動発

表の場を設けたことで、全国から

の参加者同士が交流をはかり、お

互いの情報交換を通してのネット

ワークづくりの一助となった。 

２月９日 

8:50～ 9:20 

（６）ＮＷＥＣ情報事業の紹介

（＊希望者のみ）	 

	 女性教育情報センター、女性ア

ーカイブセンター、女性情報ポー

タル“Ｗｉｎｅｔ”（ウィネット）

を実際に見学しながら、最先端の

情報事業について紹介する。	 

	 

	 

（８）分科会Ⅰ『団体組織の課題

の実践事例』とグループ・ワーク

9:00～10:30	 

分科会Ａ「学習を生かし、地域に

広げた実践事例」	 

事例１「らんざんの会」の活動紹

介（北海道）	 

-	 3	 -	 

報告者：西島美智子美幌町らんざ

んの会会長	 

事例２「社会人学生ネットワーク

案内：ＮＷＥＣ事業

課・情報課	 

職員の説明とともに各センターを

見学したことで、ＮＷＥＣの最新の

情報事業について情報提供し

た。参加者は前日の情報提供の

中でも触れられていたアーカイブ

資料などを実際に見ながら、興味

を持って熱心に聞き入っていた。 

9:30～12:00 

 

 

 

 

（７）分科会１『社会参画力のあ

る地域人材養成の実践事例』とグ

ループワーク	 

分科会Ａ「学習を活かした、次代

のまちづくりを担う地域人材の

育成」（広島県）	 

コーディネーター：

荒谷 信子 交流学

習会議協働連絡会 

報告者： 

徳永 京子 東広島

ボランティアガイドの

会会長	 

分科会１および２では、それぞれ

の地域における特徴的な実践事

例報告を聞き、グループワークや

討議を行った。実践事例報告に

対し、参考にしたい点やどこに困

難があったのか、その解決のため

に必要な要素は何かを振り返り、

次の実践・学習に活かす循環型

学習とすることができた。 
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分科会Ｂ「外国人女性とともに男

女共同参画社会をつくる～「We	 

Do！」の活動を中心に～」（岡山

県）	 

コーディネーター：

真邉 和美 交流学

習会議協働連絡会 

報告者：大倉 美恵 

「Ｗｅ Ｄｏ！」代表、

尹 甲辰 「Ｗｅ Ｄ

ｏ！」前代表	 

 

13:15～15:45 （８）分科会２『社会参画力のあ

る組織・団体の実践事例』とグル

ープワーク	 

分科会Ｃ「学びから起業へ	 地域

課題の解決と経済的自立へ向け

て」（青森県）	 

	 

	 

	 

コーディネーター：

小山内 世喜子 交

流学習会議協働連

絡会 

報 告 者 ： 辻  悦 子 

企業組合でる・そー

れ理事	 

 

分科会Ｄ「大学生ボランティアに

よる「宿題カフェ」の取組」（静

岡県）	 

コーディネーター：

久門 正子 交流学

習会議協働連絡会 

報告者： 

白谷 素子 静岡学

習支援ネットワーク

代表、天池 優斗 

静岡学習支援ネット

ワーク	 

 

分科会Ｅ「行政との協働による千

葉市女性フォーラム10年のあゆ

み」（千葉県）	 

コーディネーター：

松田 敏子 交流学

習会議協働連絡会 

報告者： 

仙波 慶子 千葉市

女性団体連絡会会

長	 

 

16:00～17:00 （９）全体会	 

	 各分科会の報告を通して、地域

で男女共同参画を推進していく

上での課題とその解決に向けた

方向性・方策を共有する。	 

進行：竹中 佳子 

交流学習会議協働

連絡会 

報告者：各分科会コ

ーディネーター	 

各分科会から、事例報告の概要

とグループワークの報告が行われ

た。それぞれの実践活動の成果

や課題、解決方法などの共有を

図ることができた。 

19:00～20:00	 

 

（１０）調査研究報告（＊希望者

のみ）	 

	 ＮＷＥＣが行った最新の調査

研究に関する報告を行う。	 

報告者：	 

渡辺	 美穂	 ＮＷ

ＥＣ研究国際室研

究員	 

男性の家庭・地域への参画促

進に関する調査研究報告と意

見交換を行った。活動の継続発

展のための工夫や支援のあり方

などについて活発な意見交換

が行われた。 
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２月１０日 

9:30～10:30 

（１１）実践事例報告	 

	 昨年度の交流学習会議報告後

の成果や、地域での実践活動につ

いて共有する。	 

	 

報告１「苫小牧市男女平等参画社

会都市宣言に向けた行政との連

携・協働」（北海道）	 

	 

	 

報告２「草津市男女共同参画市民

会議い～ぶん学舎のあゆみ」（滋

賀県）	 

	 

	 

	 

	 

	 

報告者：	 

高橋	 雅子	 苫小

牧男女平等参画推

進協議会会長	 

	 

報告者：	 

重原	 文江	 草津

市男女共同参画市

民会議い～ぶん学

舎会長	 

報告１では、これまでの活動の成

果と２３年度分科会で報告された

「男女平等参画社会都市宣言」に

向けた取組のその後の状況につ

いて、報告２では、市が公募した

市民会議委員が中心となって発

足した会について、既存団体に

属さない個人も地域活動に参画

できる、新たな地域づくりへの取

組事例が報告された。 

参加者アンケートからは、「活動

の成果の見える化、実践すること

の重要さが分かった」などの感想

を得た。 

10:40～11:40 （１２）全体討議「社会参画の具

体化と交流学習会議」	 

	 今後、さらに地域における男女

共同参画を推進するため、新たな

課題である社会参画の具体化に

ついて考える。	 

進行：	 

大島	 煦美子	 交

流学習会議協働連

絡会	 

男女共同参画を推進する上での

地域の課題、ＮＷＥＣに対する要

望や期待することなどをテーマに

討議を行った。行政や他団体との

連携・協働の難しさ、学習を通し

ての男女共同参画推進などにつ

いて意見交換と課題の共有を図

ることができた。 

11:45～12:00 （１３）閉会	 

主催者挨拶	 

	  

	 

１１	 プログラム作成にあたって工夫・留意した点	 

	 ・ＮＷＥＣと協働で企画、運営を行う「交流学習会議協働連絡会」メンバーと、実践事例等のプログ

ラム、効率的な広報等について協働で準備をすすめ、内容の充実を図るとともに、参加者の多様性

を増すようにした。	 

	 ・実践事例を持ち寄り、意見交換や情報交換等を行う「交流」を通した学習を中心にした。	 

	 ・各分科会では先進事例報告とグループワークにより事例に学ぶとともに、ＰＤＣＡサイクルの視点か

ら自分たちの実践活動（Ｄｏ）を振り返り（Ｃｈｅｃｋ）、活性化のためのヒントを学べるよう工夫

した。	 

	 ・参加者を、これまでＮＷＥＣの主催事業に参加したことのある者のうち、地域で男女共同参画推進

の活動をしている団体・グループのメンバー、行政担当者、女性関連施設関係者とし、循環型の人

材育成の場となるようにした。	 

・分科会では１分科会あたり１事例の報告とし、事例報告者・参加者がともに十分な討議を行えるよ

うに留意した。また事例報告者、コーディネーター、学習支援者の三者も事前より打ち合わせをし、

趣旨や進め方について情報共有ができるよう努めた。	 

	 

１２	 プログラム全体で得られた知見	 

	 全国の実践事例を持ち寄っての意見交換や情報交換により、地域課題解決の方向性を探り、地域活動

の活発化につなげるためのプログラムとなった。参加者にとっては過去の研修成果を地域でどのように

活用しているか、自分の地域での男女共同参画推進上の課題を明確にするとともに、今後の課題解決に

向けた参加者同士のネットワークを構築することができた。	 
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１３	 プログラムの成果	 

	 （１）参加者の全体の満足度について	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ８９．２％（非常に満足	 ２７．０％	 	 満足	 ６２．２％）	 

	 （２）参加者のプログラムの有用度について	 

	 	 	 	 	 	 	 １００．０％（非常に有用	 ４７．１％	 	 有用	 ５２．９％）	 

	 （３）参加者の目標達成度	 

  
十分達成

できた 

おおむね

達成でき

た 

あまり達

成できな

かった 

達成でき

なかった 
合 計 

１．テーマについて情報・知識を得ること	 34.6	 65.4	 －	 － 100.0  

２．自分の抱える問題を解決する手がかりを得る	 

こと	 
12.0	 76.0	 12.0	 － 100.0  

３．研究・実践活動に必要な知識や情報を得ること	 29.6	 66.7	 3.7	 － 100.0  

４．日頃の思いを共感してもらえる関係づくり、	 

交流をすること	 
41.6	 54.2	 4.2	 － 100.0  

５．仲間づくりやネットワークづくりに役立てること	 33.3	 54.2	 12.5	 － 100.0 

６．宿泊や交流を通じて、活動への意欲を高めること	 36.0	 56.0	 8.0	 － 100.0 

７．その他	 33.3	 66.7	 －	 － 100.0 

 
１４	 今後の課題及び展望	 

	 交流学習会議はＮＷＥＣの研修・交流事業参加者のフォローアップの場であるため、対象者が厳選さ 
れている。循環型の人材育成のなかでも、参加者の多様性を確保する工夫が必要である。 

	 

	 	 	 特別講演	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「ＮＷＥＣ情報事業の紹介」	 

	 	 「地域における男女共同参画の推進に向けて」	 	 	 	 	 	 （希望者のみ参加）	 

	 	 	 柿沼トミ子氏	 
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分科会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 全体会	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

全体討議「社会参画の具体化と交流学習会議」	 
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３	 男女共同参画交流特別週間（らんざん交流ウィーク） 
	 

１	 趣	 	 旨	 	 ＮＷＥＣでは、男女共同参画交流特別週間（らんざん交流ウィーク）を設け、この期

間に全国の地方自治体・女性関連施設・団体・グループ等が企画する研修・学習によ

る利用を積極的に受入れ、男女共同参画に関する講演、講義、国立女性教育会館の施

設や事業等に関する情報提供、施設見学等を行うとともに、各団体が相互に参加者同

士の交流や情報交換を行える機会を提供する。 
	 

２	 主	 	 催	 	 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 
３	 協	 	 力	 	 女子栄養大学、日本女子体育大学、ヌエック・ボランティア、ヌエック・ノットの会	 

	 

４	 会	 	 場	 	 ＮＷＥＣ 
	 	 	 	 	 	 	 	  
５	 期	 	 日	 	 平成２４年１１月６日（火）～９日（金）	 	 ４日間 
	 

６	 対	 	 象	 	 期間中、国立女性教育会館を利用する団体及び個人	 

	 

７	 参	 加	 者	 	 延べ参加者数	 ５８２名	 （２７団体＋個人）	 	 

	 

８	 プログラムの構成・得られた成果	 

日時・時間 内       容 講	 	 師	 得られた成果	 

11 月６日 

13:00～13:30 

（１）開会・プログラムについて

の説明	 

	 	 理事長挨拶	 

	 

	 

内海	 房子	 ＮＷ

ＥＣ理事長	 

	 

13:30～15:00 

 

（２）人と人をつなぐ・まちをつ

くる～男女共同参画の視点から

～	 

	 

講師：セーラ・マ

リ・カミングス	 	 

株式会社桝一市村

酒造場代表取締役	 

熱意を持ってまちづくりに取り

組めば、できないことはないと

セーラ氏に教えられた。また、

古い文化を大切にしながら新し

い考え方を持った若い人を巻き

込むことが男女共同参画社会づ

くりを推進する大切なプロセス

であることを学んだ。	 

15:15～16:45 （３）アクティビティーダンスで

無理なく楽しく健康づくり	 

講師：坂本	 秀子	 

日本女子体育大学

准教授	 

皆で無理なくからだを動かすこ

とは楽しく、また健康へとつな

がることを体感した。	 

19:00～21:00 （４）自由交流	 	 ラウンジや談話室で参加者どう

しの交流を深めた。	 

11 月７日 

11:00～12:00 

（５） 男女共同参画の推進とこ
れからの国立女性教育会館の役

割	 

講師：山根	 徹夫	 

ＮＷＥＣ理事	 

８月の｢国立女性教育会館の在

り方に関する検討会｣報告書を

受け、ＮＷＥＣの機能・在り方

の見直しについて知った。	 

12:00～17:00 （６）万葉集に詠まれた植物の観

察、万葉集に詠まれた植物及び落

葉広葉樹の押し葉を使った作品

づくり	 

講師：ヌエック・ボ

ランティア	 

ＮＷＥＣの敷地内にある植物観

察等をとおして、ボランティア

の自主的な活動の場を提供する

と同時に、利用者へは自然豊か

で優れた研修環境をもつことを

ＰＲした。	 
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13:00～16:0０ （７） 響茶会（震災復興支援チ
ャリティー茶会）～茶室で交流を

～	 

講師：ヌエック・ボ

ランティア	 

日本の伝統文化の一つである茶

道を気軽に味わうことができ、

参加者からも好評であった。	 

13:00～17:00 （８）自分でつくるオリジナル名

刺・カード～パソコンを使って～	 

講師：ヌエック・ボ

ランティア	 

名刺に使用する紙やサイズ、文

字の選び方を学習し、各自が名

刺作成ソフトを活用し、自分好

みの名刺を作成するプログラム

を提供した。	 

19:00～21:00 （９）自由交流	 	 ラウンジや談話室で参加者どう

しの交流を深めた。	 

11 月 8 日 

10:00～11:45 

（１０） あの時避難所は・・・“お
だがいさま”が支えた１６９日間

～ビックパレットふくしま避難

所が教えてくれたこと～	 

講師：天野	 和彦	 

福島大学うつくし

まふくしま未来支

援センター特任准

教授	 

東日本大震災発生１ヶ月後に大

規模避難施設ビッグパレットふ

くしまに赴任した県庁チームの

リーダー天野氏による、避難所

における女性被災者の状況につ

いて報道されていないことにつ

いても詳細に語られた。	 

12:45～14:15 （１１） 今、放射線と食につい
て学ぶ～放射線防護食について

～	 

講師：香川	 靖雄	 

女子栄養大学副学

長	 

放射線から身を守る働きの成分

「葉酸」について知り、野菜の

効用について理解を図った。	 

14:30～17:30 （１２）「ビアトリクス・ポター

の社活動キャリア」	 

	 

	 

朗読「ベンジャミン・バニーのお

はなし」	 

講師：神田	 道子	 

ＮＷＥＣ前理事長 
 
	 

ヌエック・ノットの

会	 

『ピーターラビットのおはな

し』を出版することで収入を得、

晩年ナショナル・トラスト運動

の先駆に加わった女性ビアトリ

クス・ポターの生涯は「社会活

動キャリア」と「職業キャリア」

の両方を歩んだ女性の一つのロ

ールモデルであるとの理解を図

った。	 

15:00～17:30 （１３）国立女性教育会館情報機

能の活用	 

講師：ＮＷＥＣ情報

課職員	 

ＮＷＥＣの４つの機能の一つで

ある「情報」について、最新の

取組を紹介した。	 

19:00～20:00 

20:00～21:00 

（１４）情報交換会	 

自由交流	 

	 北九州市女性リーダー国内研修

団や熊本県の地域リーダー研修

生にその他の参加者・ＮＷＥＣ

ボランティアも加わり、ラウン

ジや談話室で交流を深めた。	 

11 月９日 

9:00～9:50 

（１５） 男女共同参画に関する
最新の調査・研究から	 

講師：ＮＷＥＣ研究

国際室研究員	 

平成２４年度「地域課題の解決

と女性の経済的自立に関する調

査研究及びプログラム開発」の

調査研究と、埼玉県越谷市・福

島県の各女性センターで実施し

たプログラムの紹介によって地

域のＮＰＯ等で働き経済的自立

をしていく現状を理解した。	 

10:00～12:00 （１６） 能の世界の女性達	 講師：小島	 英明	 

観世流能楽師、皐風

会主宰	 

能楽という伝統芸能の世界をと

おして、日本の文化的背景が女

性のとらえ方にどう影響してい

るか等を学んだ。	 

12:00～12:10 （１７）閉会	 	 	 
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９	 プログラム作成にあたって	 

	 本事業の参加者は、他の研修と異なりＮＷＥＣの一般施設利用者も幅広く対象としている。そこで、

男女共同参画に日頃関わる機会が少ない方々のために、身近でわかりやすく興味・関心の高い内容を選

びプログラムを組み立てた。まちづくりを古い文化を大切にしながら新しい考え方を取り入れ、若い人

を巻き込みながら男女共同参画社会づくりを実践する小布施町の事例やピーターラビットのキャラクタ

ーを生み出したビアトリクス・ポターの生涯から複合キャリアについて学ぶなど、男女共同参画を学ぶ

講座を５つ用意した。また、健康な体づくりにつながるアクティビティーダンス、日本の伝統文化であ

るお茶の体験や能についての学習から心豊かに生き生きとした生活を創造する文化プログラムや、研修

等で参加する団体向けには、被災地で人と人の支え合いの素晴らしさに気づく事例や放射線物質の正し

い知識に基づいた生活防衛を自らの手で実践する事例などの時事プログラム等、新しい切り口で男女共

同参画学べるよう内容を工夫した。（参加者は全ての講座を受講できる）	 

	 

１０	 プログラム全体で得られた知見	 

	 一般利用者の拡大のためにバラエティに富んだプログラムを企画することにより男女共同参画に日頃

関わる機会が少ない参加者も多く来館し、参加者の多様化が促進された。また、連携協定を結ぶ大学や

企業から講師を派遣することで、ＮＷＥＣを中心とした男女共同参画のネットワークづくりに貢献した。	 

	 また、地域の連携を強化するための取組も嵐山町との広報連携やボランティアによる周知等で図れた。	 

	 関係機関との連携では、各地域の男女共同参画研修団の利用や交流を促進するため、夜間の参加団体・

参加者による情報交換を行う場を提供するなどした結果、高い満足度を得た。	 

	 また、ＮＷＥＣ利用者の交流促進に関しては、参加団体等が相互に参加者同士の交流や情報交換を行え

る機会を自由交流や情報交換会を設けることにより多くの方がリラックスした雰囲気のなか交流や親交

を深めることができた。	 

	 

１１	 プログラムの成果	 

	 参加者の全体の満足度について	 

	 	 	 	 ９７．２％（非常に満足	 ４７．２％	 	 満足	 ５０．０％）	 

	 

１２	 今度の課題及び展望	 

	 交流事業の統合、精選により、らんざん交流ウイークとしての実施は本年度で終了する。次年度は８

月２２～２４日開催予定の男女共同参画推進フォーラムへの参加を促すことで引きつづき関係機関・団

体等の相互交流、ネットワークづくりを支援する。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

「あの時避難所は・・・“おだがいさま”が支	 	 	 「今、放射線と食について学ぶ～放射線防護食に	 

えた１６９日間～ビックパレットふくしま避難所	 	 	 ついて～」	 

が教えてくれたこと～」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 講師：香川	 靖雄	 氏	 

	 講師：天野和彦	 氏	 
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	 「男女共同参画に関する	 最新の調査・研究から」	 	 自由交流	 

	 	 講師：野依智子	 研究国際室研究員	 	 	 	 	 	 	 	 	 
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Ⅴ
男女共同参画及び女性教育に
関する国際貢献、連携協力の推進

１　アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・

　　リーダーセミナー

２　ＮＷＥＣ国際シンポジウム

３　地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」

４　外国人女性の困難等への支援に関する調査研究
Ⅴ　

男
女
共
同
参
画
及
び
女
性
教
育
に
関

　
す
る
国
際
貢
献
、
連
携
協
力
の
推
進
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１	 アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー 
 
１	 趣	 	 旨	 	 「アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー」はＮＷＥＣの

第三期中期目標・中期計画において、開発途上国において男女共同参画の政策策定・

政策提言を行う立場にある女性行政・教育担当者、ＮＧＯのリーダーを対象に、女性

の能力開発を目的としている集団研修である。平成２４年度のリーダーセミナーでは、

女性に対する暴力の根絶をテーマとして設定し、暴力のない社会づくりに重点をおい

た研修を行う。	 

	 

２	 主	 	 題	 	 女性に対する暴力の根絶に向けて	 

	 

３	 主	 	 催	 	 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）	 

	 

４	 会	 	 場	 	 ＮＷＥＣ他	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 

５	 期	 	 日	 	 平成２４年１０月１８日（木）～１０月２７日（土）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 （受入期間	 １０月１７日（水）～１０月２８日（日））	 

	 

６	 対	 	 象	 	 行政担当者・ＮＧＯの指導者	 	 １０名程度	 

	 

７	 参	 加	 者	 	 参加者数	 	 ９名	 

	 	 	 	 	 	 	 （カンボジア、タイ、フィリピン、ベトナム（以上各２名）、韓国（１名））	 

	 

８	 プログラムの構成・得られた成果	 

日時・時間	 内	 	 	 	 容	 講	 	 	 師	 得られた成果	 

10 月 17 日（水） 日本到着	 
	 

－	 

10 月 18 日（木） 

10:00～10:45 

開講挨拶	 内海	 房子	 ＮＷＥＣ

理事長	 
－	 

11:00～12:00 プログラムオリエンテーショ

ン＆アイスブレーク	 

研修のねらい、目的、スケジュ

ール説明	 

越智	 方美	 ＮＷＥＣ

研究国際室専門職員	 
－	 

14:00～15:30 ＮＷＥＣ概要説明	 

国立女性教育会館について	 

山根	 徹夫	 ＮＷＥＣ

理事	 

女性教育のナショナルセ

ンターとしてのＮＷＥＣ

の歴史、機能と役割につ

いて学んだ。	 

15:45～16:30 視察	 

女性教育情報センターと女性

アーカイブセンター	 

	 

赤嶺	 良子	 ＮＷＥＣ

情報課専門職員心得	 

ＮＷＥＣがおこなってい

る女性情報の収集、発信

に関する具体的な手法を

学び、自国での情報発信

についてとらえ直す視点

を養うことができた。	 

10 月 19 日（金）

9:00～17:00 

 

カントリーレポートの発表	 

研修生による事例の発表と討

議	 

ファシリテーター：	 

越智	 方美	 ＮＷＥＣ

研究国際室専門職員	 

研修生が、アジア太平洋

９ヵ国におけるジェンダ

ー平等政策と女性に対す
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 	 助言者：大崎	 麻子	 

ジェンダー・アクショ

ン・プラットフォーム	 

る暴力に係る政策と取り

組みについて好事例を中

心に報告を行った。	 

18:30～21:00 日本の女性リーダーとの夕食

会、意見交換会	 

グループに分かれて各界で活

躍している日本人女性と女性

のキャリア形成について意見

交換をおこなう	 

「リーダーシップ１１

１」メンバー	 

企業で活躍している女性

管理職との意見交換を通

じて、女性の経済活動へ

の参画過程における課題

について理解を深めた。	 

10 月 20 日（土）

10:30～14:00 

講義「女性ネットＳａｙａ－	 

Ｓａｙａの取り組みについて」	 

暴力を受けた女性たちへの自

立支援について学び、ＤＶサバ

イバーとの意見交換をおこな

う	 

講師：野本	 律子	 全

国女性シェルターネッ

ト理事	 

講師：松本	 和子	 女

性ネットＳａｙａ－	 

Ｓａｙａ代表理事	 

ＤＶを受けた女性とその

子どもたちのためのシェ

ルターを運営しているＮ

ＧＯを訪問し、当事者の

のニーズをふまえた自立

支援プログラムについて

学んだ。	 

10 月 21 日（日） 自由研究	 	 －	 

10 月 22 日（月） 

9:30～11:00 

講義「日本の男女共同参画政

策」	 

男女共同参画社会の構築のた

めの日本の政策について学ぶ	 

講師：金子	 浩之	 内

閣府男女共同参画局男

女共同参画推進官	 

日本の男女平等施策につ

いて学んだ。	 

11:30～12:00 表敬訪問	 

文部科学省生涯学習政策局	 

合田	 隆史	 文部科学

省生涯学習政策局長	 
－	 

10 月 23 日（火）

9:30～11:45 

講義「もりおか女性センターに

ついて」	 

地域の男女共同参画推進拠点

としての女性センターの機能

と役割	 

講師：平賀	 圭子	 Ｎ

ＰＯ法人参画プランニ

ング・いわて理事長	 

講義と施設見学を通じて

女性センターの機能につ

いて学ぶことができた。	 

日本で男女共同参画を推

進している女性たちと交

流を行い、参加者間のネ

ットワークづくりにつな

がった。	 

13:00～16:00 講義「東日本大震災	 女性の心

のケア	 ホットライン・いわ

て」	 

東日本大震災の被災女性を対

象とした相談事業	 

講師：田端	 八重子	 

もりおか女性センター

センター長	 

もりおか女性センターが

岩手県内の被災地で実施

した相談事業の先進事例

について学んだ。	 

10 月 24 日（水）

9:30～12:00 

視察「デリバリーケア	 プロジ

ェクト」	 

被災女性の経済的自立支援プ

ロジェクトの視察	 

田端	 八重子	 もりお

か女性センターセンタ

ー長	 

被災地の仮設住宅を視察

し、デリバリーケア	 プ

ロジェクトのスタッフと

の意見交換を行い、災害

復興過程に男女共同参画

の視点を組み込むことの

重要性について学んだ。	 

10 月 25 日（木）

9:00～9:45 

盛岡スタディーツアーの振り

返り	 

研修生・ＮＷＥＣ職員	 盛岡スタディーツアーで

の学びを共有した。	 
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10:00～11:30 講義とディスカッション「国立

女性教育会館における女性に

対する暴力防止に関する研修」	 

ＤＶ被害者支援のためのワー

クショップと女性関連施設相

談員研修から得られた知見の

共有	 

森下	 敏広	 ＮＷＥＣ

事業課専門職員	 

ＮＷＥＣが実施したＤＶ

相談員を対象とした研修

について講義を行い、日

本における暴力被害者相

談の現状と今後の課題に

ついて討議した。	 

13:00～16:00 講義とディスカッション「人身

取引に関する調査研究の報告

と普及啓発事業について」	 

・"Ｔｒａｆｆｉｃｋｉｎｇ"

ビデオ視聴	 

・ＮＷＥＣ調査研究の報告	 

・人身取引パネルを活用したプ

ログラムについて	 

渡辺	 美穂	 ＮＷＥＣ

研究国際室研究員	 

ＮＷＥＣ調査研究の報告

を行い、研修生出身国で

の課題との比較検討をお

こなった。	 

10 月 26 日（金）

9:00～12:00 

ＮＷＥＣ国際シンポジウム報

告準備	 	 

パネルディスカッションでの

報告資料の作成	 

助言者：大崎	 麻子	 

ジェンダー・アクショ

ン・プラットフォーム	 

研修成果を振り返り、ア

ジア太平洋地域における

女性に対する暴力に係る

課題を整理し、シンポジ

ウムでの報告資料を作成

した。	 

13:30～15:00 日本文化の紹介	 

茶道・日本舞踊のデモンストレ

ーション	 

ＮＷＥＣボランティア	 日本家屋にて茶道の点前

と日本舞踊を見学した。	 

15:15～16:30 評価会	 

研修内容についての評価	 

研修生・ＮＷＥＣ職員	 
－	 

16:30～17:00 閉講式	 

修了書の授与	 

内海	 房子	 ＮＷＥＣ

理事長	 
－	 

10 月 27 日（土）

13:00～17:30 

「ＮＷＥＣ国際シンポジウム」	 	 研修の成果を公表した。	 

10 月 28 日（日） 帰国	 	 －	 

	 

９	 プログラム作成にあたって工夫・留意した点	 

平成２４年度の研修テーマは、アジア太平洋地域の共通の課題でもある「女性に対する暴力の根絶」

とした。プログラム構成は研修期間中に各国のベストプラクティスを共有することに留意し、研修生

には出身国（５ヵ国）での女性に対する暴力の根絶に係る法律や先進的な取組事例をテーマとしたポ

スターを事前に提出するよう義務づけた。研修生は最終日にＮＷＥＣが主催した「平成２４年度ＮＷ

ＥＣ国際シンポジウム」にパネリストとして出席し研修の成果を発表するとともに、研修生が作成し

た資料は日本語と英語でパネルに加工し、シンポジウム会場に展示した。	 
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１０	 プログラム全体で得られた知見	 

	 各国において女性に対する暴力に係る法整備は進んだが、支援体制は充分でない点やサイバー空間で

の暴力など新たな課題への対応の必要性が、カントリーレポートの報告や国内関係機関の視察から明ら

かとなった。以上をふまえ、本研修では日本及びアジア５ヵ国における先進的な取組を研修生とＮＷＥ

Ｃ職員の間で共有し、政策提言をまとめ「ＮＷＥＣ国際シンポジウム」で報告した。	 

	 

１１	 プログラムの成果	 

（１）参加者の期待充足度について	 

	 	 	 	 １００％（非常に満足	 ５６％）	 

（２）参加者のプログラムの有用度について	 

	 	 	 	 	 	 １００％	 (非常に有用	 ５６％）	 

（３）参加者の目標達成度	 

	 	 

十分達

成でき

た	 

おおむ

ね達成

できた	 

あまり

達成で

きなか

った	 

達成で

きなか

った	 

合	 計	 

１．男女共同参画推進に資する知識と実践的な技能を

身につけることができた	 
89％	 11％	 0％	 0％	 100%	 

２．男女共同参画推進に従事する女性リーダーとして

の能力を向上させることができた	 
89％	 11％	 0％	 0％	 100%	 

３．研修で身につけた知識や技能を活用するための能

力を向上させることができた	 
100％	 0％	 0％	 0％	 100%	 

４．国立女性教育会館職員ならびに研修参加者とのネ

ットワークを形成することができた	 
100％	 0％	 0％	 0％	 100%	 

	 

１２	 今後の課題及び展望	 

	 	 	 講義やワークショップの時間配分について、もっと質疑応答や議論の時間が欲しかったとの意見

がみられた。必要に応じて通訳をつけている限られた日程の中で、研修生と講師とのより充実した

意見交換がおこなえるような工夫が必要と考える。	 

	 

 
ＮＷＥＣ女性教育情報センターの見学	 	 	 	 	 	 	 	 カントリーレポートの報告	 
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２	 ＮＷＥＣ国際シンポジウム	 

 
１	 趣	 	 旨	 	 本事業の目的は女性の人権、女性の能力開発、人材育成等地球規模の課題をテーマに

海外専門家を招へいし、アジア太平洋地域の課題分析を行い、海外の研究者や行政関

係者、女性団体等指導者との交流を深めるとともにネットワークづくりを進めること

である。平成２４年度の「国際シンポジウム」では、「女性に対する暴力のない社会の

構築に向けて」をテーマとして設定する。海外の研究機関ならびにナショナルマシー

ナリー、ＮＧＯでリーダーとして活躍している専門家/実践家を招聘し、基調講演とポ

スターセッション、パネルディスカッションを通じて、アジア・太平洋諸国における

男女平等政策の現状を学び、男女共同参画の視点に基づいた災害復興のあり方につい

て議論をおこなう。	 

 
２	 主	 	 題	 	 女性に対する暴力のない社会の構築に向けて 

 
３	 主	 	 催	 	 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 
４	 後	 	 援	 	 独立行政法人国際協力機構 
 
５	 会	 	 場	 	 独立行政法人国際協力機構	 ＪＩＣＡ研究所 
 
６	 期	 	 日	 	 平成２４年１０月２７日（土）１３：００～１７：３０ 
 
７	 対	 	 象	 	 男女共同参画、女性教育、家庭教育等の行政担当者、女性関連施設職員、駐日大使館 
	 	 	 	 	 	 	 	 職員、女性団体等のリーダー、研究者、国際交流・開発援助に関わる者、企業関係者 
	 	 	 	 	 	 	 	 等	 １００名程度 
 
８	 参 加 者	 	 参加者数	 	 ８０名（定員	 １００名） 
 
９	 プログラムの構成・得られた知見 

日時・時間	 内	 	 	 	 容	 講	 	 	 師	 得られた知見	 

10 月 27 日 

13:00～13:30 

（１）主催者挨拶・イン

トロダクション	 
	 －	 

13:30～15:00 （２）第一部	 基調講演	 

「乖離した他者とつなが

るということ	 グローバ

ル化した世界におけるジ

ェンダーと人身取引に係

る課題の再考と新たなる

コミットメント」	 

講師：	 

ナンシー・キャラウェイ	 

ハワイ大学マノア校グロ

ーバリゼーション研究セ

ンター	 ヒューマンライ

ツフェロー、ハワイ州知

事夫人	 

キャラウェイ氏の基調講

演を通じて、人身取引問

題の解決のためには、送

出国、中継国、受入国に

おける関係機関による連

携が求められている点

や、人身取引の定義を、

従来の性的搾取から移住

労働にまで拡大する必要

性等の知見が得られた。	 

15:00～15:40 （３）第二部	 パネルデ

ィスカッション	 

ＮＷＥＣ国際研修「平成

２４年度アジア太平洋地

「平成２４年度アジア太

平洋地域における男女共

同参画推進官・リーダー

セミナー」研修生	 

ＮＷＥＣ国際研修生から

は、インターネットとソ

ーシャルメディアを用い

たサイバー暴力の増加
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 2 

域における男女共同参画

推進官・リーダーセミナ

ー」研修生による報告	 

（カンボジア、韓国、フ

ィリピン、タイ、ベトナ

ム）	 

や、女性に対する暴力根

絶の取組に男性を巻き込

む必要性が指摘された。	 

15:40～17:20 （４）「専門家からの提言

～政策と実態の格差解消

をめざして」	 

	 

ファシリテーター：越智	 

方美	 ＮＷＥＣ研究国際

室専門職員	 

	 

パネリスト：カムルン	 

ナハール	 弁護士、ＮＧ

Ｏナリポッコ	 メンバー	 

パネリスト：竹信	 三恵

子	 和光大学教授・ジャ

ーナリスト	 

パネリスト：大津	 恵子	 

人身売買禁止ネットワー

ク(ＪＮＡＴＩＰ)共同代

表	 

バングラデシュや日本の

専門家からは、硫酸を使

った暴力被害者への支援

活動や、東日本大震災の

被災地で発生した女性に

対する暴力の事例に基づ

いた問題提起や、支援の

現場から見た日本国内の

人身取引の実態をふまえ

た政策提言がなされた。	 

17:20～17:30 （５）閉会	 	 －	 

 
１０	 プログラム作成にあたって工夫・留意した点 
	 	 	 女性教育のナショナルセンターとしての人的ネットワークを活用して、国内外から専門家を招へ

いし、アジア太平洋地域の男女共同参画の推進に係る共通の課題のひとつである、女性に対する暴

力の根絶に向けた各国のベストプラクティスを共有し、解決のための方策について議論することを

目指した。また、アジア太平洋地域における男女平等政策について、パネルディスカッションやポ

スター展示を通じて、参加者と海外の専門家が意見交換を行うことができる場を設定し、参加者間

の交流を促進した。 
 
１１	 プログラム全体で得られた知見 
	 	 	 女性に対する暴力の根絶という喫緊の課題について、国内外の専門家や実践家との意見交換及び、

好事例に関する情報を交換することができた。 
 
１２	 プログラムの成果 

（１）参加者の全体の満足度について	 

	 	 	 	 １００％	 （非常に有用６０％、有用４０％）	 

（２）参加者のプログラムの有用度について	 

	 	 	 	 	 	 第Ⅰ部基調講演	 ９８％（非常に有用８０％、有用１８％）	 

	 	 	 	 ポスター展示	 ９８％（非常に有用５５％、有用４３％）	 

	 	 	 	 第Ⅱ部パネルディスカッション	 １００％（非常に有用９３％、有用７％） 
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 3 

 
(3)参加者の目標達成度 

	 	 

十分達

成でき

た	 

おおむ

ね達成

できた	 

あまり

達成で

きなか

った	 

達成で

きなか

った	 

合	 計	 

１．女性に対する暴力をめぐる課題について知るこ

とができた	 
７１％	 ２９％	 ０％	 ０％	 100%	 

２．研究・仕事・活動に役立つ情報や知識を得るこ

とができた	 
７１％	 ２９％	 ０％	 ０％	 100%	 

３．各国の男女平等政策に関する取組について知る

ことができた	 
５４％	 ４６％	 ０％	 ０％	 100%	 

 
１３	 今後の課題及び展望 
	 	 	 当日の参加者数が定員を下回ったため、広報先や実施時期の見直しを行っていきたい。 
 

 
ナンシー・キャラウェイ博士による基調講演	 	 	 	 	 ＮＷＥＣ国際研修生による報告 
 

 
ロビーでのポスター展示	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 基調講演者、パネリストとの記念撮影 
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３	 地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」 
 

	 

１	 趣	 	 旨	 	 地球規模の課題であると同時に、世界の中で女性と女児の被害が最も大きいアジア地

域の人身取引をテーマに、開発途上国（タイ、ミャンマー、ベトナム、カンボジア、

ラオス、フィリピン）６か国の行政職員等を対象として、男女共同参画、女性教育に

関する専門的な観点から、アジア地域における人身取引対策の連携とネットワークの

強化を目的にワークショップ型研修として実施した。３年計画の第１年次。前半は６

か国を対象に英語で実施する集団研修として、後半３日間はタイ、ミャンマー、ベト

ナムの３か国を対象に、母国語で行う国別研修として実施した。	  
 
 
２	 主	 	 催	 	 独立行政法人国際協力機構(ＪＩＣＡ)	 

 
３	 実施機関	 	 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 
４	 協	 	 力	 	 内閣官房、外務省、厚生労働省、警察庁、法務省、東京都、埼玉県、長野県、福岡県、

国際移住機関(ＩＯＭ)、人身売買禁止ネットワーク(ＪＮＡＴＩＰ)、移住労働者と連

帯するネットワーク	 

	 

５	 会	 	 場	 	 ＮＷＥＣ、ＪＩＣＡ、自治体、民間団体等 
	 	 	 	 	 	 	 	  
６	 期	 	 日	 	 平成２４年１０月２９日（月）～１１月１０日（土）（実施期間）	 

	 

７	 対	 	 象	 	 タイ、ミャンマー、ベトナム、カンボジア、ラオス、フィリピンの人身取引の問題	 

	 	 	 	 	 	 	 	 解決に携わる関係省庁担当官（社会福祉、警察、法務、ソーシャルワーカー等）	 

	 

８	 参	 加	 者	 	 参加者数２４名	 

	 

９	 プログラムの構成	 

（１）日本政府の人身取引対策および日本の人身取引被害者保護支援策について理解する。	 

（２）日本・参加各国における人身取引予防・被害者保護・帰還・社会復帰の一連のプロセスおよび関

連機関の関係を把握し、グッドプラクティスや課題について共有・理解する。	 

（３）アジア地域における人身取引対策のネットワーク強化に向けて各国の状況やアプローチが理解さ

れ、改善策やネットワーク連携・強化に資する理解を促進する。	 

	 

＜到達目標＞	 

①【実態把握・課題把握】日本政府の人身取引対策・被害者保護支援策についての理解	 

②【実態把握・課題把握】参加国の人身取引対策・被害者保護支援策についての理解	 

③【実態把握・課題把握】在住外国人の現状と課題、支援活動の取り組みについての実態理解	 

④【課題分析力の向上】被害者保護・帰還・社会復帰の一連のプロセスを整理し、関係機関の関係の把	 

	 	 握、グッドプラクティスや課題の抽出・分析	 

	 	 	 ⑤【課題解決に向けた実践】日本および海外の関係者とのネットワーク強化に向けた相互の実態理解の	 

	 	 	 	 促進	 
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平成24年度　地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」日程　【10月28日（日）～11月10日(土）】

月日 曜日 時間 研修項目 研修内容 講師・参加者 研修場所 宿泊先

10月
28日

日 来日
移動　成田／羽田国際空港→幡ヶ谷(ＴＩＣ)

ＴＩＣ

月
9：30-12：00

オリエンテーショ
ン

JICAオリエンテーション ブリーフィング担当(JICE)／日程説明(JICA)

13：00-14：30
オリエンテーショ
ン

プログラムオリエンテーション
山田　真理、吉田進一郎(JICA)、,研修員自己紹介、
(日程説明：渡辺　美穂（NWEC研究員））

14：30-15：00
講義・意見交換
Ｅ

日本の人身取引問題とアジア 渡辺　美穂(NWEC研究員）

15：00-16：30
講義・意見交換
Ｅ

アジア太平洋地域の人身取引問題
山田美和（アジア経済研究所 新領域研究センター・
グループ長）

16：30-18：00 準備 カントリーレポート準備＋カントリーレポート ＪＩＣＡ、渡辺　美穂（NWEC研究員）

30日 火
9：30-11：00 講義・意見交換 日本政府の人身取引対策：内閣官房

淡路　恵介(内閣参事官補佐) ,
八幡浩紀(内閣官房副長官補室)

内閣府

発表・意見交換 カントリーレポート 研修生

講義・意見交換 カントリーレポートファシリテート

講義・意見交換 カントリーレポートファシリテート

31日 水
10：00-11：30 講義・意見交換 日本政府の人身取引対策：被害者保護

斉藤　克也（厚生労働省雇用均等・児童家庭局家庭
福祉課母子家庭等自立支援室女性保護専門官）

JICA研究所

13：00-14：30 講義 日本の人身取引対策：女性相談所の外国人保護 竹内　景子（東京都女性相談センター所長） ＪＩＣＡ研究所

14：30-15：30 見学・意見交換 日本の人身取引対策：女性相談所の外国人保護 小林　弘和（東京都女性相談センター係長） 東京都女性相談センター

木
 9：30-9：50

職員紹介・あい
さつ

理事長挨拶、理事、課室長紹介 会館職員

9：50-10：40 講義 国立女性教育会館の役割と機能 山根　徹夫（NWEC理事）

10：45-11：35 講義・意見交換 女性に対する暴力への国立女性教育会館の取組（1） 森下　敏広（NWEC専門職員）

11：40-12：30 講義・意見交換 女性に対する暴力への国立女性教育会館の取組（2） 越智　方美（NWEC専門職員）

14：00-15：00 講義・意見交換 日本の人身取引対策：外務省の取組
宮田　高（外務省総合外交政策局 国際安全・治安
対策協力室）

15：00-17：30 講義・意見交換 国際機関の取組：被害者保護のソーシャルワーク ウィリアム・バリガ（国際移住機関(IOM)駐日代表）

2日 金
10：00-12：00 講義・意見交換 日本の人身取引対策：警察庁

早川　昌宏（警察庁生活安全局保安課　警察庁警
視）

13：00-14：00 見学・講義 女性の就労支援とフェアートレード 長谷川輝美（パッチワーク代表） NWEC

14：30-17：00 講義・意見交換 民間の取組　労働現場における課題
鳥井　一平（移住労働者と連帯する全国ネット ワー
ク事務局長、全統一労働組合・書記長）

3日 土
民間シェルター 複数グループにわかれて訪問 NWEC発

11：00-12：30 講義・意見交換 民間シェルターの取組（社会福祉法人　一粒会)
花崎みさを（社会福祉法人　一粒会理事長、児童養
護施設　「野の花の家」　施設長）

13：30-16：15 講義・意見交換 民間の取組（Ａ)シェルター　チーム１
古賀　幸子（社会福祉法人　一粒会　「FAH（フレンド
シップアジアハウス）　こすもす」　施設長）

16：15-16：30 講義・意見交換 民間の取組（Ａ)シェルター　チーム２
フランク・オカンポス（社会福祉法人　一粒会　「ファミ
リーセンター・ビオラ」　外国人ソーシャルワーカー）

10：00-12：00 講義・意見交換 民間の取組（Ｂ）ホットライン
和久井みちる（一般社団法人社会的包摂センター全
国コーディネーター）

社会的包摂センター

13：00-14：00 講義・意見交換 民間の取組（Ｂ）当事者支援団体の取組 ウェラワーリー代表 ウェラワーリー

14：00-14：30 講義・意見交換 民間の取組（Ｂ）ホットライン
一般社団法人社会的包摂センター外国人相談スー
パーバイザー

ウェラワーリー

10：30-12：30 講義・意見交換 民間の取組（Ｃ）シェルター 女性の家サーラー事務局長 女性の家サーラー

4日 日
自由研究・成果発表会準備 TIC

5日 月
9：40-10：40 講義・意見交換 日本政府の人身取引対策：法務省(刑事局） 法務省刑事局担当官 法務省

10：50-11：50 講義・意見交換 日本政府の人身取引対策：法務省(入管局） 法務省入管局担当官 法務省

14：00-15：30 見学・意見交換 日本政府の人身取引対策：東京入国管理局 入国管理局担当官 東京入国管理局

ＴＩＣ ＴＩＣ

千葉

NWEC

ＴＩＣ

ＴＩＣ

11月
1日

P
A
R
T
１

13：30-17：30 TIC

29日

ＴＩＣ

ミャンマー2名、ベトナム2名　来日　(計　24名）

Aグループ(英語)

山田　美和（アジア経済研究所 新領域研究セン
ター・グループ長）、渡辺　美穂（NWEC研究員）

NWEC

NWEC

Bグループ(英語）　

P
A
R
T
１

Cグループ（タイ語)

ＴＩＣ

ＴＩＣ

ＴＩＣ

平成 24 年度　地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」

日程【10 月 28 日（日）〜 11 月 10 日（土）】
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平成24年度　地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」日程　【10月28日（日）～11月10日(土）】

月日 曜日 時間 研修項目 研修内容 講師・参加者 研修場所 宿泊先

6日 火
9：30-10：00 ワークショップ 概要・参加者説明

10：00-10：45 ワークショップ 国別ディスカッションと発表

13：00-15：00 質疑応答・討議 日本の人身取引対策に関する質疑応答・討議

15：00-16：00 ワークショップ
テーマ別グループ討議‐①各国の起訴や被害者認定、②保護の
課題と現在の人身取引の状況、③タイと日本の人身取引対策の
比較

16：00-18：00 発表・意見交換 グループ発表と意見交換

9：30-12：30 発表・意見交換 意見交換会＋成果発表会
人身取引関係省庁連絡会議関係者、民間団体、
JICA、NWEC

14：00-15：30 評価 評価会 ジェンダー平等・貧困削減推進室長、JICA、NWEC

15：45-16：15 閉校式 JICA挨拶、NWEC挨拶、研修生挨拶、修了証書授与

8日 木 帰国（ラオス、カンボジア、フィリピン）

8日 木
10：00-11：30 講義・意見交換Ｔ タイ人ネットワークの活動と大使館との連携

タイ人ネットワークＴＮＪ会長、茨城県国際交流協会
相談員

TIC

15：00-16：00 表敬・意見交換 タイ大使館表敬 長野市

9日 金  9：15-9：45 表敬訪問 長野県国際交流推進協会 常務理事・事務局長 長野県国際交流協会

10：00-12：00 講義 長野県警、長野県女性相談センター 長野県警人身取引担当、婦人相談員 長野県庁

13：30-14：30 見学説明 １１０番指令室 長野県警 長野県警

14：30-16：30 意見交換 長野県警、長野県女性相談センター
長野県警人身取引担当、長野県婦人相談員
タイ発表

長野県庁

18：00-19：30 見学 松本市街 松本市

10日 土 9：30-10：00 施設説明見学 松本市多文化共生プラザ 松本市多文化共生プラザ担当者

10：00-11：00 講義・意見交換 松本市におけるタイ人ネットワークの活動 タイ人ネットワークin松本

11：00-12：30 講義・意見交換 長野県におけるタイ人ネットワークの活動
長野県国際交流推進協会　多文化共生くらしのサ
ポーター

ＴＩＣ

11日 日 帰国

7日 水 移動(飛行機)　東京 → 福岡 福岡市

8日 木 10：00-11：45
表敬・見学説明・
意見交換

副知事表敬、福岡県庁の取組について 交流第一課政策班主任他 福岡県庁

13：00-14：30
見学説明・意見交
換

福岡県警の取組について 生活安全部生活保安課長他 県警本部

9日 金 10：20-10：50 表敬 久留米市長 久留米市役所

10：50-12：10
施設見学・施策説
明・意見交換

男女平等政策課、家庭子ども推進課、国際交流推進課 久留米市協働推進部男女平等政策課長

13：30-17：30
見学説明・意見交
換

久留米市男女平等推進センター
久留米市男女平等推進センター長、男女平等推進
コーディネーター

16：30-17：30 講義・意見交換 民間シェルターについて講義と説明 Ｓ・ぱーぷるリボン

10日 土 10：30-14：30
講義・意見交換・
施設見学

民間団体による外国人女性支援活動（シェルターと電話相談） アジア女性センター
カフェ・アニパニ
（春日市）

福岡市

11日 日 帰国 移動(飛行機)　福岡 → 帰国

8日 木 9：30-12：00 講義・意見交換 日本のホットライン事業 一般社団法人社会的包摂センター事務局長 社会的包摂センター

14：00-14：30 見学 埼玉県男女共同参画推進センター　表敬 所長表敬

14：30-16：00 講義・意見交換
埼玉県男女共同参画推進センター　センターの取組および相談
事業について

Ｗｉｔｈ　Ｙｏｕ　さいたま事業コーディネーター、相談担
当者

16：00-17：00 講義・意見交換 埼玉の外国人相談：埼玉県国際交流協会 財団法人埼玉県国際交流協会主幹

9日 金 10：00-12：00 講義・意見交換 日本政府の取組：匿名通報ダイヤルについて 警察庁生活安全局保安課　警察庁警視 ＪＩＣＡ麹町

13：30-15：00 講義・意見交換 日本のホットライン事業（外国人と支援）
一般社団法人社会的包摂センター　外国人相談
スーパーバイザー

15：30-17：30 見学・説明 民間団体の取組：日本キリスト教婦人矯風会 女性の家ＨＥＬＰディレクター

10日 土
10：00-12：00 講義・意見交換

民間団体による日本人女性・児童の性的搾取に対するホットライ
ンおよび支援活動

ポラリスプロジェクト（人身取引対策ホットライン）駐
日事務所代表

TICセミナールーム ＴＩＣ

11日 日 帰国

TIC

P
A
R
T
2
タ
イ
：
研
修
員
1
0
人

ＴＩＣ
TIC

日本キリスト
教婦人矯風会

ファシリテーター：渡辺美穂（NWEC研究員）、齋藤百
合子(明治学院大学)、山田美和（アジア経済研究所
新領域研究センター・グループ長）、吉田容子(日本
弁護士連合会）、大津恵子（ＪＮＡＴＩＰ共同代表）

ＴＩＣ

福岡市

P
A
R
T
2
ベ
ト
ナ
ム
：
研
修
員
3
人

埼玉県男女共
同参画推進セ

ンター

JICA研究所

松本市多文化
共生プラザ

久留米市男女
平等推進セン

ター

福岡市

7日 水

ＴＩＣ

P
A
R
T
2
ミ

ン
マ

：
研
修
員
5
人

P
A
R
T
１



136

 

 5 

１０	 プログラム作成にあたって工夫・留意した点	 

（１）３年計画の1年次として、これまで行ってきた国別研修の経験と成果を踏まえ、①日本・参加国に

おける人身取引予防・被害者保護・帰還・社会復帰の一連のプロセスおよび関連機関の関係の把

握、グッドプラクティスや課題の共有、②アジア地域における人身取引対策のネットワーク強化

に向けて各国の状況やアプローチの理解と、改善策やネットワーク強化に資する方策の検討を目

的とした。	 

（２）日本の人身取引対策の全体像および男女共同参画視点の女性に対する暴力に対する取組の理解を

図るために、行政や民間の関係機関の視察と意見交換の時間を十分にとった。	 

（３）幅広い関係者（①関係省庁等、②国際機関、③県警察、④地方自治体の国際課、男女共同参画課、

女性相談所等、⑤民間団体等）を講師に迎え、意見交換・講義を行った。	 

	 

１１	 プログラム全体で得られた知見	 

（１）研修生から各国相互および日本についての理解が深まったという評価を得ると共に、日本側の講

師や訪問先自治体及び民間関係者からも各国の担当官との相互理解が深まったと評価を得た。	 

（２）６か国からは中央省庁の政策立案を担う担当官が中心に参加したが、現場で具体的にどのように

被害者保護が行われ、どのような課題があるのか、それぞれが把握していない部分も多かった。

次回の課題として、政策担当と現場担当と一緒に参加することでより理解を深めることとなった。	 

（３）各国で認識している人身取引の態様や内容について、定義や理解に差がある。	 

	 

１２	 プログラムの成果	 

	 人身取引の分野で、途上国の女性の置かれている立場に着目して、被害の防止や女性被害者の保護と

エンパワーメントの観点で、参加６か国の連携を目的にワークショップという参加型・実践的研修を実

施したことや、ＮＷＥＣの調査研究や国際・国内研修の成果を活用したことで本研修の充実を図ったこ

とは、国際貢献、連携協力を推進するという中期計画の目的に合致している。人身取引の分野における

国際研修の実施は、途上国に対する国際貢献と同時に、国内の行政や相談関係者、市民が、国際的な課

題について認識を広め、関係者のネットワークを深める役割も果たした。	 

アジア太平洋地域における拠点としての取組及びＪＩＣＡとの連携によるメリットとして、本研修は

委託元および研修生から高い評価を得ている。研修の実施にあたり、ＮＷＥＣがこれまで実施してきた

人身取引に関する調査研究や相談員研修、および現在行っている日本で暮らす外国人女性に焦点を宛て

た調査研究の成果や得られた知見をいかしている。また、研修では国内各地の女性関連施設や男女共同

参画課の視察・意見交換を組み入れており、アジア地域の研修生と日本各地の担当者が情報・意見交換

を行い、理解を深める機会になっている。研修生は、帰国後に自国およびメコン地域で関係者を集めた

成果発表会で研修成果を報告しており、ＮＷＥＣの調査研究及び研修・情報事業を含め、日本で実施さ

れた研修成果が各国に広がっている。さらに、ＪＩＣＡの国別プロジェクトがタイ、ミャンマー、ベト

ナムで実施されており、研修成果の持続・普及につながっている。	 	 	 

有用度	 	 	 １００．０％（とても有用３０％、有用７０％）	 

	 

１３	 今後の課題及び展望	 

	 参加６カ国の人身取引を巡る状況が大きく異なり、同国の参加者でも所属によって関心が異なる、か

つ共通語である英語力に差があったため、研修生一人ひとりの研修ニーズが異なるなかでできるだけそ

れぞれの関心やニーズを満たす研修を行うことが大きな課題である。国や所属組織毎の多様な研修ニー

ズにこたえ、語学力に差がある参加者間の意見交換をより活発に行うために、視察先や意見交換をより

小グループに分けることや、グループ毎にファシリテーターを入れて討議を深めるなど、研修の企画・

運営を一層工夫していく必要がある。	 
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 6 

	 	 	 	 	 	 	 

ＮＷＥＣ理事長挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 研修棟での警察庁の講義	 

	 

	 

      	 

フェアートレードについての講義	 	 	 	 	 	 	 省庁関係者を交えた成果発表と意見交換会	 

	 

	 

研修修了式でのＮＷＥＣ理事挨拶	 
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 - 1 -  

４	 外国人女性の困難等への支援に関する調査研究	 

 
１	 研究目的	 (年度計画)	 

外国人女性の抱える困難等の実態と課題解決に向けた教育・啓発をテーマに３年計画 
で行う調査研究の２年次として、外国人女性の抱える困難等の実態と課題解決に向けた

学習活動等に関する事例について調査を行う。	 

	 

２	 研究課題	 	 

（１）外国人女性の抱える困難等の実態と課題解決に向けた啓発活動に関する基礎的	 

	 	 調査として、地域で抱える困難等の実態と課題解決に向けた学習活動について、	 

	 	 女性関連施設等を拠点にした取り組みの現状・課題を把握する。	 

	 	 	 	 （２）男女共同参画の視点にたち、外国人女性の抱える困難等の実態と課題解決に向

けた学習活動について、市民あるいは当事者である外国人女性を対象とした資料・

プログラムの先進事例を収集する。	 

	 

３	 研究計画	 	 

（１）外国人女性が地域で抱える困難等の実態と課題解決に向けた学習活動について、	 

	 	 	 	 先行研究等の情報収集・分析を行う。	 

（２）全国自治体の男女共同参画課、女性関連施設等の担当者を対象に、施設で行わ	 

	 	 れている外国人女性が地域で抱える困難等の実態と課題解決に向けた学習啓発事	 

	 	 業（市民対象および外国人女性対象）についてアンケート調査を実施する。	 

（３）女性関連施設とつながり活動している女性団体および参考になる事例を抽出す	 

	 	 る。	 

（４）外国人女性の困難に関する先進的学習啓発事業や取組を行っている自治体の男	 

	 	 女共同参画課、女性関連施設の担当者を対象に、事業内容、成果および課題につ	 

	 	 いて、ヒアリング調査を実施する。	 

（５）アンケート結果のまとめをパネル形式にまとめる。	 	 

（６）人身取引に関するパネルの貸出および参考資料を活用した学習支援を継続する。	 

	 

４	 研究体制	 

	 	 室長１名、研究員１名	 

	 

５	 研究期間	 

	 	 ３年計画の２年次	 	 

	 

６	 年度実績概要	 

（１）調査研究経過	 

	 	 ①外国人女性に対する取組を行っている施設を絞り込んだ上で、「女性/男女共同参画

センターの外国人女性に関する取組等調査」を実施した。女性関連施設が地域で暮

らす外国人女性に関わる事業・サービスに関して、施設の現状の取組、地域で連携

している機関、支援の一端を担う市民団体・グループについてアンケート調査を実
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Ⅵ 学習支援事業等

１　ＮＷＥＣボランティアの活動支援

２　社会教育実習生等受入事業

　

Ⅵ　

学
習
支
援
事
業
等
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  ②	 平成２４年度「嵐山さくらまつり	 夢さくら	 国立女性教育会館展望ツアー」	 

	 ・活動主体：国立女性教育会館ボランティア（のべ１６名）	 

	 ・実施日：平成２４年４月７日（土）、８日（日）（各日１０時、１３時、１５時の計６回）	 

	 	 ・内容：国立女性教育会館は、「嵐山さくらまつり」（主催：嵐山さくらまつり実行委員会・嵐山

町工会）への協力事業として、「国立女性教育会館展望ツアー」を実施した。ＮＷＥＣボラン

ティアが、宿泊棟の屋上からの都幾川沿いに２キロメートルにわたって植えられた２５２本の

桜並木の眺望と館内の施設見学（女性教育情報センターなど）を案内した（参加者８３名）。	 

	 	 	 また、期間中、ＮＷＥＣボランティアによるお茶会も響書院にて開催した（参加者７０名）。	 

 

ＮＷＥＣフォーラム「さんかくカフェ」 

 

 

ＮＷＥＣフォーラム会館提供ワークショップ「女性関連施設ボラン 

ティア活動による、社会活動キャリアの形成」 

 

 

「嵐山さくらまつり」国立女性教育会館展望ツアー 
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２	 社会教育実習生受入事業（平成２４年度）	 

 

１	 趣	 旨	 

  国内の大学その他の教育機関に在籍する学生等で、社会教育実習の単位を取得するため、主催事業の運

営及び会館の利用者の受入れに関する業務の体験実習を通じて、女性教育の現状及び女性教育施設の役割

等について学習することを目的とする者を社会教育実習生として受入れる。 

 

２	 実習内容	 

 ① 女性教育の現状と国立女性教育会館の役割に関する講義 

 ② 会館の事業運営についての講義 

 ③ 主催事業の実施に関する業務 

 ④ 受け入れに関する業務 

 ⑤ 情報に関する講義と業務 

 

３	 平成２４年度実績	 

 

 事業① 事業② 事業③ 

女性 男性 女性 男性 女性 男性 

日本女子大学 ２ － － － － － 

大正大学 － － １ １ － － 

城西国際大学 － － － － １ － 

事業別計 ２ ２ １ 

総 計 ５ 

  ※事業名 

   ①男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム 

   ②男女共同参画の視点に立った複合的キャリア教育推進研修 

   ③女性情報ポータル及びデータベースの整備充実、女性アーカイブ機能の充実 
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＜参考資料＞

国立女性教育会館第Ⅲ期中期目標

国立女性教育会館第Ⅲ期中期計画

国立女性教育会館平成２４年度年度計画
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独立行政法人国立女性教育会館の中期計画 

 

平成２３年３月３１日 

文部科学大臣認可 

 

独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第三十条の規定により、独立行政法人

国立女性教育会館（以下「会館」という。）が中期目標を達成するための計画（以下「中

期計画」という。）を次のとおり定める。 

 

 

Ⅰ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するた

めとるべき措置 

１ 基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者等の資質・能力の向上 

（１）基幹的指導者に対する研修等の実施 

①地方公共団体、女性関連施設、女性団体、大学等の男女共同参画及び女性教育

の推進に係る基幹的指導者を対象に、高度なマネジメント能力等、より専門性

の高い参加型の実践的な研修を実施する。なお、実施に当たっては研修の対象

者や課題等を厳選する。 

②研修実施に当たり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

③研修効果の普及状況を的確に把握するため、事後に実施するフォローアップ調

査の回収率を高めるとともに、研修成果の活用について回答者の８０％以上か

らプラス評価を得る。 

④全国的な波及効果を促進するため、参加者の地域的なバランスを改善する。 

 

（２）基幹的指導者に対する研修に資する調査研究の実施、学習プログラム・研修資

料の作成 

①男女共同参画及び女性教育に関する基幹的指導者の資質・能力の向上に必要な

事項等について調査研究を行い、調査に基づく学習プログラムや研修資料を毎

年作成し、研修等を通じて普及する。 

②事後に実施するフォローアップ調査の充実を図り、研修の成果を的確に把握す

ることにより、研修内容を見直す。 

 

 

２ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラム等

の開発・普及 

（１）喫緊の課題に関する先駆的調査研究の実施 

①男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題（例えば、女性の活躍

による社会の活性化、様々な困難な状況に置かれている人々への対応、地域に
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おける身近な男女共同参画推進、男性の家庭・地域への参画促進、生涯を見通

した総合的なキャリア教育等）に関する調査研究を、調査テーマごとに一定の

時限を設けて実施する。 

②それらの成果をもとに、適宜調査研究内容の見直しを行い、学習プログラムや

研修資料を毎年作成する。 

③調査研究を活用した研修・交流事業への参加者の８５％以上から学習プログラ

ム・研修資料に関するプラスの評価を得る。 

 

（２）喫緊の課題を担当する指導者に対する先駆的研修の実施 

①男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題を担当する指導者を対

象として、同課題に係る先駆的で参加型の実践的研修を一定の時限を設けて実

施する。なお、研修の実施に当たっては、研修の趣旨に応じて研修の対象者等

を厳選する。 

②研修実施に当たり、参加者の８５％以上からプラスの評価を得る。 

③研修効果の普及状況を的確に把握するため、事後に実施するフォローアップ調

査の回収率を高めるとともに、研修成果の活用について回答者の８０％以上か

らプラス評価を得る。 

④フォローアップ調査の充実を図り、研修の成果を的確に把握することにより、

研修内容を見直す。 

⑤地方公共団体等が同課題に関する研修等を独自に企画・実施する力を育成する

ため、地域の女性関連施設等と協働して、地域の実情に応じた学習プログラム

を開発し、それに基づいたモデル的研修を実施する。 

 

３ 男女共同参画･女性教育・家庭教育に関する調査研究の成果や資料・情報の提供等 

（１）地域の機関で活用しうる男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する基礎的な

研究の成果の提供 

①男女共同参画・女性教育・家庭教育に係る統計等に関する調査研究を行い、３

年ごとに「男女共同参画統計データブック」、毎年「統計リーフレット」を刊

行する。さらに、男女共同参画統計を理解するための研修資料を対象別に作成

する。 

②統計調査の成果を提供する「男女共同参画統計ニュースレター」の配信先を中

期目標期間中に２千件まで拡充し、成果を普及する。 

③基幹的指導者の資質・能力の向上及び喫緊の課題をテーマとして実施した調査

研究の成果について、ホームページや地域共同リポジトリ等を通じて普及する。 

 

（２）全国的な資料・情報の収集、利用しやすいポータルとデータベースの構築、資

料等の提供 

①男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する図書・雑誌・地方行政資料等を収
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集・整理し、文献情報データベースを通じて迅速に目録情報を公開・提供する。 

②特に、全国の女性関連施設等の有する女性教育に関するプログラムなど、地域

レベルでは収集困難な広域的・専門的な国内外の資料・情報の収集に重点化を

図り、ポータルとデータベースの利便性を向上し提供する。 

③中期目標期間中に、データベース化件数については累計６０万件以上、アクセ

ス件数については年間３０万件以上を達成する。 

④情報センターが所蔵する図書を、男女共同参画社会の形成に関するテーマごと

にパッケージ化し、中期目標期間中に累計２０箇所以上の女性関連施設や大学

等に貸し出すことで学習者への支援を行う。 

 

（３）女性アーカイブ機能の充実 

①男女共同参画社会の形成に顕著な業績を残した女性に関するアーカイブを充実

し、女性に関する史・資料を中期目標期間中に新たに５千点以上収集する。収

集した史・資料は計画的に整理し、デジタル加工を施すなどにより、インター

ネット等で提供する。 

      また、中期目標期間中に展示室への入室件数について累計５万件以上を達成

する。 

②女性アーカイブの企画展を中期目標期間中に５機関以上と連携して実施する。 

③女性アーカイブの保存・提供に携わる実務者を対象に、具体的な保存技術や整

理方法の研修を実施し、中期目標期間中に女性アーカイブの基本知識を伝える

学習の場を１００名以上に提供するとともに、実務者同士の情報交換の場を提

供することでネットワークづくりを推進し、全国的に女性関連史・資料の保存

のための基盤作りを支援する。 

 

４ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する国内の関係機関・団体等との連携協

力の推進 

（１）国内の関係機関・団体等との協働事業の実施 

女性関連施設、女性団体、民間団体、企業等、男女共同参画・女性教育・家庭教育

に関連する国内の関係機関、団体等との協力体制を充実させ、中期目標期間中に累計

３５機関以上と協働で研修事業等に取り組み、連携による、より効果的な事業を実施

する。 

 

（２）交流機会の提供による会館を中心としたネットワークの構築 

①全国各地で男女共同参画及び女性教育を推進する活動に携わる地方公共団体、

女性関連施設、女性団体等の担当者や喫緊の課題の解決に取り組む研究者等に

対し交流の機会を提供するため、１千名以上の参加を募る全国フォーラムを開

催する。 

     なお、交流機会の提供については、大学、企業等からの参加を促進する。 
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②研修修了生等が地域に戻って実践したことを報告し合い学習する機会を設定し、

地域におけるネットワークの形成を促進するとともに、会館と地域との連携を強

化する。 

③会館ボランティアに対し、主催事業への参加の機会を充実させるなど、その活動

を支援する。 

 

５ 男女共同参画及び女性教育に関する国際貢献、連携協力の推進 

（１）男女共同参画及び女性教育に関する国際協力・連携に資する研修の実施 

①男女共同参画及び女性教育に関する国際的な人材育成の拠点として、女性のエ

ンパワーメント支援のために、開発途上国、特に国連アジア太平洋経済社会委

員会（ＥＳＣＡＰ）加盟国の行政・教育担当者及び民間団体等、関係団体の指

導者に対する男女共同参画及び女性教育に関する参加型の実践的な研修を実施

し、参加者の９０％以上からプラス評価を得る。 

②男女共同参画の推進に関する喫緊の課題をテーマとしたシンポジウムを開催し、

参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

③研修修了生等による出身国での成果の活用についての調査を行い、同調査の結

果等を踏まえ、研修の効果的な実施の観点から、研修内容等の見直しを行う。 

 

（２）地球規模の課題についての調査研究の実施 

①これまで実施してきた人身取引に関する調査研究の成果を踏まえ、国内に在住

する「外国人女性」に焦点をあて、暴力、子どもの教育、生活上の困難等への

支援に資する調査研究を実施する。 

②これまで構築してきた海外との協力体制を強化しつつ、地球規模の課題につい

て、中期目標期間中に海外の５機関以上と連携した調査研究・事業を実施し、

インターネット等を通じてその成果を国際的に発信する。 

（３）国際的なネットワークの構築 

研修修了生等のつながりを一層強め、会館を中心としたネットワークを構築するた

め、研修終了後も双方向の情報交換・議論を行い、研修修了生等から提供されたア

ジア太平洋地域における男女共同参画のための先進的な取組を日本国内に普及させ

る。 

 

６ 会館利用者への男女共同参画及び女性教育に関する理解の促進・利用の促進 

（１）利用者への学習支援 

①職員の専門性を活かしたきめ細かな事前指導を充実し、利用者のニーズに応じ

た研修プログラム作成を支援する。 

②会館が提供するプログラム等を利用した者にアンケートを実施し、活用状況等

を踏まえ、必要に応じプログラム等の内容を見直す。 

③多様化、高度化した学習需要に対応するため、これまでの情報提供の内容や方
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法を見直し、系統化した情報提供を行うとともに、その内容をインターネット

上で学習教材として提供する。 

（２）利用の拡大 

①毎年、利用拡大戦略を作成し、大学・企業等からの利用を促進し、利用を拡大

する。 

②宿泊室利用率について、平成２７年度までに５５％以上を達成する。 

 

 

Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 適切な法人運営体制の充実 

（１）ガバナンス・内部統制の充実 

①理事長のリーダーシップのもと、会館が担う役割や内包している課題等の情報

を職員全員に共有・伝達するため、定期的に運営会議、館内研修等を開催する。 

②会館を取り巻くリスクの把握、分析等を行い、定期的に運営会議に報告すると

ともに、リスク低減に向けた規程等を充実させ、職員全員に周知徹底する。 

③法人業務の有効性・効率性、法令の遵守、財務会計の透明性等の観点から、定

期的にモニタリングを行う。また、その結果について役職員に周知を図り、必

要に応じて組織運営の改善に反映させる。 

 

２ 人件費・管理運営の適正化  

（１）人件費・管理運営の適正化 

①人件費については、平成２３年度はこれまでの人件費改革の取組を引き続き着

実に実施するとともに、平成２４年度以降は「公務員の給与改定に関する取扱

いについて」（平成２２年１１月１日閣議決定）に基づき、政府における総人

件費削減の取組み及び今後進められる独立行政法人制度の抜本的な見直しを踏

まえ、見直す。      

さらに、給与水準については、国家公務員の給与水準を十分配慮し、その適

正化に取り組むとともに、検証結果や取組状況を公表する。 

②業務運営の見直しと自己収入等の増加に向けた努力を不断に行い、中期目標期

間中に、一般管理費（公租公課及び利用の増加による支出増を除く。）につい

ては平成２２年度比１５％以上、その他の事業費（外部資金で実施する事業及

び利用の増加による支出増等を除く。）については平成２２年度比５％以上を

削減する。 

③運動場、テニスコート等の施設については、利用実態・土地形状等を考慮し、

研修に真に必要な施設に限定することにより、維持管理費を縮減する。 

 

（２）保有資産の見直し 

①保有資産については、運営会議等において不断の見直しを行い、法人として保
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有し続ける必要があるかを外部評価委員会等において検証する。 

②設置時より埼玉県から借り受けている会館の敷地の面積を見直し、期間中ので

きる限り早期に敷地の一部を返却する。 

 

３ 業務運営の改善及び効率化 

（１）業務運営の改善 

効果的・効率的な業務運営を行う観点から、事務・事業の見直し、検証を定期的に

運営会議で行い、業務運営に反映させる。 

また、積極的に事務事業の外部委託を進めるとともに、必要に応じて組織の再編整

理等を行う。 

 

（２）人材育成、多様な人材の活用 

①毎年、研修計画を策定し、業務に即応した能力開発及び専門性を高めるための

職員研修を実施する。 

②関係機関・団体等との人事交流や客員研究員等外部人材の活用など、多様な人

材を確保することにより、組織を活性化する。 

 

４ 業務運営の点検・評価 

（１）自己点検・評価等による業務の改善 

①業務全般について、参加者や利用者等の評価を踏まえ、自己点検・評価を実施

し、その結果を的確に事業に反映させる。 

②適時適切に外部評価を受け、業務に関する客観的意見も取り入れ、業務の改善

を不断に行う。 

③評価結果は、ホームページを通じて公表するとともに、事業の活性化・効率化

を図るために積極的に活用する。 

 

 

Ⅲ 予算・収支計画及び資金計画 

   収入面に関しては、実績を勘案しつつ、外部資金等を積極的に導入することにより、

  計画的な運営を行う。また、管理業務の効率化を進める観点から、各事業年度におい

て、  適切な効率化を見込んだ予算により運営する。 

 

 

Ⅳ 財務内容の改善に関する事項 

（１）契約の点検・見直し 

入札可能なものについては、全て入札を実施するとともに、積極的に一般競争入札を

導入する。また、一者応札となった契約については、公告期間、入札参加条件、仕様

書の見直し等の改善を図ることにより、一者応札を削減するとともに、契約管理委員
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会等による定期的な契約点検を実施する。 

 

（２）外部資金の導入 

科学研究費補助金等の申請や国・民間企業等からの受託事業等の積極的な受け入れを

行い、外部資金を確保する。 

 

（３）自己収入の拡大 

積極的な広報活動や新たな利用者層の開拓、寄付金の拡大など自主的な取組のほか、

受益者の負担を適正なものとする観点から、情報センターのデータベース利用に一部

受益者負担を導入すること等により、自己収入を拡大する。 

 

 

Ⅴ 短期借入金の限度額 

  運営費交付金の受入れに遅延が生じた場合や受託事業に係る立替えが生じた場合、

短期借入することができることとし、限度額は１億４千万円とする。 

 

 

Ⅵ 重要な財産の処分等に関する計画 

  重要な財産を譲渡、処分する計画はない。 

 

 

Ⅶ 剰余金の使途 

１ 研修事業の充実 

２ 情報資料の収集・提供の充実 

３ 調査研究事業の充実 

４ 交流事業の充実 

 

 

Ⅷ その他主務省令で定める業務運営に関する事項 

１ 予算 

別紙１のとおり 

 

２ 収支計画 

別紙２のとおり 

 

３ 資金計画 

別紙３のとおり 
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４ 施設・設備の計画的整備、快適な環境構築 

①長期的視野に立った保守・管理を行うとともに、利用者が安全で快適に利用でき

る環境を提供するため、必要な施設・設備の改修等を計画的に進める。 

②施設の有効活用のための工夫に努めるべく、個々の施設の有用性についての検証

を行い、具体的措置を講ずる。 

その他、別紙４のとおり 

 

５ 情報セキュリティ体制の充実 

   情報の安全管理を徹底するため、セキュリティポリシーの見直しを定期的に行う

とともに、職員研修を実施する。 

 

６ 中期目標期間を超える債務負担 

  電子計算機の賃貸借期間：平成２６年１月１日から平成３０年 

１２月３１日までの５年間 
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独立行政法人国立女性教育会館の業務運営に関する計画（平成２４年度） 

                                                             平成２４年３月３０日 

                                                            文部科学大臣へ届け出 

 

 独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第三十一条の規程により、独立行政法人国

立女性教育会館中期計画（平成２３年３月３１日文部科学省大臣認可）に基づき、平成２４年

度の業務運営に関する計画を次のとおり定める。 

 

Ⅰ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置                                                                                     
１ 基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者等の資質・能力の向上 

（１）基幹的指導者に対する研修等の実施 

①女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共同参画推進研修 

・全国の女性関連施設の管理職、男女共同参画行政責任者、女性団体のリーダー等を対象に、

地域の男女共同参画を積極的に推進するリーダーとして必要な専門的知識、マネジメント能力、

ネットワークの活用等、高度で専門的、実践的な研修を実施する。 

・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

・研修事後に実施するフォローアップ調査の回収率を高めるとともに、研修成果の活用につい

て、回答者の８０％以上からプラス評価を得る。 

・参加者の地域的なバランスを促進するため、計画的な取組を行う。 

 

②大学職員のための男女共同参画推進研修 

・大学等の男女共同参画部局の責任者を対象に、男女共同参画意識の学内への浸透方法、女性

リーダーの養成方策、地域の女性関連施設との連携方策等、高度で専門的、実践的な研修を実

施する。 

・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

 

（２）基幹的指導者に対する研修に資する調査研究の実施、学習プログラム、研修資料の作成 

①女性関連施設に関する調査研究 

・女性関連施設の機能の充実・強化を図るため、指定管理、人材育成等新たな課題の実態把握

と分析をテーマに５年計画で行う調査研究の２年次として、女性関連施設の災害に関する実態

調査を実施し、報告書を作成する。 

・作成した資料を用いた研修について、事後に実施するフォローアップ調査の充実を図り、研

修の成果を的確に把握することにより、研修内容を見直す。 

 

 ２ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラムの開発・

普及 

（１）喫緊の課題に関する先駆的調査研究の実施 

①地域課題の解決と女性の経済的自立に関する調査研究及びプログラム開発 

 地域活動による経済的自立の促進をテーマに２年計画で行う調査研究の２年次として、起業

やコミュニティ・ビジネス支援のための講座を行っている女性関連施設等を対象にプログラム
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を開発・実施し、報告書を作成する。 

 

②男性の家庭・地域への参画を促進するための調査研究及びプログラム開発 

 男性の家庭・地域への参画促進をテーマに２年計画で行う調査研究の２年次として、男性の

家庭・地域への参画を促進するためのプログラムを開発・実施し、参考資料を作成する。 

 

（２）喫緊の課題を担当する指導者に対する先駆的研修の実施 

①男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修 

・多様なキャリアを踏まえつつ個人の活動を社会に結びつける視点を導入するとともに、長期

的な視野に立ったキャリア形成支援に資するように、女性関連施設・大学等のキャリア形成支

援者等を対象に、これまでの調査研究の成果を活用し、女性のキャリア形成支援を内容とする

専門的・実践的研修を行う。 

・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からのプラス評価を得る。 

・研修事後に実施するフォローアップ調査の回収率を高めるとともに、研修成果の活用につい

て、回答者の８０％以上からプラス評価を得る。 

・フォローアップ調査の充実を図り、研修の成果を的確に把握することにより、研修内容を見

直す。 

・地方公共団体等が同課題に関する研修等を独自に実施・企画する力を育成するため、地域の

女性関連施設等と協働して、地域の実情に応じた学習プログラムを開発する。本年度は、３年

計画の２年次として、学習プログラムのモデル的実施に向けて協働で準備を進める。 

 

②大学生を対象とした男女共同参画の視点に立った複合的キャリア教育の推進 

・大学等におけるキャリア教育の充実に資するように、大学等と会館が協力して、会館が所蔵

する「社会活動キャリア形成事例」や女性アーカイブセンター資料等を活用した学生を対象と

するキャリア教育をモデル的に２校以上で実施する。 

・キャリア教育実施にあたり、学生の８５％以上からのプラス評価を得る。 

 

③女性関連施設相談員研修 

・女性のエンパワーメント支援を目指し、複雑・多様化する女性の悩みに適切に対応できる相

談体制を構築するため、女性関連施設や民間事業者が主催する相談所において相談業務に携わ

る者を対象に、女性の貧困や経済的自立など喫緊の課題解決に必要な智識や相談技能の習得を

内容とした専門的・実践的研修を行う。 

・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からのプラス評価を得る。 

 

④家庭教育・次世代育成指導者研修 

・全国の家庭教育・次世代育成支援の行政担当者、子育て支援に携わる団体のリーダー、企業

の次世代育成支援担当者等を対象に、これまでの調査研究で得られた成果を活用し、社会全体

での家庭教育・次世代育成支援に向け様々な機関、企業が連携して取り組んでいる事例や男性

の子育て参画に関する事例を研修内容に取上げ、男女共同参画の視点から、参加者が日常抱え

ている課題の解決に向けた専門的・実践的研修プログラムを開発し、実施する。 

・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からのプラス評価を得る。 
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⑤行政や関係機関と連携した喫緊の課題に対応した研修 

 社会が抱える様々な喫緊の課題を解決するために、行政や関係機関等が実施する研修につい

て、これまで会館が実施してきた研修の経験や女性教育、男女共同参画等に関する専門的知識

を活かし、連携して実施する。 

 

３．男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する調査研究の成果や資料・情報の提供等 

（１）地域の機関で活用しうる男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する基礎的な研究の成

果の提供 

①男女共同参画統計に関する調査研究 

・本調査の成果として「統計リーフレット」を作成し、ホームページ等を通じ普及する。 

・統計調査の成果等を提供する「男女共同参画統計ニュースレター」の配信先を１６００件ま

で拡充する。 

 

②調査研究成果の普及 

・基幹的指導者の資質・能力の向上及び喫緊の課題をテーマとして実施した調査研究の成果に

ついて、ホームページや地域共同リポジトリ等を通じて普及する。 

 

（２）全国的な資料・情報の収集、利用しやすいポータルとデータベースの構築、資料等の提

供 

①男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する情報資料の収集・整理・提供 

・引き続き、地域レベルでは収集困難な広域的、専門的な資料・情報の収集に重点化を図る。 

  本年度は、大学の男女共同参画部署が発行する資料の収集を行い、充実を進める。 

・これら収集資料等を整理し、文献情報データベースを通じて迅速に目録情報を公開・提供す

る。 

・会館の調査研究事業、研修事業の主題に関する資料・情報の収集に努め、会館事業をサポー

トする。 

 

②女性情報ポータル及びデータベースの整備充実 

・文献情報データベース及び独自の調査に基づく各種データベースについて、５４万件以上の

データベース化を達成する。 

・女性情報ポータルへのアクセスについて年間２７万件以上を達成する。 

 

③資料・情報の館外への貸し出し 

 各施設における男女共同参画を推進するため、各施設の活動に沿ったテーマ毎にパッケージ

化した図書の貸し出しを４機関以上に対して実施する。 

 

（３）女性アーカイブ機能の充実 

①女性アーカイブ機能の充実 

・歴史的価値、研究資料的価値を有する女性関連史・資料を１千点以上収集・整理し、女性ア

ーカイブセンター及び女性デジタルアーカイブシステムを通じて利用に資するとともに、イン
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ターネットを通じて広く一般に公開する。 

・会館のもつ全国の女性センターとのネットワークを活かし、他機関と連携して、東日本大震

災に関する史・資料のアーカイブ化を進める。 

・展示室への入室について、累計１万７千人以上を達成する。 

・女性アーカイブの企画展を他機関と連携して実施する。 

 

②女性情報アーキビスト養成研修（入門） 

・女性アーカイブの具体的な保存技術や整理方法を体系的に学ぶ最初の一歩として、実務者２

０名以上を対象に基礎情報を提供する女性情報アーキビスト養成研修を実施する。また、実務

者同士の情報交換の場を提供することでネットワークづくりを推進する。 

・本年度は、入門研修の修了者１０名を対象に、女性アーカイブの保存や整理に必要な基本的

な実技を学ぶ実技コースを試験的に実施する。 

 

４ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する国内の関係機関・団体等との連携協力の推進 

（１）国内の関係機関・団体等との協働事業の実施 

・女性関連施設、女性団体、民間団体、企業、大学等と男女共同参画・女性教育・家庭教育に

関する情報交換を行うとともに、７以上の機関等と協働で事業を実施し、連携効果による多様

な企画や講師の活用を図る。 

・全国の関係機関・団体からの依頼に基づき、積極的に職員を派遣する。 

 

（２）交流機会の提供による会館を中心としたネットワークの構築 

①男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（ＮＷＥＣフォーラム） 

・全国の男女共同参画・女性教育・家庭教育等の行政担当者、女性関連施設職員、女性団体等

のリーダー、研究者、大学、企業等を対象に交流の機会を提供するため１千名以上の参加を募

るフォーラムを開催する。 

・交流機会の提供については、大学、企業等からの参加を促進する。 

 

②交流学習会議 

 地域における男女共同参画を推進するため、これまで会館の研修・交流事業に参加した者が

地域に戻って実践したことを報告し合い学習する機会を設定し、各地の先進事例や地域におけ

る課題等を共有するとともに、女性関連施設等の関連機関や女性団体・グループ等の連携・協

働の促進に向けての意見交換を行いネットワークを形成し、会館と地域との連携を促進する。 

 

③男女共同参画交流特別週間（らんざん交流ウイーク） 

 女性団体等が相互に参加者同士の交流や情報交換を行える機会として男女共同参画交流特別

週間を提供するなど、その活動を支援する。 

 

５ 男女共同参画及び女性教育に関する国際貢献、連携協力の推進 

（１）男女共同参画及び女性教育に関する国際協力、連携に資する研修の実施 

①アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー 

・開発途上国等において男女共同参画の政策策定ならびに政策提言を行う立場にある女性行
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政・教育担当者及びＮＧＯのリーダーを対象に、女性の能力開発に係る喫緊の課題をテーマと

した参加型の実践的なセミナーを行う。 

・研修実施にあたり、参加者の９０％以上からプラス評価を得る。 

・研修修了生等による出身国での成果の活用についての調査を行い、同調査の結果等を踏まえ、

研修の効果的な実施の観点から、研修内容等の見直しを行う。 

 

②国際協力機構との連携による研修 

 国際協力機構が実施する開発途上国の行政職員等を対象とした研修について、男女共同参画、

女性教育に関する専門的な観点から連携して実施する。 

 

③ＮＷＥＣ国際シンポジウム 

・女性の人権やエンパワーメントに係る地球規模の課題をテーマに海外の専門家を招へいする

ＮＷＥＣ国際シンポジウムを開催し、アジア太平洋地域の課題分析を行い、海外の研究者や行

政関係者・女性団体等指導者との交流を深めるとともに、意見交換を行う。 

・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

 

（２）地球規模の課題についての調査研究の実施 

○外国人女性の困難等への支援に関する調査研究の実施 

 外国人女性の抱える困難等の実態と課題解決に向けた教育・啓発をテーマに３年計画で行う

調査研究の２年次として、１年次の成果を踏まえ、外国人女性の抱える困難等の実態と課題解

決に向けた学習活動等に関する事例について調査を行う。 

 

（３）国際的なネットワークの構築 

・研修修了生等に対し、研修終了後の定期的なメール送信や議論の呼びかけを通じネットワー

ク構築を図る。 

・研修成果について、「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」におけるパ

ネル展示や英文報告書の会館ホームページへの掲載等の方法により国内外に普及する。 

・これまで実施した調査研究の成果を普及するための会議を、海外の２機関以上と連携して開

催する。 

 

６ 会館利用者への男女共同参画及び女性教育に関する理解の促進・利用の促進 

（１）利用者への学習支援 

・施設を利用する団体・グループ・個人が企画・実施する研修等のプログラムについての学習

相談を受け、研修プログラム作成を支援する。 

・会館が有する専門性を活かして男女共同参画や女性教育に関する学習機会を提供する。 

・インターネットで提供する学習教材について、平成２３年度の検討結果をもとにテーマを確

定する。 

 

（２）利用の拡大 

・利用拡大戦略（年度）を作成し、企業・大学向けのサンプルプランの作成・提案を行うなど

大学・企業等からの利用を促進する。 
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Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 適切な法人運営体制の充実 

（１）ガバナンス・内部統制の充実 

・原則として毎週、係長以上が参加する運営会議を開催し、理事長のリーダーシップのもと、

会館が担う役割やリスク等の課題について職員全員が情報を共有する。 

・職員の業務遂行に関する資質・能力の向上を目的とした研修を実施する。 

・リスク低減に向けた規程等についての見直しを行い、職員全員に周知徹底する。 

・会館の業務の有効性・効率性、法令の遵守、財務会計の透明性等の観点から職員全員を対象

としたモニタリングを実施するとともに、結果については役職員に周知し、必要に応じて組織

運営の改善に反映させる。 

 

２ 人件費・管理運営の適正化 

（１）人件費・管理運営の適正化 

・政府における総人件費削減の取組を踏まえた見直しを行う。 

・関係機関・団体との連携による経費等の削減に努める。 

・関係機関・団体との人事交流や客員研究員等外部人材の活用など、多様な人材を確保するこ

とにより、組織を活性化する。 

 

（２）保有資産の見直し 

・保有資産について、運営会議等において見直しの検討を行い、外部評価委員会等において検

証する。 

 

３ 業務運営の改善 

（１）業務運営の改善 

・効果的・効率的な業務運営を行う観点から、事務・事業の見直し、検証を定期的運営会議で

行い、業務運営に反映させる。 

・積極的に事務事業の外部委託を進めるとともに、必要に応じて組織の再編等を行う。 

 

（２）人材育成、多様な人材の活用 

・職員の資質・業務遂行能力の向上に資するため研修を実施する。 

・外部人材の活用による組織の活性化について、引き続き検討を行う。 

 

４ 業務運営の点検・評価 

（１）自己点検・評価等による業務の改善 

・自己点検・評価委員会による評価を実施する。その際、各事業間の有機的連携を重視した自

己点検・評価を行う。 

・自己点検と連動した外部評価を実施する。 

・評価結果をホームページで公表する。 

 

Ⅲ 予算・収支計画及び資金計画 
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 収入面に関しては、実績を勘案しつつ、外部資金等を積極的に導入することにより、計画的

な運営を行う。また、管理業務の効率化を進める観点から、各事業年度において、適切な効率

化を見込んだ予算により運営する。 

 

１ 予算（人件費の見積もりを含む。） 

  別紙１のとおり 

２ 収支計画 

  別紙２のとおり 

３ 資金計画 

  別紙３のとおり 

 

Ⅳ 財務内容の改善に関する事項 

（１）契約の点検・見直し 

・引き続き、入札可能な契約案件については一般競争入札を実施する。 

・一者応札となった契約については、公告期間、入札参加条件、仕様書の見直し等の改善を行

い、一者応札の削減を図るとともに、契約監視委員会等による定期的な契約点検を実施する。 

 

（２）外部資金の導入 

 科学研究費補助金等の申請や国・民間企業等からの受託事業等の積極的な受入れを行い、外

部資金を確保する。 

 

（３）自己収入の拡大 

・宿泊室利用率の向上等により、自己収入の拡大を図る。 

・会館の活動について、広報実施計画（年度）を策定し、会館の利用促進を図る。 

 

Ⅴ 短期借入金の限度額 

 短期借入金の限度額は１億４千万円。短期借入金が想定されるのは、運営費交付金の受入れ

に遅延が生じた場合である。 

 

Ⅵ 剰余金の使途 

 会館の決算において、剰余金が生じたときは、研修事業、情報事業、調査研究事業及び交流

事業の充実に充てる。 

 

Ⅶ その他主務省令で定める業務運営に関する事項 

（１）情報セキュリティ体制の充実 

 セキュリティポリシーに関する職員研修を実施する。  

                                      （以上） 
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